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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ことの始まり







　廃はい屋おくで見つけたそれは、黄ばんだ、薄うすい本だった。湿しめった物入れの中で埃ほこりにまみれ、表紙はネズミだかゴキブリだかの食害にあってぼろぼろだったが、中身はなんとか無ぶ事じだった。

　それを震ふるえる手で取ったヘンリエッタは、歓かん喜きに顔を輝かがやかせて叫さけんだ。

「これだ、これだよ……！　とうとう見つけた！」

　彼女の声で、家や捜さがしをしていた他のメンバーが振り返る。

　壊こわれかけた本ほん棚だなを眺ながめていた巻き毛のスティーヴンが、彼女の手元を覗のぞきこんだ。

「なにを見つけたって、ヘンリエッタ」

「じゃーん！」

　ヘンリエッタは得とく意い満まん面めんで本を差しだした。隣の部へ屋やから戻もどってきたロザモンドも、スティーヴンと一いつ緒しよになって本を覗きこむ。

「……『怪かい盗とう、メレディス、の窃せつ盗とう誌し』……？」

　ロザモンドが顔をしかめて、ぼろぼろの表紙にうっすらと書かれた文字を読む。

「怪盗が日記なんかつけるかね？」

　怪け訝げんそうにスティーヴンが尋たずねた。ヘンリエッタがなにか答える前に、

「あら、それはメレディスが書いたものじゃないわよ、スティーヴン」

　スティーヴンとロザモンドの脚あしの間から、ひょっこりと、金きん髪ぱつをきれいにまとめた少女が顔を出した。メンバーの中では最年少のジョリーだ。

　彼女は大人おとなびた口く調ちようで、

「もし本物だとしたら、それはメレディスの親友でピアトロという人間が書いたものよ。この空あき家やは彼の別荘だったんだもの。彼はメレディスの行動を記録して、それを元にメレディスの伝記を書いたの。今世間に出回っているメレディスの本や劇は、彼が書いたメレディス伝をベースにしてあるのよ。ダメね、スティーヴン。これくらいは常じよう識しきよ」

「すまないねえ、俺おれに常識がないばかりに」

　笑いながらスティーヴンはジョリーの頭をがしゃがしゃ撫なでる。

「やめてよ、髪かみがだいなしだわ」

「ジョリーはいつだって可愛かわいいさ。ヘンリエッタ、それ、どこにあったんだ？」
















「机つくえの下の隠かくし金庫の中だよ。鍵かぎが三つもかかってたけど、うちのケネスに開けられない鍵はないね」

　そう言ってヘンリエッタは、彼女の足あし下もとにうずくまる小太りの少年の頭を撫でた。ケネスと呼ばれた少年は、顔を上げて四人を一いち瞥べつすると、再びうつむいてしまう。だが、それはいつものことなので、誰だれも気にしなかった。

「この本は五十年間、ここであたしが来るのを待っていたんだ。ああ、なんてあたしは幸運なんだろう！」

　本を抱きしめ、ヘンリエッタは感かん慨がいに耽ふける。彼女のメレディス熱は今に始まったことではないので、

「はいはい、それはよかったわね」

　と年下のジョリーに軽くあしらわれる。ヘンリエッタは文句を言おうとしたが、その前にスティーヴンがわざとらしく大きく嘆たん息そくした。

「あーあ、窃せつ盗とう団だんが盗ぬすんだものを売らないなんて、パン屋がてめえでパンを全部食っちまうようなもんだぜ。なあロジャー、アレ売ったらいくらぐらいになる？」

　スティーヴンの質問に、ロザモンドは苦く笑しようしながら、

「ヘンリエッタがメレディスの物を売るとは思えないけど……メレディスファンは貴き族ぞく階級にも多いから、ファショの競きよう売ばい場じようで六百金貨ぐらいするんじゃないかな」

「六百？」

　スティーヴンが飛び上がる。六百金貨と言えば、五人が優ゆう雅がに一年暮くらせる金額だ。

「そんないい金になるのに、売らないなんて！　泥どろ棒ぼう倫りん理りにもとると思わないかね!?」

「ヘンリエッタのメレディス熱は、氷をかけても冷ひえないわよ。ここに来るって聞いたときから、そんなことぐらい承しよう知ちの上よ。常識だわ」

「スティーヴン、ヘンリエッタはリーダーとしていろいろ頑がん張ばってくれてるんだ。メレディスのことぐらい、大目に見てやろう」

「…………」

　ジョリー、ロザモンド、無口なケネスに同意が得られず、スティーヴンは口を尖とがらせた。どうせ彼も本気でヘンリエッタに腹を立てているわけではないのだろうが。

　仲間のそんな態たい度どに、ヘンリエッタは一人満まん悦えつのていで、ウキウキと、

「みんな、ありがとねっ。この埋め合わせは必ずするよっ」

「笑って忘れなさいよ、ヘンリエッタ」

「ちぇーっ、ロジャーもジョリーもヘンリエッタに甘いんだから」

「そんなことは……ヘンリエッタ、中にはなにが書いてあるんだい」

　ロザモンドは照てれているのを隠かくすように、ヘンリエッタに話しかけた。浮かれていた彼女は中味のことなんかすっかり思し慮りよ外だったので、

「あっ、ああ、そうだったね。えっと……」

　慌あわててページをめくるが、さすがは怪盗の親友が書いたものだけあって、中はヘンリエッタには読めない言こと葉ばで書かれてあった。

「ロジャー、ちょっと読んで」

「どれ……ああ、ちょっと古い言葉で書かれてあるね……『サワラク教きよう皇こうの二年、五月。メレディスはマルタ……ココの、『死の舞ぶ踏とう』……を、次のターゲットにするつもりだと、私に……打ち明けた』」

「……え？」

　読んでいたロジャーを含ふくめ、ケネス以外のメンバー四人が顔を見合わせた。

「マルタ・ココの『死の舞踏』？」

「カディスバーク美び術じゆつ館かんにある、あれでしょ？」

「でも、アレって、壁へき画がだぜ」

「…………」

　不ふ可か解かいな話に、彼らの間に沈ちん黙もくが流れる。しばらくしてから、スティーヴンが、

「まあ……壁画はまだ美術館に残ってるんだから、メレディスは失敗したってことだろうな。世紀の大泥棒だって壁画なんか盗ぬすめねえよなあ。猿さるも木から落ちる、ってか」

「な、なにをバカなことを！　メレディスさまが猿だなんて！」

　自分のことのように血けつ相そうを変えてヘンリエッタは怒ど鳴なりつける。

「別に、メレディスが猿とは言ってないじゃん」

「この話にはなにか秘ひ密みつがあるんだ！　メレディスさまが勝算のない計画なんか立てるわけがない！　わけがないさ！」

　拳こぶしを握にぎりしめて力りき説せつするヘンリエッタに、スティーヴンたちは呆あきれるしかなかった。







　１　天才、街まちに出現する







「アルス」

「パルク」

「マルーク」

「アルス」

「パルク」

「マルーク」

「じゃあ、次はあれ。ピーッ」

「んっと……ランサン」

「あー、あー、ピーレイ、だったかな」

「バズ、外はずれ。パイプはパイライ。ピーレイは教会語読み」

　市いち場ばからの帰り道、ウィル、マギー、バズの三人は、それぞれ担たん当とうの言こと葉ばを覚おぼえる為ために、目に付いたものの名を片かた端はしから言い合っていた。ウィルはバルキース王国の言葉、マギーは東洋の大国カムナンの言葉、バズは古代シノン語だ。バズはそのほかにも、医者になる為に必要な古典教会語も学まなんでいるので、ごちゃ混まぜになって間違う率が高い。

「バズ、しっかりしなさいよ。シノン語の方が全然こっちの言葉に近いんだからね。あたしなんか全然ちんぷんかんぷんなんだから」

　小麦粉の袋ふくろを抱かかえながら、マギーが不ふ機き嫌げんそうに言う。彼女は会話を覚えるのは速いが、読み書きはまったくダメだった。それはマギーの能力が云うん々ぬんというより、カムナン語がこっちの人間から見れば難なん解かい不ふ可か解かいな文字のせいだ。

　野や菜さいの袋を抱えたバズは悄しよう然ぜんとして、ぶつぶつ口の中で復習をする。

　マギーとバズはシンシア・ラズボーン公こう爵しやくの「好意」で、市内の学校に通かようのではなく、公爵家で家庭教師に勉強を見てもらっていた。ウィルは祖そ父ふの仕事を手伝いながらアシュレイ家の家か臣しんブルーノの元でバルキース語を学んでいる。

「シンシアの雇やとった家庭教師はどう？」

　ウィルが尋たずねると、マギーは憮ぶ然ぜんと、

「ジョーンズ先生はいい人よ、ちょっと厳きびしいけど。問題はシンシアお嬢じようさまよ！　あの人、毎時間来て、あたしたちが先生に叱しかられてるのを実に楽しそうに見ていくのよ。一体あの人、なに考えてるのかしら。本当に悪あく趣しゆ味みなんだから」

「で、でも、レディ・シンシアもいい人だよ。ミッチェルのことを言ったら、ポンとお金を貸してくれたじゃないか」

　バズが慌あわててフォローする。

　マギーの姪めいミッチェルは、生まれつき呼こ吸きゆう器き系けいが弱く、緊きん急きゆうに手術が必要だった。だが、高度な医術と多額の手術費が必要で、その為にゴーダ家を頼たよったのである。それはつまり、ゴーダ家のスポンサーであるラズボーン家を頼りにしたということだ。

　マギーはジロッとバズを睨にらんだ。

「なによ、あたしが悪いって言うの？」

「ち、違うよっ、そうじゃなくて」

　バズはおどおどしながら辺あたりを見回すと、声をひそめて、

「レディ・シンシアの悪口なんか言ったら、あとでなにされるか分からないよ。あの人、地じ獄ごく耳みみなんだから」

「…………」

「壁かべに耳あり、スパイに用よう心じんってとこだな」

　ははは、とウィルが笑うが、どこか乾かわいた笑いだ。いちばんそのことを分かっているのは彼なのだから、当然と言えば当然かもしれなかった。

　ややあってから、マギーは大きく息をつくと、子供らしい笑顔を作って、

「そうよね。そのことではシンシアお嬢さまには感謝してるわ。ありがたく思わなくっちゃ！」

　白しら々じらしいまでに自分の発言をフォローするマギーに、どっと疲つかれを感じるウィルとバズだった。

「それで、ジェレミーたちはいつ来るって？」

「来週よ。ドクター・マッケイが大学病院に手配してくれて、準備が整ととのったらすぐに手術に取りかかれるようになってるの──これであたしたち、全員シンシアお嬢さまに頭が上がらなくなったわね」

　ふう、とマギーはもう一度ため息をつく。バズは、

（なんでぼくまで勘かん定じように入っているんだろう？）

　と、ささいな疑問を抱いだいたが、そんなことを指し摘てきしようものならマギーの機き嫌げんを損そこねるのは火を見るより明らかだったので、言わないでおいた。

　ウィルもそのことに対するコメントは避さけ、代わりに買い物かごの中を見て、

「えっと、あと足たりないのは、塩だから──」

　言いかけたウィルの腕を、誰だれかがきつく摑つかんだ。ウィルはぎょっとして、相手を仰あおぐ。

　相手はもじゃもじゃ頭の、若い男だった。小男で不ふ健けん康こうそうに瘦やせていて、顔も褒ほめられたものではないが、灰はい色いろの目をぎらぎらさせた、情熱的──というよりは獰どう猛もうな雰ふん囲い気きを持っていた。ウィルは再びぎょっとした。

　唐とう突とつに現あらわれた男の容よう姿しにマギーもバズも驚おどろいて、二、三歩あとずさる。

　男はぎらっと目を光らせると、

「『死の舞ぶ踏とう』を知らないか？」

「え？」

　なぜそんなことを自分に尋たずねるのかウィルは理解できず、幼おさななじみたちを見た。二人は本当に意味が分からず、首を傾かしげる。

　相手を刺し激げきしないよう、ウィルはどぎまぎしながら、慎しん重ちように、

「『死の舞踏』なら、カディスバーク美び術じゆつ館かんにあると思うけど……」

「違う！」

　一いち言ごんの下もとに却きやつ下かされて、三人はひゃっと首をすくめた。なにかされると恐きよう怖ふしたが、男はウィルの腕を突き放すと、爆発した髪をわしゃわしゃ搔かきむしって、

「違う、違うのだ！　あんなものは違う！」

「違うって……マルコなんとかの『死の舞踏』じゃないの？」

「マルタ・ココ！　そうだ、マルタ・ココの『死の舞踏』だ！」

「じゃあ、やっぱりカディスバーク美術館に……」

「あんなのは偽にせ物ものだ！　偽物がなんの役に立つというのだ！　紙の代わりにもなりはしない！　なんてことだ、なんてことなのだ！」

　男は一人で勝手に喚わめくと、勝手にふらふらと歩き出し、行ってしまった。

　その小さな背を見送りながら、マギーがぽかんとして、

「……なんだったの、今の」

「さあ……？　面おも白しろいからちょっとついてってみようか」

「人のことは放っておけよ」

　興きよう味み津しん々しんのウィルをバズが窘たしなめる。が、どうせ道徳心からではなく、単にバズは見知らぬ人間が怖こわいだけだと、ウィルもマギーも分かっているので、

「いいわよ、あたしたちだけで行きましょ」

「バズ、荷物持って帰って」

　バズに荷物を押しつけ、二人は男のあとをつけ始めた。

「……ちょ、ちょっと、待ってよお」

　怖い人もイヤだが、置いていかれるのもイヤなので、情なさけない声を上げながら、バズも荷物を抱かかえてついていく。

　男はおぼつかない足取りで往おう来らいを歩いていた。だが、人が近寄ってくると、突然、鹿しかを襲おそうライオンの如ごとく摑つかみかかって、

「『死の舞踏』を知らないか？」

　と、ウィルにしたことと同じことをやっている。相手の反応は大たい抵てい、悲ひ鳴めいを上げて逃げていくか、親切にも「カディスバーク美術館に……」と答えてやるかだが、そのたびに男は、「違う、違うのだ！」を連発していた。

「へえ。十四人中五人がカディスバーク美術館って答えてるな」

　建たて物ものの陰かげから冷静にウィルが分ぶん析せきする。裕ゆう福ふくそうな女から乞食の男まで、彼は相手を選んでいないので、なかなかいい研究材料になる。

「あ、頭がおかしいのかな」

　一いつ緒しよに観察していたバズが、こわごわ言った。ウィルは「うーん」と唸うなって、

「頭がおかしいというよりさあ、芸げい術じゆつ肌はだっぽくない？　着てるものもいいし、芸術家って、変人であることが一種のステータスになるじゃん」

「変なの」

　マギーがあっさり一言で片づけた。彼女にかかれば、「変なものは変」なのだ。

「それにしても……」

　ウィルはちらりと通りの向かいを見た。そこには男と一定の距きよ離りを保たもちながら、やはりあとをつけている若い女の集団があった。

　人数は十人ほど、かなり前から男を尾び行こうしているようだ。だが、彼女たちには「尾行」という言葉に含ふくまれる後ろ暗い、気まずい雰ふん囲い気きはなかった。かといって、ウィルたちのように純じゆん然ぜんたる好こう奇き心しん、という様よう子すでもない。つまり、

「あっ、ほら、今度はあの男よ！」

「バーゼルさま、頑がん張ばって！」

「ああん、また無視されたあ。おかわいそうなバーゼルさまあ」

　などと、男の奇き態たいを見ては「きゃーきゃー」と人目をはばからず騒さわいでいるのだ。まるで彼がなにかしでかすのを期待してるようだ。

「なんだ、ありゃあ？」

「あたしたちと一緒でしょ、怖いもの見たさよ」

「そうかなあ」

「それより、『死の舞踏』ってなんなの？」

　同性の騒ぎなど興きよう味みなさそうに、マギーが話題を変える。ウィルも嬌きよう声せい集団のことはひとまず置いておくことにして、

「『死の舞踏』ってのは絵の名前だよ。マルタ・ココの奴やつはカディスバーク美術館にあるんだ。よくある主題だから、ほかの画家のも同じタイトルでいくつかあるけどさ」

「そのナントカ美術館にある奴が偽物なの？」

「いや、そういう話は聞いたことないけ……」

「偽物なのだ！　偽物に間違いないのだ！」

　どういう耳をしているのか、十メートル以上離れていたのに男はウィルたちの声を聞きつけて叫さけぶと、ずんずんと近寄ってきた。その鬼き気き迫せまる雰囲気に、三人は慌あわてて逃げたが、鈍どんくさいバズがやはり捕つかまってしまう。

「うわあ、助けてえっ」

「おまえたちはなんなのだ。さっきから私のあとをつけて」

　バズが捕まったので、ウィルはしかたなく足を止めた。先頭を走っていたマギーも渋しぶ々しぶ戻もどってくる

　二人が戻ってきたので、男はバズを解放した。おろおろしながら二人に寄ってきたバズの頭を、マギーがはたく。

「もう、バズのばかっ。もうちょっと足腰鍛きたえなさいよっ」

「だって、まぎいい」

「俺おれたちはなんでもないよ。ただ、あんたがなにを捜さがしてるのか、気になっただけだ」

　ウィルはまっすぐ男を見て伝えた。ただの好奇心たっぷりの子供から、捜し屋へ変へん貌ぼうする瞬しゆん間かんだ。

　男もまた、じっとウィルを見下ろした。不意に、その目に知性の光がともり、

「よかろう、その生なま意い気きな目の輝かがやきに免じて、私の話を聞かせてやろう」

　そう冷静な声で言った。




　男の名はダン・バーゼル。ウィルたちは聞いたこともなかったが、自称「新しん進しん気き鋭えいの今世紀最高の作曲家」だそうだ。修しゆう飾しよくの部分はともかく、芸術家というウィルの読みは当たっていた。

　バーゼルは気むずかしく顔をしかめながら、思いっきり苦く渋じゆうに満ちた声で、

「三つにして王女殿でん下かの御ご前ぜんで即そつ興きよう曲きよくを作ったときから、比類なき偉い大だいな作曲家と私は言われてきた。その私が、三ヶ月前、音の反はん響きようを調べる為ためにベルベッツアホールに寄ったときのことだった」

「ベルベッツアホールってなに？」

　マギーがウィルに囁ささやく。まだゼフィッツイの地理には明るくないのだ。

「ヘムレム通りにあるコンサートホールだよ。金持ち専用の」

「そこで偶ぐう然ぜん演えん奏そうされていた、ベルベストのヤーマイオーの曲に魅みせられてしまったのだ。この、天才作曲家であるこの私が！　他人の曲を聞いて！　涙なみだを流し！　あまつさえ感動のあまり震ふるえて叫び声しか出なかったのだ！」

　拳こぶしを握にぎりしめ、バーゼルは訴うつたえた。そのときの場面を思い浮かべてみたウィルは、

（演奏が終わっていきなり叫びだした奴がいたら、そりゃ周まわりは仰ぎよう天てんしただろうなあ。でも、この人にとっちゃあ、それがごく普通の自じ己こ表ひよう現げんの方法なんだろうなあ。かわいそうに）

　などと、妙な点で同情──というか憐れん憫びんの情をバーゼルに抱いた。

　当のバーゼルは、そんな自分に陶とう酔すいしきっているようで、目を爛らん々らんと輝かせ、

「私のガラスのように脆もろく繊せん細さいで、かつ孤こ高こうの如ごとく誇ほこり高い魂たましいを粉こな々ごなにしてしまうほどの、衝しよう撃げき的てき、かつ威い圧あつ的な、あの調べ！　そして、ヤーマイオーにその曲を書かせたきっかけこそ、マルタ・ココの『死の舞踏』だったのだ！」

「ははあ、なるほど」

　ウィルは大きく頷うなずいた。ようやく話の全体像が見えたのだ。

「つまり、天才作曲家の意い地じにかけて、自分より凄すごい曲を創つくる人間がいるはずがない、自分だったら同じ主題でもっといいものを創れる、だから『死の舞踏』を捜さがしている──とゆーこと？」

「意地などではない！　それは自然かつ的確で正しいことなのだ！　万ばん人にんに共感され、後世にまで広く知らしめることのできる曲を私が創れるのは自明のことだ！」

　自信たっぷりにバーゼルは一息に叫ぶ。往おう来らいをゆく人々の視線と嘲ちよう笑しようを集めても、平気の平へい左ざだ。

　対して、小心者のバズは、

（ふええ、こ、この人、怖こわい）

　バーゼルが怖いやら恥はずかしいやら、その場から逃げだしたくなるほどだったが、逃げたら逃げたでよけい怖い目に会いそうだったので、泣きそうになりながらジッと我が慢まんした。

　そして、例の若い女の集団は、

「そうよ、そうよ！　バーゼルさまがいちばんだわ！」

「私たちがついてますう。陰かげながら応援していますう」

「バーゼルう！」

　こちらに聞こえるように囁くという、高度な技わざでもって、実に嬉うれしそうにきゃあきゃあ歓かん声せいを上げている。だが、決して近寄ってこようとはしないのは、傍ぼう観かん者しやに徹てつしているからだろうか。

　ウィルが嬌きよう声せい集団を横目にして、

「あの人たち、あなたのファン？」

「ふん、たしかに私の愚おろかしくも愛すべき聴衆だ。彼女らは私の口から洩もれる音楽を一音符たりとも聞きもらさじと、ああやってくっついてくるだけだ。気にすることはない」

　自分こそ全く気にもかけていないような素っ気ない口調で、バーゼルは言った。彼から見れば、おそらく彼女たちは「いて当然」の空気のようなものなのだろう。

　ともかくバーゼルは、熱狂的なファンが付くほどには有名らしかった。

（どういう音楽を創れば若い娘にウケるのかな？）

　ウィルは少々不ふ思し議ぎだったが、それは実際に聞いてみなければ分からないことだった。

　ウィルが考えている間に、マギーがバーゼルに向かって、

「ねえ！　それで、美術館の絵が偽物だっていうのは本当なの？」

「本当なのだ！　私はすぐに美術館に足を運んで絵を見た！　だが、まるでインスピレーションが湧わいてこなかったのだ！　あれにはヤーマイオーの曲の中にある破は壊かい的、悪あく魔ま的な圧あつ倒とう感がない！　私の芸術家としての勘かんが言うのだ、あんな魂たましいのない絵から、ヤーマイオーの戦せん慄りつさえ覚おぼえる楽がつ曲きよくが生みだされるはずがないと！　ヤーマイオーが見たのは別の絵なのだ、あれは偽物だ！」

　根こん拠きよのないことをきっぱりはっきり断言するバーゼル。ウィルたちはどっと転こけそうになった。

　互たがいにどうしようもなさそうな視線を交かわし、頭を突き合わせる。

「……つまりこの人、自分にいい曲が創れないから、絵のせいにしてるってことでしょ？」

「多分な。この人、根っからの芸術家だよ、付き合ってられねえや」

「ど、どうするのさ、ぼくたち」

「決まってらあ」

　ぼそぼそと囁ささやきあったあと、ウィルがパッとバーゼルの前で手を組んだ。そして、白しら々じらしく感激した様よう子すで、

「へえ、それは大変ですねえ。あなたならきっとすばらしい曲が創れますよ。応援しますから、絵捜さがし頑がん張ばってくださいっ」

　口く調ちようまで変えて一気に喋しやべると、相手に口を挟はさむ余よ裕ゆうを与えず、マギーとバズの手を引っ張って逃げるように帰ってきてしまった。

「あっ、バーゼルさまから逃げるわよ！」

「なんて子供なの！」

　娘たちの、怒っているというよりは期待通りといった歓かん声せいが、やけに三人の耳についた。




　変な作曲家と会った三日後、ウィルが一人で家にいると、依い頼らいがやってきた。

「あの、捜し屋さんというのはこちらですか」

　おずおずと事務所に入ってきたのは、陰いん気きな感じの娘だった。

　手にしたバッグから見て良りよう家けの子女らしいが、化け粧しようっ気けのない顔に、うっとうしくかかる暗い栗くり色いろの髪、そして、生き地じはいいのだろうが、まるで老ろう婆ばが着るような古くさいセンスの服が、野や暮ぼったい田舎いなか娘のように見せている。年齢も十五、六と言われればそう見えるし、実は三十近いと言われても納なつ得とくできそうで、判はん然ぜんとしなかった。

「はい、そうですけど。依頼ですか？」

　扉とびらからキョロキョロと中を窺うかがう娘に、ウィルは少々嫌いやな予感がしながら答えた。

（見かけで判断しちゃ悪いけど、でも、こういう相手は決まってろくな仕事持ってこないからなあ）

　娘はウィルの返事を聞くと、そそくさと中に入ってきた。そして、テーブルの前に立つと、思い詰つめたような大きなハシバミ色の目で、

「捜してほしいものがあるんです」

「なにを？」

「マルタ・ココという画家が描かいた、『死の舞ぶ踏とう』という絵を捜してほしいんです」

「…………」

　ウィルはまっすぐ娘の顔を凝ぎよう視しして、それから頭をぽりぽり搔かいた。

（この間っからなんだっていうんだ？）

　マルタ・ココの「死の舞踏」はそんなに有名な絵ではない。どちらかというと地味で、作者もそれ一作しか後こう世せいに残せなかった。

　なのに、なぜ三日の間に同じ絵を捜す人間が二人も出現したのだ？

　ウィルはちょっと考え、

「もしかして、ダン・バーゼルさんとお知り合い？」

「彼の話を聞いたんですか？」

　娘が目を円まるくして聞き返した。ビンゴだったようだ。

　ウィルは二人に関係があると知って少し安心し、一方で、

（やっぱりあの変な作曲家と関かかわり合いになるのか）

　客に聞かれないように嘆たん息そくする。できれば二度と会いたくなかったのだが。

「この間、デュッファロー通りで捕つかまったよ。一応理由も聞いたけどね」

「ご、ごめんなさい、迷めい惑わくをかけて。でも、彼は真剣なんです」

　自分のことのようにぺこぺこと頭を下げる依頼人。ウィルはそれを見ながら、一体この娘とあの作曲家の間あいだ柄がらはなんだろうと考えた。

（恋人？　あのプライドの塊かたまりのようなバーゼルが、言っちゃあ悪いけどこんなちんちくりんな女を相手にするかなあ。そりゃ、蓼たで食くう虫も好きずきって言うけどさ……じゃなかったら、兄きよう妹だい？　幼おさななじみ？　あっ、もしかして、あの場所にいた姉ちゃん集団と関係があるのか？　俺のこと知らないみたいだから、あのときはいなかったみたいだけど）

　ともかく、ウィルは手を振って、

「いや、別に謝あやまられるほど迷惑かけられたわけじゃないから」

「ありがとう──でも、それなら話が早くて助かります。彼の為ために本物の『死の舞踏』を見つけてください」

　真剣な表情で娘は言う。ウィルは困こまって、

「彼の為にって、それじゃあ、あなた──」

「ミューズ・ルーシィです」

「ミューズさん、あなたも美術館にある奴やつが偽にせ物ものだと思ってるの？」

　ウィルは露ろ骨こつに呆あきれてみせたが、ミューズは当然とばかりに大きく頷うなずいた。

「彼がそう言っているんですから間違いないです。彼の勘かんは神さまが芸術家にだけ与えられた天性なんです、だから間違いないんです！」

「間違いないって言われてもなあ」

　ウィルは再び頭を搔いた。バーゼルの言うことを根こん拠きよにされても、だ。

「勘にばっかり頼たよられても困るよ。大体、あなたはバーゼルさんのなんなの？　恋人？」

　ウィルが追つい及きゆうすると、意表を突いてパッとミューズは顔を紅こう潮ちようさせた。「お？」とウィルは興きよう味みを引かれる。

　ミューズは狼ろう狽ばいした様よう子すで、

「わ、私なんかが、彼の恋人だなんて、そんな、おこがましいです。私は、ただの、彼の信しん奉ぽう者の一人なんです。彼の力になれるなら、なんでもしたい、そう思ってるだけで、彼の恋人なんて、そんな、そんな」

　おろおろと否定するミューズ。つまりはバーゼルの一いつ介かいのファンというわけだ。

（ふうん、やっぱりこの間の姉ちゃんたちと一いつ緒しよってことか）

（しっかし、よくあんな変人の追っかけなんてやるよなあ）

　半分呆れ半分感心しながら、ウィルはこの場にマギーがいなくてよかったとホッとした。こういう男女の関係が話に入ってきた場合、マギーはウィルの意見など聞きもせず、二つ返事で依い頼らいを受けてしまうだろう。

　しかし、ウィルにはこんなあやふやな依頼を受ける気はなかった。断ことわろうと立ち上がると、それを見み透すかしたか、いきなりミューズがばっとウィルの手を摑つかんだ。

「わっ？　な、なに？」

「お、お願いです！　絵を捜してください、彼は三ヶ月も本物の『死の舞踏』を捜して、ああやって往おう来らいをさまよってるんです！　本物を見ないかぎり、彼は歌を忘れたカナリヤのように曲を創つくることができないんです！　私、彼と彼の音楽を愛しているんです、お願い、お金ならあります、足たりないならまた持ってきます！　頼たのみましたよ！」

　面食らっているウィルに、ミューズは強ごう引いんに金の入った小こ袋ぶくろを握にぎらせた。そして、ばっと身をひるがえすと、逃げるように部へ屋やを出ていった。

「ちょ、ちょっと！　おい、困るよ！」

　怒ど鳴なってみたが、すでにミューズの姿はなく、バタバタと階段を駆かけ降おりていく音がする。追ってみても、あの調子ではどうにもならないだろう。

　ウィルは憮ぶ然ぜんと、握らされた小袋を見た。かなり重い。

「……やれやれ」

（三ヶ月も通りをさまよってたって？　美術館に行って人に確かめりゃよかったじゃないか。芸術家ってのは専門以外のことは頭が回らないのか？）

　そうして、ウィルは大きくため息をついた。




「マルタ・ココの『死の舞踏』？　ああ、美術館にある奴は偽物だよ」

「ええーっ？」

　エドの返事にウィルたちは驚おどろきと疑ぎ惑わくの声を上げた。

　午後になってラズボーン家からマギーとバズが、ゼフィッツイ博物館からウィルの祖そ父ふエドウィンが帰ってきたので、ウィルは三人にミューズの依頼を語って聞かせた。そして、エドに「死の舞踏」のことを聞くと、あっさりバーゼルの主張を肯こう定ていされてしまったのである。

「あの変な作曲家の妄もう想そうじゃなかったの？」

　マギーは信じられないと、なぜか怒ったような口調で聞き返す。エドは笑って、

「ダン・バーゼルもひどく言われたものだ」

「エドもバーゼルを知ってるのか？」

「天才作曲家というのはあながち噓うそでもないぞ。貴き族ぞく階級の若い層にかなり受けている、新しん進しん気き鋭えいの作曲家だ。まあ、お子さまには分からないだろうがな」

　そう言って、エドはウィルの額ひたいを指で弾はじいた。ウィルは額を押さえながら、

「いってえなあ。エドだってじじいのくせに分かるもんかっ」

「五十前のダンディな男を捕つかまえて、じじいとは失しつ敬けいな」

「そんなことより、エド、偽物ってどういう意味なんです？」

　いつもは宥なだめ役のウィルが祖父と喧けん嘩かしているので、バズが間に割って入った。エドはポンと手を叩たたいて、

「おお、そうだったな。そう、偽物と言うのは確かでない、カディスバーク美術館に今展示してあるものはレプリカだ」

「レプリカ？」

「ふむ。マルタ・ココの『死の舞踏』は、元々ファドーク市の中央教会の壁へき画がだったのだ。しかし、やんぬるかな、ファドークは百年前の『カツミレ』戦争で激戦区になってしまった。ゆえに、教会は破は壊かいされ、その壁かべに描かれた絵も粉こな々ごなに砕くだけ散ってしまったというわけだ」

　さすがは自称考古学者だけあって、エドはこういうことには詳くわしい。

「今、美術館にある奴は、七十年ぐらい前に復ふく元げんされたものだよ。バーゼルの言うベルベストの作曲家、ヤーマイオーが活かつ躍やくしたのは百五十年前だから、彼はファドークのオリジナルを見たのだろうな」

「ははあ。もしかしてバーゼルって審しん美び眼がんがあるのかな？」

　ウィルは思わず感心してしまったが、そこでエドの話の真意に気がついた。

「……ってことはだ、もうバーゼルの言うところの本物は見れないってこと？」

「じゃあ、捜しようがないじゃない。百年も前に壊こわされた壁の破は片へんなんて、残ってるわけないわよ」

　マギーも呆あきれて言い足す。確かに、誰かが故意に集めて残しておかないかぎり、オリジナルの壁画が残っている可能性は、万が一にもない。

　だが、エドは指を振って、

「話は最後まで聞くものだよ、子供たち諸しよ君くん。カディスバーク美術館は今、マルタ・ココの『死の舞踏』の復元品を制作中だ。完成すれば、今のレプリカと交こう替たいして展示されることになっている」

「復元品？　レプリカとなにが違うのさ」

「見れば一目で分かるよ。そろそろ完成するはずだから、もし仕事を引き受けるのなら、美術館の知り合いに案内してもらうがいい」

　ウィルの質問に、エドはにやにや笑ってそう言った。

「ウィル、どうするの？　依い頼らい、受けるの？」

「しかたないよ、お金もらっちゃったし」

「断ことわるなら返金すればいいじゃないか。だって、もう復元品があるなら、それを見せればいいだけなんだろ、捜すもなにもないじゃないか」

　バズの指し摘てきに、ウィルは肩かたをすくめた。

「だって、住んでるところ聞く暇ひまもなかったし、この名前も多分偽ぎ名めいだよ」

「偽名？」

「ミューズ・ルーシィ。ミューズもルーシィも東方神話の女め神がみの名前だもん。音楽の女神と楽器の女神だっけ？」

　最後の質問はエドに向けられたものだ。エドは頷うなずき、楽しそうに、

「バーゼルには音楽の女神がついているわけだ。女神の依頼は断れんな、ウィル。よし、紹介状を書いてやろう、カディスバーク美術館一の美人学芸員だ。サニー・カートラル、彼女に『死の舞踏』のことをいろいろと聞いてくるがいい」

「ええーっ、サニーにい!?」

　世にも嫌いやそうな声を上げるウィルに、エドは「わっはっはっ」と意地悪く笑うのだった。







　２　美び術じゆつ館かんに行こう







　カディスバーク美術館は、ゼフィッツイ市の中央と言われるサンパリス広場から南東に少し下ったところにあった。

　関係者用の玄げん関かんで取り次ついでもらうと、しばらくして、品のいい、少々恰かつ幅ぷくもいい女性、カディスバーク美術館作業室室長サニー・カートラルが現あらわれた。

「まあ、ウィル・ゴーダ、しばらくですね！」

　彼女はウィルを見ると微び笑しようを浮かべ、身を屈かがめた。ウィルは催さい促そくされるまま、彼女の多少張りのなくなった頰ほおにキスをする。

「しばらく見ないうちに大きくなったこと。一年ぶりかしら」

「ミス・サニー、久しぶり。なかなかこっちも忙いそがしくてね。守しゆ衛えいさんにエドの手紙を渡したんだけど」

　ウィルが急せいた口く調ちようで話を切り出すと、サニーは露ろ骨こつに顔をしかめた。

「お待ちなさい、ウィル。エドの仕事を手伝うあなたには感心しますけど、しつけの方は行き届とどいていないようですね。年長者に挨あい拶さつするときは、もう少し礼儀正しく喋しやべるものです」

「あ……はい」

　叱しかられたウィルは決まり悪そうに、ちらちらと背はい後ごのマギーとバズを気にしながら、

「ミス・サニー、お久しぶりです。それで用件なんだけど──」

「単刀直入であるのは短気でせっかちと見られるから、注意しなさい」

　まるでウィルに話を進めさせないかのように、サニーは逐ちく一いちチェックを行おこなう。ウィルは閉へい口こうしてなにか反論しようとしたが、その言こと葉ばさえサニーは遮さえぎり、

「けれども、若い者がそうであるのはかえって若々しく、爽そう快かいでさえある場合もあります」

「どっちなんだよ」

　ウィルは憮ぶ然ぜんと言った。これ以上サニーの説教に付き合っていたら、日が暮くれてしまう。

　サニーはにこりとほほえんで、

「臨りん機き応おう変へんに使い分けることが大事です」

「はいはい、心がけます」

「はいは一つにしなさい。投げやりに感じられ、相手の機き嫌げんを損そこないますよ。特にあなたは客商売を生なり業わいとしているのですから」

「…………」

　ウィルは返す言葉もなくなってしまった。サニーにかかれば、いつもは大人おとな顔負けのウィルも形なしだ。

　ウィルの仏ぶつ頂ちよう面づらを見て、最初は面食らっていたマギーとバズも、くすくす忍しのび笑いを洩もらした。それを横目で見ながら、ウィルは、

「はい、分かりました。それでサニー、用件なんだけど」

「ええ、エドの手紙は読みましたよ。マルタ・ココの『死の舞ぶ踏とう』でしょう、もちろんあなたの仕事に手を貸すにやぶさかではありませんよ。さあ、いらっしゃい。お友だちも一いつ緒しよにね」

　そう言ってサニーはマギーとバズにほほえんだ。だが、目が笑っていない。今までウィルを笑っていた二人は、急に矛ほこ先さきを向けられ、慌あわてて背せ筋すじを伸のばした。

「マギー・ディーバです。初めまして、ミス・カートラル」

「バ、バズ・フェナットです、よろしくお願いしますっ」

「初めまして、二人とも。私はカディスバーク美術館作業室の室長、サニー・カートラルです。このウィルの祖父、エドウィン・ゴーダとは古くからの知り合いなのよ。気を楽にしてついていらっしゃい」

「はあ……」

　二人は曖あい昧まいな返事をした。教師のように教きよう訓くん的てき、威い圧あつ的てきな態度と言動の彼女を前にして、誰だれが気楽になれるだろうか。

　サニーは二人の当とう惑わくなどまったく気づいていないか、あるいは無視して歩きだした。そのあとを三人はついていく。

　表の建物に向かいながら、マギーがウィルの腕を引っ張った。そして、囁ささやくには、

「ねえねえ、あのカートラルって人、すっごく厳きびしそうね。学校の先生みたい」

「俺おれの知り合いの中でもいちばん厳しいよ」

　ウィルも憮ぶ然ぜんと答える。

　三人の前を歩くサニーは、仕事がし易やすいように髪を短く切り揃そろえてあり、優ゆう美びというには程ほど遠とおかったが、いかにも有能で勤きん勉べんな女性であるように見えた。ピンと伸びた背は、スーツ姿を一段と毅き然ぜんと見せている。彫ほりの深い容よう貌ぼうもきりりとして、厳げん格かくという言葉を貼はりつけて歩いているようだ。

「死んだおばあちゃんにそっくり！　スカートの穿はき方まで怒られたもの。でも、あの若さで美術館の室長なんてすごいわね、働く女性ってすてきだわ」

　マギーのセリフに思わずウィルは吹きだした。マギーは頰ほおを赤らめて、

「なんでそこで笑うの!?」

「だって、サニーはパトリシアばあちゃんの同級生だぜ。いい若さだよ──いてっ！」

　いつの間に隣となりに並んだのか、サニーにげんこつを食らって、ウィルは頭を押さえた。

　サニーはしらっとした顔で、

「女性の年の話はしないことですよ、ウィル。失礼に当たります」

「はいはい、サニーはいい女だよ。自分の顔の修しゆう復ふく技術もピカイチだよ」

「まったくよく動く口だこと」

　ぐいっとサニーはウィルの頰をつねり上げた。

「いてててっ。俺おれが悪かったです、ごめんなさい！」

　ウィルが悲ひ鳴めいを上げると、サニーはすぐに手を離した。

「よろしい、謝しや罪ざいの心は尊そん重ちようしなければなりません。もっとも、常に尊重されるとはかぎりませんがね」

「はい」

　むくれながらもウィルは渋しぶ々しぶ答える。

　マギーとバズは、ウィルをここまで子供扱あつかいする人間は初めてだったので、畏い敬けいの念をこめてサニーを見た。
















「すごいわね、ウィルが全然相手にならないなんて。エドだってこうはしないわよ」

「ちょっと新しん鮮せんだな」

「ほんと」

　エドはなにかとウィルを子供扱いするが、結局ウィルを「一人の人間」として扱っているのだ。シンシア・ラズボーンもそうである。こんな風にあしらわれるウィルが新鮮であったし、また、

「なんだか、あたしたちの知らないウィルがいる」

　バズがマギーを見た。彼女は少し悄しよう然ぜんとして、

「ウィルにはヨルカ村とは違う、ゼフィッツイでの顔があるんだわ。なんか、さみしい」

「マ、マギー、ぼくは前とちっとも変わってないよ！　村にいたときと同じさっ。だから、ちっとも寂さびしいことなんかないじゃないか」

　マギーを慰なぐさめ、かつ自分を懸けん命めいにアピールするバズ。だが、マギーは口を尖とがらせて、

「変化ないなんて、子供のまんまってことじゃない。そんな人つまんなあい」

「まぎいいい、ぼくにどうしろって言うのさあ」

「バズにどうにかしてもらおうなんて思ってないもんっ。ねえ、ウィルウィルう」

　傷しよう心しんはどこへやら、ころっと明るい声になって、マギーはウィルの腕に腕を絡からめた。

「ねえ、ウィルのおばあちゃんと同級生ってことは、あたしのお母さんと同じくらいかそれより上ってことなんでしょ？　まだ三十代にしか見えないのに！」

「まあ、嬉うれしいこと。若いお嬢じようさんにそう言ってもらえるなんて」

　年の話を蒸むし返されて、サニーは苦く笑しよう気ぎ味みに答えた。しかし、満まん更ざらではなさそうだ。

「サニーとパトリシアばあちゃんは大学時代の同級生なんだ」

「私は美術史を専せん攻こう、彼女は地理学専攻でしたが、私たちは寄き宿しゆく舎しやのルームメイトだったのですよ。それ以来の仲です」

　にこやかにサニーは説明する。パトリシアのことを喋しやべるのは嬉しいようだ。

「パトリシアばあちゃんはヨルカ村でアリアドニ──クラドック家のアリアドニに才能を発はつ掘くつされて、大学に通かよわせてもらったんだ。その縁えんでエドと知り合ったわけ」

　ウィルが補ほ足そくした。ウィルが祖そ母ぼの話をするのは珍めずらしかったので、マギーとバズは目をぱちくりさせる。

「ところでウィル、パトリシアから連絡はありましたか？」

「ないよ。きっと向こうで骨埋うずめるつもりなんじゃん」

　しょうもなさそうに肩をすくめるウィル。サニーがなにか窘たしなめようとしたが、その前にマギーが慌あわてて、

「向こうって、ウィルのおばあちゃんって生きてるの？　初めて知ったわ」

「生きてるよ、多分。死んだって連絡来ないし」

「そんないい加か減げんな。おばあさんは今どこにいるんだ？」

　ウィルがあやふやなことを答えるので、バズが呆あきれて聞き返す。ウィルはサニーを仰あおいでから、もう一度肩をすくめると、

「北洋の国ランディア。ばあちゃん、宣せん教きよう師しなんだ」

「宣教師だあ？」

　バズは素すっ頓とん狂きような声を上げた。この、信心深くはどうしても見えないウィルとエドの、祖母であり妻である女性が宣教師とは、冗じよう談だんとしか思えない。

「そんな話、一度も聞いたことないぞ。ぼくのお父さんとお母さんもそんなこと言ってなかったし」

「えー、知ってるはずだよ。グレアムに聞いてみたら？」

「うちのお父さんに？」

　マギーがきょとんとして聞き返す。ウィルは頷うなずいて、

「グレアムはパトリシアばあちゃんの幼おさななじみだろ、いろいろとよく知ってるよ。そんなことより、サニー、マルタ・ココの『死の舞ぶ踏とう』は？」

「分かっていますよ。まずは展示してあるレプリカから見せましょう」

　そう言ってサニーは展示室に入っていった。ウィルもあとに続く。マギーとバズは話をはぐらかされた気がして、釈しやく然ぜんとしないながらも、中に入った。

　目的の絵は美術館のメインホールから外はずれた、奥の部屋にあった。観客もまばらで、人気のある絵ではないと分かる。

「わあ……」

　その壁へき画がを見たマギーが、感かん嘆たん──というよりは、薄うす気き味み悪そうな声を洩もらした。バズも少々ひるんで顔を曇くもらす。

　それは幅はば四メートル、高さ三メートルほどの絵だった。三段のパートに分かれていて、いちばん上の段には神と天てん使したちの飛ひ翔しようの絵、即すなわち天国が描えがかれ、中の段と下の段には地上の絵が描かれているのだが、それが尋じん常じようではないのだ。

　地上界の中心には二段をぶち抜いて、頭ず蓋がい骨こつがうずたかく積つまれた家が描かれてある。人々はそれを中心に踊っているのだが、それぞれの相手がみな、楽器を手にした骨だけの死しに神がみなのだ。

「なに、この絵。こんな気味悪い絵が『死の舞踏』なの？」

「ええ、そうです。タイトルにぴったりでしょう。ごらんなさい、この中央にある骨の家は納のう骨こつ堂どうを表あらわしています。周まわりで踊っている人間は、教きよう皇こう、国王、枢すう機き卿きよう、王おう妃ひ、司教、貴き族ぞく、修道院長、裁判官、弁護士、議員、説せつ法ぽう者しや、司し祭さい、修道士、医者、高こう利り貸がし、商人、水すい夫ふ、老ろう婆ば、騎き士し、貴き婦ふ人じん、行ぎよう商しよう人にん、農夫、不ふ具ぐ者しや、子供、賭と博ばく者しや、道どう化け、娼しよう婦ふ、盗とう賊ぞく、乞食──あらゆる階層の人間が描かれています。そして、死神。彼らはさまざまな楽器を手にして人間をいざない、墓はか穴あなへと導みちびいている。本来なら死神と人間の問答の詩が添そえられているのだけど、レプリカではそこまで描き込みきれなかったのです」

　サニーが絵を指さしながら説明する。だが、マギーはまだ納なつ得とくがいかないようで、

「これって、元々は教会にあったものなんでしょう？　よく教会がこんな絵を飾かざるのを許したわね。泥どろ棒ぼうや賭博者が死神に捕つかまるのは分かるけど、聖職者まで死神の犠ぎ牲せいになるなんて、これじゃあ、教会の存在を否定することにならない？」

「それは絵の本質の問題ですよ、マギー。この絵は、『死は等ひとしく人間に訪おとずれる』という教きよう訓くんを持っています。たとえ尊たつとき教皇猊げい下かとて、死から逃のがれることはできない──こうして死の恐きよう怖ふを前面に押し出すことで、死を通じて神の国に至いたるということを訴うつたえ、当時の教会は信しん仰こうを集めたのです」

「そういうものなの？」

　納得したような納得しないような、曖あい昧まいな相あい槌づちをマギーは打つ。

　バズが絵の隅すみを指して、

「ミス・カートラル、この、隅っこに描かれているネズミの群むれはなんですか」

「いいところに気がつきましたね。それはあるものを象しよう徴ちようしているのですよ、なんだと思いますか」

　教師の口調でサニーはマギーとバズに尋ねる。二人が困こん惑わくして首を傾かしげていると、目を皿さらのようにして絵を見つめていたウィルが、

「ペストだよ。この絵が描かれた背はい景けいには、ペストの大流行があるんだ」

「あっ、そうか。ペストはネズミがまき散らすものだから……」

「この絵のオリジナルが描かれた時代は、ペストが大流行して、誰も彼も死んでいきました。『死の舞踏』という主題はその時代に各地に広まって、大勢の画家が描いたのです。今でも地方の礼れい拝はい堂どうに行けば、壁へき画がとして多く残っていますよ。マルタ・ココの『死の舞踏』はそんなに有名ではないけれど、ゼフィッツイにあるものではいちばん名が知られていますね──ウィル、さっきからなにを捜さがしているのです？」

　サニーは怪け訝げんそうに、食い入るように絵を調べているウィルに声をかけた。ウィルは眉み間けんにしわを寄せて、

「なあ、この絵ってテンペラだろ？　壁画じゃないよな」

「ええ、板に描いてあります」

「『マルタ・ココの壁画』っていうから、壁画だと思ってたけど、これじゃ壁画じゃないじゃないか」

　ウィルは絵から目を離し、咎とがめるような口調でサニーに言った。指し摘てきされた彼女は表情を変えず、あっさりと、

「だからレプリカと言ったでしょう？　大きさもオリジナルの半分しかないし、描かれた人物も数が少ないのですよ。悪い板を使ったせいで、反そりも生じ始めています。だから今、オリジナルを復ふく元げんしているのです」

「ははあ、そーゆーことだったのか」

「では、作業室に案内しましょう。復元品と見み比くらべてごらんなさい」

　サニーはそう言ったあと、フッと挑ちよう戦せん的な微び笑しようを口元に浮かべた。三人はぎくりとしたが、それは目の錯さつ覚かくのような一いつ瞬しゆんのことで、彼女は背を向けると歩きだした。

「……なんだ？」

「さあ……」

　三人は顔を見合わせると、ともかくサニーのあとを追った。




　再び裏うらに回り、瀟しよう洒しやな展示室の建物から、工場のような天てん井じようの高い建物の中に入る。

　中に入った途と端たん、ニスの刺し激げき臭しゆうが鼻をついた。

「わっぷ。すごい臭においだな」

「足あし下もとに注意しなさい」

　材木や大だい工く用具、粉こなや袋ふくろなど、さまざまなものが乱雑に置かれ、まさに工場のようだ。

「ここで棚たなでも作ってるの？」

　とマギーが尋たずねたのも、しかたがないと言えばしかたがないありさまだった。

　その雑ざつ多たな中で、修復、復元作業は行おこなわれていた。日の光が燦さん々さんと差し込む天窓の下で、数グループに分かれて作業を行っている。

　サニーはいちばん奥の、作業中のものではいちばん大きな絵へと向かった。そのあとをウィルたちもついていく。

　絵の下まで来ると、サニーは今までとは打って変わった、涼すずしげな笑みを浮かべて、

「これが『死の舞ぶ踏とう』の復元品です。どうかしら」

「これは……」

　子供たちはその場に立ちすくみ言こと葉ばを失った。

　大きな絵だった。展示室にあったレプリカの倍の大きさだ。人間もより多く描かれ、さらに緻ち密みつになっている。

　だが、ウィルたちが驚おどろいたのは、描かれた人々の表情だった。レプリカの人々はどこか優ゆう雅がで、ダンスホールでの舞踏会のような雰ふん囲い気きさえあった。だが、この復元品に描かれた人々の表情は、恐怖に青ざめ、死神に手を取られることを拒きよ否ひしながらも、勝手に手が動いてしまうおののきを、まざまざと感じさせるものだった。見る者の方が、どきりとしてしまう。

　まるで、死のパワーが絵から発散されているようだ。

　マギーは得え体たいの知れない恐怖を感じ、隣のウィルの腕をきゅっと摑つかんだ。バズも尻しり込ごみしながら、気分が悪そうに絵を見上げる。

　そしてウィルは、鼻の頭に何本もしわを作って、

「……趣しゆ味みわりい。なにもここまで描かなくてもいいじゃん」

「オリジナルに忠ちゆう実じつに描いたのですよ」

　ウィルたちの反応を見て、サニーは満足したように笑顔で答えた。

「オリジナルって、百年前に壊こわされたんだろ。見た人がいるのか？」

「オリジナルの壁画を見た人はいないけれど、マルタ・ココの下絵ならあるのですよ。フレスコ画はスタッコが乾かわかないうち、限られた時間での作業を強しいられるでしょう？　だから、マルタ・ココはまず下絵を描いて、弟で子したちに写し描かせるという合理的な手しゆ法ほうを取ったの。その下絵が今でも残っているのですよ」

「フレスコ画って、これ、どう見ても油絵じゃないか」

　憮ぶ然ぜんとウィルは指し摘てきした。絵からは油絵の具特有の臭においがぷんぷんしている。

　サニーは「ほほほ」と作り笑いを上げた。マギーとバズがぎょっとする。

「それは言いっこなしですよ、ウィル」

「ごまかすなよっ。レプリカはテンペラで、復元品が油絵、オリジナルはフレスコ、どこがどう復元したんだか」

　呆あきれ返るウィル。

　厳げん格かくなイメージには似につかわしくないサニーのごまかし笑いに、マギーは面食らいながら、なにを「ごまかして」いるのか分からず、ウィルに、

「違うといけないの？」

「当たり前だろ、絵の構図は一いつ緒しよでも、雰囲気ががらりと変わっちまう」

「しかたがないのですよ、フレスコは畳たたんで持って歩くことができないのですから。フレスコ自体は保もちがいいけれど、壁かべそのものが破は壊かいされたら一いつ貫かんの終わりでしょう？　現代の壁画はみな壁にキャンバスを貼はり付けてあるのです。それに、フレスコ画の技術を伝えている工房がもうないのです、これも時代の流れですよ」

　サニーは作り笑いをしたことなんかすっかり忘れたように、きびきびと説明した。

「そんないい加か減げんなことでいいのかなあ」

　ウィルの方は納なつ得とくいかず、仏ぶつ頂ちよう面づらで絵を仰あおいだ。

「ウィル、フレスコとテンペラ……だっけ？　と、油絵と、なにが違うの？」

「簡単に言えば、絵の具の作り方の違い。油絵は顔がん料りようを油で溶といて作った絵の具で、テンペラは顔料を卵で溶いて作った絵の具で描くんだ。フレスコは水で溶いて、スタッコ──石せつ灰かいモルタルに吸きゆう着ちやくさせるんだよ。モルタルは一度乾かわいたら水分を吸わなくなるから、乾くまでに絵を描かなくちゃならない。それが敬けい遠えんされる原因さ」

「どのくらいで乾くの？」

「半日ですよ。実質的に作業ができる時間はもっと少ないのです」

　さらりとサニーが口を挟はさむ。マギーは目を円まるくした。

「昔の人は半日の間に、こんなに大きな絵を描いたの!?」

「違う違う。一日分だけのモルタルを毎日塗ぬって、仕事を進めていくんだ。だから、フレスコ画には継つぎ目があるんだぜ」

「えー、本当？」

「ホントホント。うまい人は色の境さかいでごまかしちゃうんだけど、結けつ構こう分かるよ。今度実物を見にいってみる？」

「行くう！」

　絵に対する興味きようみよりウィルと一いつ緒しよにどこかに行けるのが嬉うれしくて、マギーは大はしゃぎでウィルに抱きついた。

　一方、バズは、ウィルの蘊うん蓄ちくを聞いていても面おも白しろくなかったので、絵の後ろを見てみることにした。なにかマギーに自じ慢まんできるような新発見ができるかと思ったのだ。

（そりゃあ、ぼくには絵の知識なんかないけど、医学知識なら少しは持ってるんだぞ。ぼくだってぼくに有利な場面になれば、あれくらい喋しやべれるさ）

　と、落ち込む自分を叱しつ咤た激げき励れいしながら、裏へ回ろうとした。だが、意い気き込ごみすぎたか、足あし下もとの大きな缶に気づかずにけつまずき、見事にすっころぶ。

　がしゃん！　と派は手でな音を立ててバケツが倒たおれ、白い中身が倒れたバズの上にぶちまけられた。

「ふええ」

「なにしてるの、バズ？」

　マギーの驚おどろきの声が飛んでくる。バズはどろどろの生なま暖あたたかくて白い粘ねん液えきにまみれ、駆かけ寄ってくるマギーたちを情けなさそうに見上げた。

「糊のりをひっくり返してしまったのね。よかったわ、冷さめた糊で」

　サニーがウィルに対する口調とは違う、優しい口調で手を差しだす。まるでウィルより幼おさない子供扱あつかいされた気分になり、バズは頭を振って差しだされた手を辞じ退たいすると、自じ力りきでよろよろと立ち上がった。

「もうっ、世話かけないでよね、バズは大人おとなしくしてなさいよ」

「だって、まぎいい」

「裏に行って洗ってもらいなさい。ジーナ、この子を頼たのみますよ」

　サニーは近くで洗せん浄じよう作業をしていた娘を呼ぶと、バズを連れていかせた。とぼとぼと肩を落として作業室を出ていくバズを見送りながら、マギーが憤ふん然ぜんと、

「まったく、これだからバズと一緒に来るのイヤなのよ」

「おや、あなたたち三人はとても仲がいいように見えますけどね」

「バズはおまけだもん。ウィルのアシスタントはあたしだけよね、ねっ、ウィル」

　バズが聞いたら泣きそうなことをマギーは言うと、ウィルの腕に腕を絡からませた。ウィルはいつもの如ごとく邪じや険けんにマギーを振り払うと、サニーに向かって、

「これで絵は完成？」

「いいえ、細部の手直しと、あと一人分描き残ってます」

　サニーの指さす先には、確かに踊る人々の間に、ぽっかりと空白が一人分ある。

「エドは完成したみたいなこと言ってたよ」

「少し事情があって、まだ最後の一枚の下絵を手に入れてないのですよ」

「下絵？　マルタ・ココの直じき筆ひつの？」

「ええ。下絵は全部で六十枚、人間のパートだけで四十二枚あります。国中に散らばっていたのを美術館が買い戻もどしてきたの。あと一枚で絵は完成しますよ」

「在処ありかが分からないのか？」

「所有者も分かっているし、話もつけてあります。あとは取りにいくだけ」

　あっさりとサニーは言う。ウィルは再び絵を仰あおいだ。

（ふうん。なんだか簡単に仕事が終わりそうだな──この復元品でバーゼルが納なつ得とくしてくれればの話だけど）

　後半の部分にやけに引っかかりを感じるウィルだった。

　マギーも、ウィルの腹を肘ひじで突いて、

「ねえ、復元品っていったって、結局オリジナルとは違うんでしょ？　あのトンチキ作曲家が納得すると思う？」

「思いたい」

　ぼそぼそと、二人は囁ささやきあう。それが聞こえたのか聞こえてないのか、サニーがポンと手を叩たたいた。

「ああ、そうね、ウィル、あなたに仕事を依い頼らいしたいのだけど」

「依頼？」

「下絵の最後の一枚を取りにいってほしいの。先方も了りよう承しよう済ずみだから、取りにいくだけですけどね。礼はちゃんとしますよ」

「そりゃあいいけど……でも、取りにいくだけになんで俺おれ使うのさ？　自分んとこのスタッフ使えばいいだろ」

　少々怪あやしげな仕事に、ウィルは訝いぶかって尋たずねた。サニーもそう突っ込まれることを予想していたようで、

「それが、私たちではちょっと手に余あまる事情があるのです、行けば分かりますよ」

「ふうん？　まあ、ことのついでだからいいけど」

　この手の依頼には落とし穴があることは分かっていたが、断ことわる理由もないし、それに早く絵を完成してもらって、「天才作曲家」から解放されたかったので、ウィルは頷うなずいた。




　ジーナと呼ばれた若い技術者に裏の井戸まで連れてこられたバズは、彼女に石せつ鹼けんを手渡され、

「ここで待っていてね、着替えとお湯をもらってくるわ。心配しなくても大だい丈じよう夫ぶよ、この糊のりの素もとは小麦ですもの、ちゃんと落ちるから」

　と、一人ぽつねんと残されてしまった。

「うええ、べとべと……」

　自分の左半身についた白い糊を、バズはげんなりと眺ながめた。どう見ても小麦を練ねっただけとは思えない粘ねん着ちやく力だ。大体、湯を使わなければ落ちないとはどういうことだ。

「…………」

　ただ立っていてもしかたないので、バズは井戸のポンプを押して、水を出そうとした。そこへ、美術館の方から複数の女性の笑いさざめく声がしたので、慌あわてて木こ陰かげに隠かくれる。

（こんなみっともない姿見られたらどうしよう）

　おろおろしながら潜ひそんでいると、やってきたのはジーナと同じ年ぐらいの若い女の二人組だった。もっと大勢いるように感じられたが、二人はにぎやかに、一人で三人分くらいはしゃいでいた。バズはますます恥はじらって、縮ちぢこまる。

　女たちは井戸で水を汲くみ出した。

「……天てん文もん学者なんでしょう？」

　女たちの会話が耳に入ってくる。興きよう味みある単語にバズは気を引かれ、耳をそばだてた。

「そう。『天文学者』」

「なにが出てくると思う？　そのまま『天文学者』だと思う？」

「でも、今の所有者は『投とう資し家か』なんでしょ。死しに神がみに捕つかまったのは『鉄てつ鋼こう屋や』だったって聞いたわよ」

「分からないわねえ」

「分からないわ。包みを開けてみないと」

「どっちにしろ『学芸員』にはならないわよ。もうあるもの」

「楽しみねえ」

　くすくすと、実に楽しそうに笑う二人。途中から話を聞いたバズは首を捻ひねった。「死神」という言葉が気になるが、意味がよく分からない。

　女たちは各おの々おの水を汲むと、話題を変えて楽しそうに建物の方へ戻もどっていった。二人がいなくなったので、バズは木陰から出てきて、水を汲み出だす。

　石鹼でとりあえず洗っていると、ジーナと一緒にウィルとマギーもやってきた。

「なによ、まだ洗ってなかったの？」

　マギーが呆あきれながら水の入ったバケツを取り、バズに容よう赦しやなく服の上からぶっかけた。バズが泣き言を言う前に、彼女は腕まくりをして、石鹼をひったくると、

「ウィル、お湯で髪の毛の糊のり、溶とかしてやって。バズ、四つん這ばいになって盥たらいに頭つけなさいよ、ほら、早く」

　てきぱきと指示を出して、作業を進める。その様よう子すを見ていたジーナが感心して、

「マギーちゃん、手て際ぎわいいわねえ。大きくなったらうちの工房に来ない？」

「だめだめ、あたしはウィルのお嫁よめさんになるんだもの。そしたら捜さがし屋にならなきゃ」

「マギーはぼくの──！」

　バズが異論を唱となえようとしたが、ぐっとマギーに頭を押さえられ、盥の中に水すい没ぼつしてしまった。ぶくぶくやっていると、ウィルが頭を引き上げてくれて、

「バズ、俺たちこれからグランビー・シュルツって人の家に行ってくるけど、おまえどうする？　家に帰る？」

「……行く」

　バズは口から水を流しながら、答えた。




　グランビー・シュルツの屋や敷しきは、北からゼフィッツイ市を見下ろす、台地の上に建たっていた。ゼフィッツイに流れ込むチェルザー川沿ぞいにあり、岸辺から庭まで階段が造られてあった。そこが裏の門だ。

　ウィルたちは市内から舟でシュルツ家に着ついた。長い石の階段を登ると、きれいに刈かられた芝しば生ふの向こうに、貴族の屋敷と見み紛まがう立りつ派ぱな屋敷があった。むろん、ラズボーン公こう爵しやく家の屋敷に比べたら、かなり貧ひん弱じやくだったが。

　崖がけに面した見晴らしのいい庭を歩きながら、マギーが、

「シュルツさんってなにしてる人なの？」

「投資家だって聞いたけど」

「投資家？」

　崖の向こうに見える景け色しきに恐きよう々きようとしていたバズが、きょとんとして聞き返す。どこかで聞いた名詞だと思ったのだ。

（そうだ、美術館の人が話していたんだっけ）

　庭に面した大きな扉とびらのノッカーを叩たたくと、中から執しつ事じとおぼしき老人が出てきた。ウィルはサニーから渡された手紙を差しだし、

「カディスバーク美術館のサニー・カートラルに頼たのまれて、絵を取りに来たんだけど」

「分かりました。しばらくお待ちください」

　執事は手紙を受け取ると、いったん中へ下がった。しばらくして、再び扉が開き、

「どうぞお入りください。旦だん那なさまがお会いになりたいそうです」

　執事に招まねかれて、三人は中に入った。

　玄げん関かんを入ると、緩ゆるやかな弧こを描いた大きな階段が目に飛び込んできた。光が燦さん々さんと降り込む天てん井じようは、吹き抜けになっている。マーブルで建てられた洒落しやれた造りの屋敷だった。

　そして、ところ狭せましと置かれた物、物、物の山。足の踏ふみ場もないほどだ。

「こりゃすごいな」

　ウィルが感かん嘆たんというか、呆あきれた声を上げる。

　壁かべには隙すき間まもないほど絵が掛けられ、床ゆかには手の込んだ細さい工くの調度品、彫ちよう像ぞう、階段のステップの一つ一つには壷つぼや皿さらが飾かざられていた。いや、飾られているというのは正確ではない、物がありすぎてそれぞれを見ることができないのだから、放ほう置ちされているだけだ。

　中でもいちばん目を引いたのは、階段の袂たもとにそびえる、巨大な金の象だった。おそらく木造で金きん箔ぱくを貼はり付けてあるのだろうが、大人おとなよりも背の高いそれはかなり圧あつ倒とうされるものだった。

　その象をバズは見上げながら、嘆たん息そくして、

「こんなもの、どうやって集めたんだろう」

「お金持ちなんてみんなどこか変なのよ」

　一言で片づけられるマギーを、バズはちょっぴり羨せん望ぼうのまなざしで見た。

　三人は執事に導みちびかれ、人が通れるだけの隙間を通って、客間に入った。

　客間は廊ろう下かとは一転して、物のほとんどない部屋だった。白い壁に白いマントルピース、白いソファ、そして庭に面した大きな窓と、まるで南国の別荘にいるような雰ふん囲い気きだ。目が痛いほど白い。

　ウィルたちは物がないことにホッとした。そして、ソファに座すわっていた人物に頭を下げる。

「やあ。君がウィル・ゴーダ、捜さがし屋の三代目だね」

　ソファの人物──この家のあるじグランビー・シュルツは笑顔で答えた。

　サニーから仕入れた情報では、グランビーは二十八歳の青年実業家とのことだった。鼻び梁りようの通った、ハンサムな男だ。背も高く、巻き毛の髪はキザに整せい髪はつ料で整ととのえられていたが、それがまたよく似に合あった。親しみ深く笑いかける姿は、いろいろな意味でダン・バーゼルとは正反対だった。

　グランビーは興きよう味み深そうに三人を眺ながめ、

「ほかの二人はお友だちかな？　君の話はいろいろ聞いているよ、結けつ構こう、カディスバーク美術館はいい人選をしたものだ」

「どういう意味で？」

　ウィルが少々警けい戒かいしながら聞き返す。グランビーはおかしそうに、

「美術館から来たということは、マルタ・ココの絵を捜しにきたのだろう？　話はちゃんとついている。さあ、持っていきたまえ」

　そう言ってグランビーは腕を広げるが、この部屋には絵は一つもない。

「……どこに絵はあるのさ？」

「この屋敷の中だよ。なんだ、聞いてなかったのかい。美術館が望む絵はこの家の中にある、それは間違いない。だが、死んだ父が買ったものだからな、跡あとを継ついだ私にはとんと保ほ管かん場所の見当がつかないのだ。だから、この家の中にある父の遺い品ひんから、絵を自分で捜して持っていってくれ、ということさ。美術館の人間が五回挑ちよう戦せんして、その後来なくなったからもう諦あきらめたと思っていたよ。分かったかな？」

　にやにや、面おも白しろそうにグランビーは説明する。三人は廊下に溢あふれていた物を思いだし、サニーがこの仕事をウィルに依い頼らいした理由を理解した。

「そう簡単に仕事は終わらないってことか」

　ウィルは呆あきれて呟つぶやいたが、その瞳ひとみは「挑戦は受けて立つ！」という気き概がいに輝かがやいていた。







　３　絵をさがそう







　ゼフィッツイ市はサンファリス教会を中心に成長してきた街まちだ。教会前のサンパリス広場から、放射状に幹かん線せん道路が延のびている。街が拡大、発展するにつれ、道路の中心は王おう宮きゆう前広場や議事堂前などにいくつも生まれたが、いちばん古い中心はサンパリス広場だった。

　よって、サンパリス広場の周辺はゼフィッツイでもっとも古い地区で、あちこちに朽くちたビルや崩ほう壊かい寸前のアパート、古代の遺い跡せきが顔を覗のぞかせている。そんな一角に、表面塗と装そうが剝はげ、煉れん瓦がが剝むき出しになったボロアパート、通称「泥どろ棒ぼうホテル」があり、そこにはアパートの名にふさわしい人間が住み着ついていた。

「ちょっと、みんな聞きな！」

　アパートの最上階、五階の一室で、ヘンリエッタ・オブライエンは騒さわいだ。年は十八、縮ちぢれた黒髪を一本で結ゆわえ、男勝まさりにズボンを穿はいている。そばかすは多いが、なかなかの美人だ。

　彼女の号令で、別室にいた仲間がぞろぞろやってきた。最年長で十九歳のロザモンドを頭に、十七歳のスティーヴン、十五歳のケネス、いちばん小さいジョリーは十歳だ。

「どうしたのさ、ヘンリエッタ。まだ昼前だぜ？」

　寝ぼけまなこでスティーヴンが文もん句くを言う。洒落しやれっ気けのある彼自じ慢まんの、金に銀の入り交まじった長い髪もぼさぼさだ。

　ヘンリエッタは興こう奮ふんに顔を紅こう潮ちようさせながら、

「なに悠ゆう長ちようなこと言ってんだよ！　謎なぞが解とけたんだよ！　メレディスさまの謎が！」

「謎お？」

「この間見つけた、『メレディス窃せつ盗とう誌し』のことね」

　ジョリーが冷静な声で答える。少女は愛らしい巻き毛を編あみ込みながら、

「カディスバーグ美び術じゆつ館かんにある『死の舞ぶ踏とう』のことでしょ。あれを盗ぬすむの盗まないのという話だったけど」

「ああ、あれ」

　スティーヴンもようやく思いだし、頷うなずく。

「だって、『死の舞踏』は美術館にあるんだから、メレディスは盗み損そこねたってことなんだろ。なんの謎があるのさ」

「話は最後まで聞きなっ。実はあの美術館にある奴やつはレプリカだったんだ。オリジナルはずっと前に戦争で壊こわされちゃったんだけど、でも、マルタ・ココの描かいた下絵ってのが残ってて、それをメレディスさまは盗み出したんだよ！　そのときの事件の経過がこの本には書いてあるんだ！」

　ぱん！　とヘンリエッタは手に持っていた本を叩たたいた。その衝しよう撃げきで、虫の食害にやられた本の表紙がばらばらと崩くずれ、床ゆかにうずくまっていたケネスが身をよじる。

　ロザモンドがケネスの頭から紙かみ屑くずを払いながら、

「ヘンリエッタ、本が壊こわれるよ」

「あっ、ごめん、つい興奮しちゃって──と、ともかく、メレディスさまはその下絵を盗んだんだよ！　どうだい、怪かい盗とうメレディスに不可能な仕事はなかったんだ！　狙ねらった獲え物ものは必ず盗み出す、やっぱりあの方は世紀の大泥棒だったんだよ！」

　ヘンリエッタは感激に打ち震ふるえ、まるで自分のことのように喜んではしゃいだ。子供のように興奮する彼女に、ケネスを除のぞいたほかの三人は呆あきれ返ったが、メレディスのことを語る彼女はいつもこんな調子なので、窘たしなめる気にも突っ込む気にもならなかった。

　スティーヴンがロザモンドを見て、

「どうせロジャーがあの本、解かい読どくしてやったんだろ。下絵があったって本当か？」

　日常語さえ読むのに四苦八苦しているヘンリエッタなのだ。案の定じよう、ロザモンドは苦笑して、

「うん。下絵があるのは確かのようだよ。それも、下絵の方がレプリカはむろん、オリジナルよりもすばらしい出来らしい」

「それで、メレディスは本当に盗み出せたの？」

　ジョリーもヘンリエッタに聞くよりロザモンドに尋たずねる。いちばんの年長者である彼は、頭がよくて仲間からの信しん頼らいも厚い。ただ押しが弱いので、リーダーはヘンリエッタに譲ゆずって彼はブレインに徹てつしているのだ。

　ジョリーの質問には、ロザモンドは首を傾かしげた。

「まだ俺おれはそこまで読んでないんだけど。なかなか文章が難むずかしくてね」

「ちゃんと調べてきたんだよっ。メレディスさまは五十年前に『死の舞ぶ踏とう』の下絵を確かに盗んだんだ。今、カディスバーク美術館は全国に散らばった下絵を買い戻もどして、オリジナルを復ふく元げんしてるのさ」

　ふふん、と胸を反そらしてヘンリエッタが答えた。そして、びしっと人差し指を立てると、

「そこで！　次の『六月の花はな嫁よめ』窃せつ盗とう団だんの仕事を決めたよ！　メレディスさまと同じく、マルタ・ココの『死の舞踏』を盗み出し、世間にあたしたちの名を知らしめるんだ！」

「言うと思ったわ」

　気合いを入れまくるヘンリエッタの出で鼻ばなを挫くじくように、ジョリーが肩をすくめて冷たく言った。どちらが年上なのか分かったものではない。

「な、なんだよ、ジョリー、あたしたちは窃盗団なんだから、窃盗するのが仕事だろ」

「はいはい、分かっているわよ。一いつ石せき二に鳥ちようで万ばん々ばん歳ざいだわ」

　軽くヘンリエッタをあしらうジョリー。だが、ヘンリエッタが悲しそうに顔を歪ゆがめたので、さすがに言いすぎたと反はん省せいし、

「まあ……ここら辺で一つくらいすごいことやっておかないと、お父さんが出所してくる前に窃盗団潰つぶれちゃうかもしれないものね。私はいいわよ」

「だろっ？　みんなはどうだいっ」

　ジョリーの言こと葉ばでころりと機き嫌げんを直し、ヘンリエッタは意い気き揚よう々ようロザモンドたちに尋ねた。その言葉に反応して、ケネスが無言のまま、のそのそと彼女の足あし下もとに這はい寄る。

　スティーヴンが首を振り、

「三対二じゃ反対してもしかたないな。俺もいいぜ」

「ジョリーが賛さん成せいなら、俺も言うことないよ」

　ロザモンドも追つい随ずいする。結局、ジョリーがヘンリエッタの味方になるかぎり、彼女の決定は了りよう承しようされるのだった。

「よしっ、ターゲットが決まったからには早さつ速そく下調べだよ。盗み出す手だてを考えなきゃ」

「あれ？　その本に書いてあるんだろ？」

　なにを言っているのかと、スティーヴンが聞き返す。ヘンリエッタは指を振って、

「だめだめ、自じ力りきで考えなくちゃ。メレディスさまの二に番ばん煎せんじだったら、あたしたちが有名になることはないんだよ。さあっ、偵てい察さつに行くよ、野や郎ろうども！」

「やれやれ、今度は海かい賊ぞくごっこかい？」

　調子に乗りやすいヘンリエッタに呆あきれながら、彼ら「六月の花嫁」窃盗団のメンバーは、部へ屋やを出ていくのだった。




「さあ、ここが保ほ管かん庫こだよ」

　そう言ってグランビー・シュルツが案内してくれた半地下の倉そう庫こには、書庫かと思わせるほど膨ぼう大だいな量の絵かい画がが詰まっていた。縦たてに並べられた木き枠わくの数に、ウィルは感かん嘆たんした。

「うひゃあ、ゴミのようにあるぜ」

「私もそう思うよ」

　グランビーは気を悪くした様よう子すもなく、にこにこと同意する。そして、木枠を叩たたいて、

「これは私の父の道楽でね。父は一代で財ざいをなした鉄てつ鋼こう屋やだったから、さんざん成なり上がり者と陰かげ口ぐちを叩かれたんだ。それで始まったのが、この美術品蒐しゆう集しゆうさ。価値あるものを所有すれば、自分にも価値が出ると思う、浅せん薄ぱくな考えだ。ピンからキリまで、国産から東洋のものまで、よくまあこれだけ無む節せつ操そうに集めたものだよ」

　厳きびしく批判しながら、グランビーの父親の遺い品ひんを見る目は楽しげで優しい。

「父は教きよう養ようや芸術に縁えん遠どおい男だったが、金かね儲もうけのすべはよく知っていた。だから、私には金儲けのすべを教えず、教養や芸術を覚えさせた。おかげで私はこうやって、とてもいい暮くらしをさせてもらっている。

　さて、この中におそらく、君たちの目当てのものがあるんじゃないかな、と思うよ。美術館の職員もここを重点的に捜さがしてたけどね」

「それでも見つかってない」

「そういうことだ。まあ、この家の中ならどこでも捜したまえ、ペシーになんでも言うがいい。天才ウィル・ゴーダに家や捜さがしされたのなら、サロンで自じ慢まんできるよ」

　グランビーは笑うと、執しつ事じに指示を出して、自分は家の方に戻もどっていった。

　ウィルたちはちょこんと佇たたずむ執事を一いち瞥べつすると、互たがいに顔を見合わせた。

「……しかたない、やるか」

「なんか久しぶりね、家捜しするの。人数が少ないけど」

「じゃあ、ぼくは聞き込みにっ」

　バズはグランビーのあとを追って階段を登っていこうとしたが、マギーがぐっと襟えりを摑つかんで引き戻した。

「だーめっ、あんたもここで捜すのっ。うろちょろして手て間まかけさせないでよね」

「ええ？　でも、マギーっ」

　バズは反論しかけたが、マギーに睨にらまれてしゅんとなってしまった。美術館での前ぜん歴れきがあるだけになにも言えなかった。

「さーて、じゃあ俺おれはこっち半分を見るから、マギーは正面、バズは左の棚たなな」

　ウィルはぱっぱと分ぶん担たんすると、作業に取りかかった。一枚一枚引き出し、絵を確かめてまたしまうことを繰くり返す。マギーも取りかかり、バズも不ふ承しよう不ぶ承しよう手伝い始めた。

　すぐにマギーが、

「ねえ、下絵ってどんなものなの？」

　と、至し極ごく当然の質問をする。ウィルは手を休めず、

「多分、紙に描いてあると思う。サニーが言ってただろ、マルタ・ココは下絵を弟で子しに写させたって。だから、絵の感じはあの壁へき画がとほぼ同じだと思うよ」

「じゃあ、こんな木き枠わく付きの絵とは違うんでしょ。一いつ緒しよに置いてあるかしら」

「まあ、そりゃそうだけど、手をつけるならここからさ」

「ということは、やっぱり屋や敷しき全体を捜すってことか。まったく非ひ効こう率りつ的だ」

　バズが崩くずれ落ちてきそうな絵の棚を見上げ、ため息をついた。

「せめてほかの下絵を見せてもらってくればよかったわね。今さら美術館に戻るのも面めん倒どうだけど。どうせ捜す羽は目めになるなら、最初から言ってくれればよかったのに」

　仕事の内容をはっきり言わなかったサニーに対して、マギーは少々腹立たしそうに言った。そこで、ウィルも手を止め、

「そうだよな。ちょっとおかしいよな」

　そう言って、腕を組んで「うーん」と考え込んだ。しめたとばかりにマギーがウィルに近寄ってくる。

「ウィル、なにか捜し屋の星が閃ひらめいた？」

「うーん。いや、確かに気になると言えば気になるんだよな、サニーの態度は。でも、戻るのも面倒だし」

「少しでも気になることは、すぐ解決した方がいいわよっ。いいわ、ここはバズに任まかせて、気になることを調べに行きましょ！」

「マギー、それは──」

「バズ、頼たのんだわよ」

　反論しかけたバズに、マギーは有う無むを言わせぬ強い口く調ちようで命令した。「うっ」とひるむバズを尻しり目めに、彼女は考え込むウィルの腕を引っ張り、階段に向かってずるずる歩きだす。

「あたしたちに任せて」とは口が裂さけても言わない、それがマギーだ。

「ゴーダさま」

　執事の老人が声をかけてきた。ウィルはようやく顔を上げ、

「ペシー、ちょっと調べてくる。すぐ帰ってくるよ、グランビーさんに伝えといて。あと、バズのこと、頼んだぜ」

「はい、お任せを」

　執事は礼れい儀ぎ正しく答えると、それ以上なにも言わず二人を見送った。そして、泣きべそをかいて佇たたずんでいるバズを見ると、

「どうぞ、お続けくださいませ」

「…………」

　バズは大きくため息をつくと、のろのろと一人で作業を再開するのだった。




　シュルツ家を出たウィルとマギーは、再びゼフィッツイ市の街まち中なかに戻ってきた。そして、まっしぐらにカディスバーク美術館に向かい、取り次つぎもしてもらわずにずんずん奥へと入っていく。

　作業室に入り、先せん刻こく別れたばかりの室長サニー・カートラルのところへ赴おもむく。

　サニーはウィルを見ると、目を細くして、

「まあ、ウィル。もう見つけてきたの」

「まだだよ、ちょっと用があって戻ってきたんだ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらでウィルは答える。その言葉にサニーの顔にわずかに陰かげりが生じたが、すぐに消えた。

「私になんの用です？」

「ほかの下絵を見せてよ」

「おや、やっぱり見たいの？」

「当たり前だろ、捜せっていうなら特とく徴ちようぐらい知っておかなくちゃ。最初から捜す羽目になるって言ってくれれば、二度手で間まかけずにすんだのに」

「男は細こまかいことを気にしてはいけませんよ、それがいい男の条件というものです」

「サニー、俺をケムに巻こうとしてないか？」

「おやまあ、猜さい疑ぎ心しんの強い子供はいい大人おとなになれませんよ」

　そう言ってサニーは「ほほほ」と笑う。あからさまに怪あやしい。ウィルが疑いのまなざしで睨にらむと、サニーはわざとらしくため息をついた。

「しかたありませんね、子供には刺し激げきが強すぎるから見せたくなかったのだけど。それだけのことですよ」

「どっちにしろ、下絵を受け取るときに見ることになるんだからいいだろっ。まったく、わけの分かんない理り屈くつ並ならべて」

　あくまでも子供扱あつかいするサニーに、ウィルは憤ふん然ぜんと言い放はなった。だが、サニーはウィルの抗議をみじんも感じていない様子で、

「いらっしゃい、美術館の保管室にあります──マギーは平気かしら」

　サニーの視線がマギーに向けられる。マギーは頰ほおを紅こう潮ちようさせて、

「あたしはウィルのアシスタントだもの、なにを見ても平気よっ」

「では一いつ緒しよにいらっしゃい」

　サニーに導みちびかれ、二人は展示室の方に回り、「死の舞ぶ踏とう」のレプリカの前を通って、さらに奥へと向かった。

　案内されたのは、厳げん重じゆうに守られた保管庫だった。幾いく重えにも鉄の扉とびらが立ちはだかり、ようやく中に入っても、真っ暗でなにも見えなかった。

「絵にとって有害な光を避さける為ために、普段は密室にしてあるのです。そこでお待ちなさい、人の湿しつ気けもあまり入れたくないのです」

　サニーは灯あかりも持たずに中に入ると、重そうな鉄の小窓を開いた。途と端たん、どっと風が入ってきて、中が明るくなる。

　保管庫はかなり広かった。その中に絵かい画がや彫ちよう刻こくなどの美術品が、ある場所は整然と、ある場所は雑然と保管されていた。その数は千点を下らないだろう。

「すごい数ね……グランビーさんところにもいっぱいあったし、きっとシンシアお嬢じようさまのところにもいっぱいあるんだろうから、一体この世にはどのくらい美術品があればいいのかしら」

　マギーがわずかに怯おびえながら呟つぶやいた。彼女は絵の値段なんか知らなかったが、それなりの絵はかなりの高こう額がくで取り引きされることぐらいは知っている。田舎いなかの一農民には見当もつかない財力の違いを視し覚かく的てきに見せつけられ、度ど肝ぎもを抜かれたのだ。

（あたし、なんだか場違いなところに来ちゃったのかしら）

　ふと、夢中でウィルを追いかけてきたものの、それは早まった行動ではなかったかと思い、マギーは心細くなってウィルの腕にしがみついた。その腕だけが頼たよりだとばかりに。

　サニーは奥の方へ入っていき、すぐに木き箱ばこを持って戻ってきた。いつの間にか彼女は左手だけ白い手て袋ぶくろをしていて、二人の前で蓋ふたを開く。

「これが下絵です。いいえ、触ふれては駄だ目め。私が持つから」

　サニーは箱の中に収められていた紙を、手袋をつけていない右手で慎しん重ちように一枚つまみ上げ、手袋をはめた左手に乗せた。かなり丁てい寧ねいな扱あつかいだ。

「何枚かは長い間保存状態の悪いところにあったので、かなり傷いたんでいるのです。見てごらんなさい、死しに神がみと踊る──これは水すい夫ふの姿ですね」

　ウィルとマギーはサニーの手の上を覗のぞきこむ。

　それは三十センチ×二十センチ程度の大きさの紙に描かれてあった。骸がい骨こつ姿すがたの死神が手に笛ふえを持ち、水夫姿の男と踊っている。水すい彩さいの色も付いていて、スタッコに描き写すときの指示も細かく入っていた。下部には古い言葉で「水夫」という文字、上部にはなにか詩のようなものが書かれてあったが、ウィルにもよく分からなかった。

　水夫は、優ゆう雅がに死神とダンスするレプリカとも、死の恐きよう怖ふに青ざめた復ふく元げん品ひんとも、違う表情をしていた。彼は実に楽しそうに、まるでそこに死神がいることなんか気づいている様よう子すもなく、踊っていた。

「…………」

　食い入るように絵を見て、ウィルはサニーを仰あおいだ。顔が強こわばっているのが自分でも分かった。胸の辺あたりがむかむかして、胃がもたれたような、漠ばく然ぜんとした不ふ快かい感かんが湧わいてくる。

「なんか……気分悪くなったぞ、この絵。マギー、大だい丈じよう夫ぶか」

　ウィルに呼ばれ、マギーは額ひたいに脂あぶら汗あせをにじませながら頭を振った。

「あたしも、ちょっと……怖こわいっていうなら、復元品の方が全然怖いんだけど……なにかしら、見ていたら気持ち悪くなっちゃった。頭も痛いわ」

　頭を押さえ、声を出すのも辛つらそうにマギーは呟つぶやく。ウィルは再度サニーを仰いだ。彼女はもう慣なれているらしく、平然とした表情で絵を箱にしまった。

　絵が視界から消えた途と端たん、ウィルとマギーにのしかかっていた重苦しいなにかが、すうっと消える。

　ウィルはきょとんとして、

「あれ……なんか、楽になった……？」

「あ、あたしも」

「だから言ったでしょう？　あまり未成年にはよくないのですよ」

　サニーは「それ見たことか」と言わんばかりの口調で言った。絵の呪じゆ縛ばくから解放されたウィルは、ムッとして、

「絵に未成年が関係あるかっ。サニーが平気なのは神経が図ず太ぶといからだろ」

「おやまあ、エドは本当にしつけを怠おこたっていますね。困こまったこと」

　ウィルが逃げる前に、その頰ほおを思いっきりつねり上げるサニー。ウィルは頰を引っ張られながら、

「そーゆーところが図太いって言ってるんだよ」

「気分が悪くなるのは最初だけですよ。ほかの絵も見てごらんなさい、平気だから」

　ウィルはちらりとマギーを見て、彼女の容よう体だいを確かめてから頷うなずいた。

　サニーが次に取りだしたのは「司し祭さい」だった。果はたして、「水夫」と同じタッチで描かれているのに、なぜかさっき感じた重苦しい不安は湧いてこなかった。

「あれ？」

「おかしなものでしょう。別に『水夫』の絵に細さい工くがあるわけではないのですよ、誰だれがどの絵を見ても、最初の一枚目は必ず不快感を訴うつたえるのです。でも、二枚目からは別に平気なの、そうでもなかったら復元作業なんてできなかったでしょうね」

　手品の種たねが分からず目を白黒させているウィルとマギーを見て、サニーは「ふふっ」と少女のように笑った。そして、絵を箱にしまうと、

「さあ、これで分かったでしょう。早くグランビー・シュルツの家から残りを捜さがしだしてきてちょうだい」

「残りの一枚にはどんな身分の人が描かれてあるのさ」

「それは分かりません。でも、同じ形式で描かれてあるはずですよ。上に四行詩、下に名称、死神は常に楽器を手にしています」

「あと一つ──絵はなんでバラバラになってたんだ？　レプリカを描いたときは一つにまとまってたんだろ？」

「盗ぬすまれたのですよ。五十年前に一世を風ふう靡びした怪かい盗とうメレディスは知っていますか」

　ウィルとマギーは頭を振った。エドだって生まれていない時代の泥どろ棒ぼうの話など知っているはずがない。

「マニアの間ではまだまだ有名な人物ですよ、ウィル。図書館にでも行って調べていらっしゃい、かなり文ぶん献けんが残っているはずです、下げ世せ話わなものも含ふくめて」




　保ほ管かん庫この前でサニーと別れ、ウィルたちは展示室を通って美術館を出ようとした。

　例の「死の舞ぶ踏とう」のレプリカの前でウィルが立ち止まる。

「どうしたの、ウィル」

「いやあ、なんか引っかかるなーと思って」

　ウィルは顔をしかめながらレプリカを凝ぎよう視しした。数人の見物客が背はい後ごを通り過ぎる。

「あと一枚の下絵はなにか分からないって、サニーは言ったけど、それなりに資料でも残っていそうじゃないか。レプリカだってあるんだし」

「あら、レプリカと復元品じゃ人間の数が違うって言ってたわよ」

「それはそうだけど、俺が言いたいのは、下絵がああいうんだから全体図もあってもいいんじゃないかってことだよ。人物の配はい置ち図ずとかさ。そしたら、どこにどんな人間が描かれてるか、分かるじゃん」

「でも、ないかもしれないじゃない」

「じゃあ、適当に配置したってことか？　それはそれで、すっげえヤだと思わねえ？」

「……トンチキ作曲家のいい口実に使われそうね。『これは真の意味で復元品じゃない！』って」

「そうそう」

　二人はレプリカを見上げると、はあ、とため息をついた。

　ウィルは苦にがい顔で考え込んでいたが、

「よし、図書館に行くか」

「図書館？　なんとかって泥棒を調べにいくの？　今から？」

「うん、盗とう品ひん目もく録ろくがあるかもしれないだろ」

「そんなものがあるなら、ミス・カートラルが知っていると思わない？」

　怪け訝げんそうに言うマギーに、ウィルは指を振った。

「もしあったら、サニーがなにか隠かくしてるってことじゃん。なんか、すっごいモヤモヤした感じがするんだ。なんかこの話には裏があるような気がしてさ」

　そう言って、ウィルは胸の辺あたりを搔かき撫なでる。どうやら捜し屋の星が彼を突き動かそうとしているようだ。

　彼の運命の星を信じてやまないマギーは、頷うなずいて、

「ウィルがそう言うなら、きっとなにかあるのよ。図書館に行ってみましょ」

「ん。ここからだと、市民図書館が近いかな」

　二人はレプリカの前を離れ、正面玄関に向かった。

「死の舞ぶ踏とう」が展示されている部屋を出るところで、一人の男とすれ違う。

「…………？」

　ウィルは足を止めた。妙みような違い和わ感かんを覚えたのだ。

（今の男……？）

「どうしたの、ウィル」

　マギーも足を止め、ウィルの視線を追って振り返る。そして、プッと吹きだした。

「なあに、あの男の人。すごい頭ね」

　その男は前世紀の遺い物ぶつである、綿わたぼこりと見み紛まがうばかりの銀のカツラを頭に乗せていた。スーツ姿にステッキを振り、紳しん士し然としているのだが、身長が平均を大だい分ぶ下回っているので、どうしても不ぶ格かつ好こうだ。

　古風ないでたちの紳士は「死の舞踏」のレプリカの前に佇たたずみ、じっと絵を見つめていた。カツラと揃そろいの髭ひげが、腹の辺りまで垂たれている。

「……あれ、バーゼルの変へん装そうだ」

「え？」

「間違いない、ダン・バーゼルだよ。なに考えてんだ、あの人」

　ウィルは呆あきれ返って言った。カツラと髭ですぐには分からなかったが、すれ違ったときに見たあの目は、間違いなく自じ称しよう天才作曲家バーゼルのものだ。

　バーゼルは食い入るようにレプリカを凝ぎよう視ししていた。あまりに熱心に見ているので、こっちが心配になるほどだ。

「なにしに来たの、あの人。偽にせ物ものだって自分で騒さわいでたくせに」

　最初からバーゼルには好感を持っていないマギーが、憮ぶ然ぜんと、棘とげのある声で尋たずねる。ウィルも少々当とう惑わくしながら、適当に、

「そりゃあ、レプリカでもいいから、少しでもインスピレーションを得る為ために──」

「わーっはははは！」

　言こと葉ばの途中で、突然バーゼルがばかでかい声で笑い出したので、二人は仰ぎよう天てんして飛び上がった。ちらほらといたほかの見物客も、なにごとかと目を円まるくしてバーゼルを見る。

　バーゼルは重たそうなカツラと髭を剝はぎ取り、胡う散さん臭くさそうな自前の顔をあらわにした。そして、ステッキを放り投げると、目を爛らん々らんと狂きよう気きの色に輝かがやかせて、

「やはりこれは駄だ作さくだ！　これは唾だ棄きすべきもの、ヤーマイオーの血ち反へ吐どを伴ともなう感情の高ぶりがまったく感じられん！　これは神に対する冒ぼう瀆とく、私に対する悪あく魔まの挑ちよう戦せんだ！　愚おろかしくも愛すべき私の聴ちよう衆しゆうたちよ、見よ、聞け、そして語れ！　私がこの悪魔の絵を成せい敗ばいするのを！」

　人々の呆あつ気けに取られた視線をものともせず、バーゼルは哄こう笑しようしながら高々と叫さけぶと、スーツの中からダイナマイトの束たばを取りだした。同時に、反対の手でポケットをまさぐり、マッチを取り出す。

「う……うわあっ！　ばか、やめろ！」

　誰だれよりも早く我われに返ったウィルが、慌あわててバーゼルに飛びかかった。ウィルの怒ど号ごうで展示室にいたほかの人々も事じ態たいを悟さとり、悲ひ鳴めいを上げる。

　まさにバーゼルが壁かべでマッチを擦すって火を点つけた瞬しゆん間かん、ウィルはその腕に飛びつき、夢中で手をひっぱたいた。

　その途と端たん、

「きゃーっ！」

　と、歓かん声せいと非難と驚きよう嘆たんの入り交まじった、若い女の嬌きよう声せいが飛んできて、ウィルはがくっと転ころびそうになった。

「バーゼルさまが止められたわ！　なんて子供なの！」

「ああん、またしっぱあい！」

　無責任な黄色い歓声は、見て確かめるまでもない、バーゼルの追っかけたちのものだ。やはり今日もあとをつけていたらしい。

（ちょ、調子狂くるうーっ）

　しかし、バーゼルの方は、自分の追っかけなど空気ほどにも思っていないらしかった。

「あつっ！　ぬうう、きさま、芸術家の手を殴なぐったな！　なんという冒瀆を！」

　そう猛もう然ぜんと突っかかってきたので、ウィルも一度は狂った調子を取り戻し、

「なにが冒瀆だよ！　まったくなに考えてんだ、あんたは！」
















　バーゼルの怒号に負けず劣おとらずの大声で、ウィルは叱しかりつける。またもや追っかけたちがブーイングを上げたが、もはや無視することにした。

　バーゼルはまるで叱られたことのない子供のように面食らった様よう子すで、ウィルを見つめた。そして、

「む？　どこかで会ったことのある子供だ」

「四日前にデュッファロー通りで会ったよ。本当に極きよく端たんな人だなっ」

　ウィルがダイナマイトをバーゼルの手から奪うばったところで、警けい備び員いんが駆かけつけてきた。

「あっ、また貴き様さまかっ」

　小こ柄がらなバーゼルはあっという間に警備員たちに取り押さえられる。

「やれやれ、何度も手間かけさせやがって」

「君かい、こいつを止めてくれたのは。ありがとう、警けい察さつには話しておいてあげよう──ああ、もう来た」

　ウィルに話しかけてきた警備員が、玄げん関かんの方を見る。ウィルもつられて見ると、警官が二人、駆けてくる姿が見えた。うち一人は見知った顔だ。

「ダグ」

「おっ、ウィル・ゴーダか。久しぶりだな」

　ウィルが声をかけると、ひょろりとした体格の若い警官が答えた。

「やけに早いじゃん。警察って暇ひまなの？」

「違う違う、ここら辺は重じゆう点てん警けい戒かい地ち区くだから、ちょうど外を巡じゆん回かいしてたのさ」

「バーゼルを止めてくれたのはその子だよ。こいつ、今回は変へん装そうして忍しのび込んだらしい」

　警備員が横から言う。警察のダゴベルトは取り押さえられて大人おとなしくなったバーゼルを見下ろして、憮ぶ然ぜんと、

「またバーゼルか。芸術家さんにも困こまったもんだ」

「もしかして、彼、常じよう習しゆう犯はん？」

　ウィルはダイナマイトの束を渡しながら尋たずねる。ダゴベルトは頷うなずいた。

「うちの常連さんさ、この三ヶ月間に八回もこの絵を爆ばく破はしに来たんだ。手て際ぎわが悪いんで、いつもすんでのところで取り押さえられちまう。そのたんびに留りゆう置ち所じよにブッ込むんだが、なにせこちらはダン・バーゼルという今をときめく作曲家の先生だからな、すぐに貴き族ぞく連中の嘆たん願がん書しよが出されて保ほ釈しやくさ。まったく、性しよう懲こりもない先生だ。

　ほら、先生、立ちな。別荘にお連れするよ」

　すでに気心が知れた仲──というか、性懲りもないわりにいつまで経たっても成功しないバーゼルに同情しているのか、ダゴベルトは親しみ深く声をかけ、同どう僚りようと一いつ緒しよに連れん行こうしようとした。ウィルは慌あわてて、

「ダグ、俺さあ、今この絵に関する仕事してるから、ちょーっとバーゼルさんを長く別荘にご招しよう待たいしててもらいたいんだけど」

「おう、期待しないで待ってくれ」

　肯こう定ていなんだか否定なんだか分からない返事をすると、警官たちはバーゼルとともに美術館を出ていった。

　それをウィルは見送っていたが、「む？」と顔をしかめた。

　バーゼルたちのあとを、どこに隠かくれていたのか、若い女の集団がぞろぞろとついていく。

　耳を澄すましてみると、

「見たわ！　これがバーゼルさまの爆破未み遂すいなのね！」

「どうしよう、興こう奮ふんして今夜は眠れない！」

「バーゼルさまの連行されるお姿を見れるなんて、まったく幸運だわ！」

　などと、無責任なことを言いたい放題だ。どうやらバーゼルの追っかけたちは、彼が絵を爆破するつもりなのを知っていて止めようともせず、それどころか逆にその瞬間をてぐすね引いて待っていたらしい。

（な、なんだ、こいつら。変人には変人のファンがつくものなのか？）

　ウィルが頭を痛めていると、

「ウィルっ」

　マギーが駆かけ寄ってきて、ウィルの腕にしがみついた。彼女はただただ呆あきれた様子で、

「なんなの、あの人。あたしの理解の範はん疇ちゆうを超こえてるわ！」

「こりゃあ、美術館の為ためにもさっさと絵を見つけだした方がいいな。行こう。マギー」

　好こう奇き心しん旺おう盛せいな野や次じ馬うまに捕つかまる前に、ウィルたちは美術館から早々に退たい散さんすることにした。




　そして。

「見たかい？」

「見た」

「見たわ」

「ああ」

　ウィルたちのすぐあとに展示室を抜けだしたヘリエッタたちは、歩きながら口早に会話を交かわした。彼女たちも美術館を調べにきてバーゼルの騒さわぎに出くわし、一部始し終じゆうを見ていたのだ。

　スティーヴンが笑いが止まらない様子で、

「すっげえ、イカレた奴やつ。あいつ何者？」

「あれはダン・バーゼル。最近はやりの作曲家よ。これくらい常じよう識しきよ、スティーヴン」

　ジョリーが澄すました顔で説明する。この幼おさない少女はメンバーきっての情報通だ。

　ヘンリエッタは目を炯けい々けいと光らせ、

「いいね、あいつは使える。ロジャー、ジョリー、あいつのこと調べてくれる？」

「ああ、分かったよ……ヘンリエッタは？」

「あたしはあの、お利り口こうな少年を当たってみるよ。聞いただろ、あのガキ、『死の舞ぶ踏とう』についてなにか知ってるらしい。あたしたちにとって都つ合ごうのいい情報をね。スティーヴン、ケネスを連れて美術館の調査を続けるんだ。よし、解散っ」







　４　「六月の花はな嫁よめ」窃せつ盗とう団だん







　カディスバーク美び術じゆつ館かんを出ると、ウィルとマギーはサンパリス広場を挟はさんで北東にあるゼフィッツイ市民図書館に赴おもむいた。市民図書館とはいえど、一いつ般ぱん市民が気軽に出入りできるところでもなく、ある程度の富ふ裕ゆう階級、または彼らからの紹介状がなければ入れないところだ。もし全市民に開放していたら、その日のうちに書しよ棚だなの本は半減し、次の日には古本屋に出回ることだろう。

　こういうところでもウィルは顔パスだった。彼はゼフィッツイ市でかなり名が知れているし、それ以前に、個人的に市民図書館とつながりを持っていたのだ。

「昔、ここの仕事をしたことがあるんだよ。だから館長と顔見知りなんだ」

「ウィルってすごいのね。サンマリーズのお金持ちもみんなウィルのこと知ってたけど。なんだかゼフィッツイ中の人がウィルのこと、知っているような気がしてきたわ」

「まさか」

　マギーが感かん嘆たんして言うと、ウィルは笑って否定した。だが、かなりの人間が彼のことを知っていて、そして多くの人間と知り合いなのは事実だ。なにせ仕事で出向く先には、必ず彼の知り合いがいるのだから。

　マギーはウィルが自分だけのものではないと身にしみて分かって、ちょっと寂さびしかったが、

（そんなすごい子供なのに、字が読めないで四苦八苦してるなんてね）

　と、書棚から運んできた本を抱きしめ、くすくすと笑うのだった。

　本を広げて唸うなっているウィルの隣となりに座すわり、持ってきた本をもとからあった本の山に積つみ上げる。

「はい、持ってきたわよ。メレディスの名前が付いた本は一応これで全部」

「ん、ありがと」

「それで、あたしはなにを捜さがせばいいの？」

「役に立ちそうな本、適当に見つくろって。いっぱいありすぎて俺おれにはお手上げだよ」

　うんざりと、ウィルが本の山を見上げた。現代語は古典教会語を基もととしているので、ニュアンスだけならウィルも分かるが、細こまかい部分はどうにもよく分からないのだ。

　ウィルから仕事を分ぶん担たんされたマギーは、ぱあっと顔を輝かがやかせて、

「任まかせて！　『死の舞ぶ踏とう』とメレディスの関係を見つければいいんでしょ！」

「しいっ。マギー、図書館では大声出すなよ」

　意い気き込ごみすぎて大きな声を上げるマギーに、ウィルは注意する。マギーは満面の笑顔で頷うなずき、本の山に取りかかった。




　怪かい盗とうメレディス。今から五十七年前に出現し、美術品を中心とする窃せつ盗とう行こう為いで世間を騒さわがせた。活かつ躍やくした六年間の被害件数は五十一件、盗ぬすまれた美術品の数は四百二点にも上る。犯行現場にブリキ製の蝶ちようでマーキングをしたことから、「怪盗」として世間に名を馳はせた。容よう姿し端たん麗れいとの噂うわさもあり、特に若い女性に人気を博はくした。

　そして、出現から六年後、彼は突とつ然ぜんに姿を消してしまう。その理由は未いまだに分からず、生死もはっきりしない。

　メレディスが消えた数年後、親友だったと名乗る男がメレディスの伝記を発表、出版し、ゼフィッツイ市で大ベストセラーとなる。識しき者しやの間ではこのピアトロという男が、本当にメレディスの親友であったか疑うたがわしいとされたが、事こと細かなメレディスの窃盗の記録は読み物としても充じゆう分ぶんに堪たえられるものだった。ピアトロは莫ばく大だいな富を得たが、その後、妬ねたみの為ために殺害され、真実は闇やみに葬ほうむり去られる。

　ピアトロの死後、彼の記録を基にさまざまな作家が小説化、演えん劇げき化かし、研究も行おこなわれ、今なおメレディスの人気は衰おとろえない。

　──これがウィルとマギーが一時間本をめくり続け、得た情報だった。

「まるで小説の主人公みたいな奴やつだな」

　ウィルはばかばかしそうに言った。マギーが本を選びながら、

「本当にお話になってるわよ。こっちの本なんかメレディスが悪あく魔まと戦ってるもの」

「死んだ人間だと思って、みんなやりたい放題だなあ。それで、『死の舞ぶ踏とう』とのつながりは見つかった？」

「待って……ああ、これだわ」

　マギーは分ぶ厚あつい本をウィルの前にドン、と置いた。

「警察の公式記録みたい。メレディスの事件が年表になってる……ほら、ここ」

　マギーが指さす先に、確かに「カディスバーク美術館　マルタ・ココ『死の舞踏』」と書かれてある。

　ウィルは眉み間けんにしわを寄せて、字を睨にらんだ。

「やっぱり、一枚一枚の名前は書いてないな……あれ？　もしかして、メレディスが消える直前の仕事？」

「そうみたい。最後の仕事だって書いてあるけど、でも、その仕事に関するピアトロの記録はないのよ」

　不ふ機き嫌げんそうにマギーは言った。見つけられなかったのが不満のようだ。

「なんかね、研究者の間では幻まぼろしの事件って言われてて、ファンもあまり知らないみたいよ。一説だと、ピアトロが殺されたのはその最後の事件の記録のことで、出版業界と面めん倒どうを起こしたからだって言われてるの。だから、どこかに出版されずじまいのピアトロの記録があるはずだって」

「そりゃあ、メレディスが悪魔退たい治じしたのと同じくらい、眉まゆ唾つばもんの話だな」

　ウィルはあっさり一いつ蹴しゆうする。妄もう言げんに振り回されるほど暇ひまではない。

　マギーがウィルの手元の本を覗のぞきこんだ。

「ウィルはなに読んでるの？」

「カディスバーク美術館の資し産さん記録。こっちには下絵の種類も書いてあるんだ」

「そんなものがなんで図書館にあるの？」

「名前が載のると嬉うれしいだろ」

「誰だれが？」

「寄き贈ぞうした人が」

　その答えにもマギーが不ふ可か解かいそうな面おももちでいるので、ウィルは肩をすくめ、

「美術館に美術品を寄贈すると名前が載る。すると、虚きよ栄えい心しんに満ちた金持ちは喜んで、ますます寄贈するようになる。そうやって美術館は寄贈品を増やしてるんだよ」

「ふうん。よく分からないけど、要するにあたしたちに便利な記録ね。なにか分かった？」

「うーん。妙みようと言えば妙なんだ」

　ウィルは眉み間けんにしわを寄せて言った。

「大たい抵てい寄贈する奴ってさ、貴き族ぞくとか富ふ豪ごうが多いんだよ。でも、この『死の舞ぶ踏とう』の下絵に限っては、教会や修道院からの寄贈が多いんだな。もちろん、俗人からの寄贈もあるけど、ほかと比べて段違いに多い」

「なにか変なの？」

「この下絵はメレディスが盗ぬすんだものなんだぜ？　メレディスが下絵を売り飛ばしたとして、幾いくつもの教会が申し合わせたように買ったなんて変じゃないか」

　マギーは小こ首くびを傾かしげた。ウィルがなにか言いたいのは分かるが、はっきりと形になって見えてこないのだ。

「つまり、どういうこと？」

「なにか意味があるってことだよ。例たとえば、なんか理由があって教会がマルタ・ココの『死の舞踏』を集めなくちゃならなかったとか、メレディスが仕組んだとか、或あるいは、その前の所有者が教会に持ち込まなくちゃなんない理由が、下絵自体にあったとか……」

　そこまで言って、ウィルはキラリと目を光らせた。自分で何なに気げなく言ったことに、閃ひらめきを感じたのだ。

　腕を組み、資産記録を前に考えこむ。

「ウィル、どうしたの？」

　マギーが怪け訝げんそうに覗のぞきこむと、ばっとウィルは立ち上がった。そして、本を片づけながら、

「マギー、俺おれちょっと出てくる。シュルツ家に戻もどるか、家に戻るか、どっちがいい？」

「あ、あたしもウィルと一いつ緒しよに行くわっ」

「金がない」

　慌あわてて片づけを手伝おうとしたマギーに、ウィルはきっぱり言い渡した。意表を突いた、しかしかなり痛いところを突くセリフに、マギーはとっさに返す言こと葉ばが思いつかない。

「乗り合い馬車を使うけど、二人分の手持ちがない」

「……分かったわ。シュルツ家に戻る」

　しょんぼりと、力なく頷うなずくマギー。ヨルカ村にいたころなら、金のことなんかお構かまいなしについてきたものだが、今の彼女はウィル以上に金銭に関して細こまかいのだ。

　二人は積み上げた本を片づけ、図書館を出た。

「じゃあ、道は分かってるな？　日が暮くれる前に家には戻るから、適当に切り上げろってバズに伝えといて」

「ねえ、もしあたしたちが先に下絵を見つけちゃったら、どうするの？」

「それならそれでいいよ。別に、絵はすぐに見つかると思うよ、そのこと調べにいくわけじゃないから」

「あら、じゃあどこに行くの？」

「下絵が出てきた教会を二、三、回ってくる。ちょっと気になることがあってさ」

　曖あい昧まいなウィルの言葉に、マギーはつまらなそうに口を尖とがらせた。

「どうせまた、『捜さがし屋やの星』に従って脱だつ線せんするつもりでしょ」

「脱線って……うーん、まあ、それに近いけどさ」

「絵はグランビーさんちにあるって分かってるのに、なんで今さら教会に行くの？　そこにあった絵はもう美術館にあるんでしょ」

「だからさあ」

　ウィルはどう説明しようか迷まよったが、自分の肩かた越ごしになにかを見てぽかんとしているマギーに気づき、

「どうかした？」

　自分も振り返ってギョッとした。

　しゃなりしゃなりと音を立てそうな、嫌いやみなまでに上品な歩き方をした女が、二人の方に近寄ってくる。

　鍔つばの大きい帽ぼう子しと、男の視線を釘くぎ付づけにする体にフィットしたドレスは、大人おとなの雰ふ囲ん気いきたっぷりの黒一色だ。しかし、凹おう凸とつの少ない貧ひん弱じやくな体には役が重すぎたようで、やけにアンバランスに見えた。そして、若いのか老ふけているのか分からないほどにべったり塗ぬった化け粧しように、二人は「うっ」とひるんだ。まるで安っぽい娼しよう婦ふだ。

「昼間っから出しゆつ没ぼつするたあ、いい度ど胸きようだ。しかもこんな図書館の前に」

「あれ、なあに？」

　マギーは女の奇き抜ばつな姿に目を白黒させる。ヨルカ村には娼婦など存在しないので、ピンと来なかったようだ。ウィルは肩をすくめると、

「俺たちには関係ないよ、あんまり見るなよ」

　ウィルはマギーを促うながして、さっさと行こうとした。しかし、厄やつ介かいなことに女はまっすぐ二人のところへとやってきたのである。

　女は二人の前に立ちはだかると、にっこりと作り笑いを浮かべて、

「坊や、ちょおっとお話があるんだけどオ」

「俺に話はないよ、さよなら」

　粘ねばっこい口く調ちようで話しかける女に、ウィルはあっさり言い渡すと、マギーの手を引いてそのまま逃げようとした。女が慌あわてて、

「ちょっと！　少しぐらい話を聞きなよ！　あんた、美術館ですごいことしてただろ！」

　最初の媚こびへつらうような口調はどこへやら、女は地を丸だしで叫さけぶ。ウィルは顔をしかめた。どうやら相手は単なる娼婦ではなかったようだ。

　しかたなくウィルは振り返って、

「別にすごくないよ、あの人と顔見知りだったから、向こうが油ゆ断だんしただけだもん」

「なあ、あの人ダン・バーゼルだろ、有名な作曲家。あの人とはどういう知り合いだい？」

「？」

　ウィルとマギーは顔を見合わせた。ダン・バーゼルのことを聞きたいのだろうか。

「あの人の話を聞かせてくれ──ちょうだいよ。どうだい、少しなら遊んでやってもいいからさ」
















　女は慣なれない様よう子すでウィンクし、胸を張ってみせる。どうやら挑ちよう発はつしているようだが、前の発言を聞いてないとただ威い張ばっているようにしか見えなかった。ずぶの素しろ人うとだと一目で分かる。

　ウィルは今までとは違う意味で、訝いぶかって、

「もしかして、あんたもバーゼルさんのファン？」

「へ？」

「別に、俺は道みち端ばたであの人に質問されただけだよ、『死の舞ぶ踏とう』の本物を知らないかって。もしバーゼルさんのとこに行くなら、『死の舞踏』は今復ふく元げんされてる最中だから、もう少ししたら見られるようになるって言っといて」

「あの人、今警察よ」

　マギーも横から口早に付け足たす。

「それから、余よ計けいなお世話だと思うけど、コルセットが後ろ前じゃない？　胸が背中にあるよ。じゃ、俺たち忙いそがしいからっ」

　二人は口早に言い渡すと、呆あつ気けに取られている女を尻しり目めに、そそくさとその場から逃げだした。




　最初にヘンリエッタに気づいたのは、一緒にいた少女の方だった。目当ての少年もすぐに振り返る。

「さーて、両者遭そう遇ぐうの瞬しゆん間かんがやってきました。果はたして、ヘンリエッタは無ぶ事じ少年から、有意義な情報を得ることができるでしょうか」

　図書館の外階段の陰かげに隠かくれていたスティーヴンは、面おも白しろおかしそうに小声で実じつ況きようを始めた。聴ちよう衆しゆうはただ一人、口をきかないケネスだけだ。

　二人──実際はスティーヴンの独断で、ヘンリエッタが心配だから見にいこうと、自分たちの仕事を放りだして彼女のあとをつけてきたのである。しかし、「心配だから」とケネスを説せつ得とくしたわりには、スティーヴンはヘンリエッタと接せつ触しよくすることなく、陰から見て楽しんでいるだけだ。

「ヘンリエッタ、なにを考えているのか、上流階級の女ぶっていますっ。一体あの真っ黒なドレスはどこから仕入れてきたのでしょう。え？　ケネスが一月前にかっぱらってきた？　ああ、そうでしたそうでした。あれから『六月の花はな嫁よめ』団はろくな仕事をしていません。大体、ドレスを窃せつ盗とうなんて、美術窃盗団の仕事でしょうか？　あっ、いけませんね、本題から逸それてしまいました。さあ、ヘンリエッタ、一度目のアタックです。なにを話しているのか、この位置からは聞こえません。しかし、色いろ仕じ掛かけで迫せまる模も様ようです。一体あんなガキ相手に色仕掛けとは、我われらがリーダーはなにを考えているのでしょう。しかも、相手は子供とはいいながら女連れ。まったくの無む謀ぼうです。ああっ、無視されていますっ。ヘンリエッタ、むねーん！」

　そこまで喋しやべると、スティーヴンはその場で腹を抱かかえて笑い転ころげた。

「やだね、ヘンリエッタ。自分がああいう格かつ好こうが似に合あわないって分かってるくせにさ。あれじゃあ、いかにも怪あやしいじゃないか。なあ、ケネスもそう思うだろ？」

　呆ぼう然ぜんと立ちつくしているヘンリエッタに聞こえないよう、声を抑おさえてスティーヴンは笑いながら、隣となりのケネスに同意を求めた。

　ケネスは大きめのセーターの襟えりの中に、鼻の下まで顔を埋うずめ、じっとスティーヴンを上うわ目め遣づかいに見た。その視線には非難の色が混じっている。

「な、なんだよ、その目は」

　スティーヴンはケネスの視線に鼻はな白じろんだ。だが、すぐにニヤッと笑うと、

「そうだな、一生懸けん命めいの奴やつを笑っちゃいけねえよな。ヘンリエッタはいつだって一生懸命だ、俺たちの為ために──懸命すぎて、ちょーっと問題があるんだけどさ。はいはい、もう言わねえよ」

　ケネスが見つめるのをやめないので、スティーヴンは掌てを広げて降こう伏ふくしてみせた。それから首を引っ込め、ケネスの隣に座すわると、

「まあ、今回は相手が悪いよ。見ただろ、美術館で爆ばく弾だん男を取り押さえたのを。いっくら相手が小こ男おとこだからって、子供がそう簡単に爆弾持った奴に向かっていけるもんか。あいつ、生なま半はん可かな子供じゃねえな。うっかり手え出したら反対にこっちが一本取られちまいそうだ」

「…………」

「たぶん、ヘンリエッタもそう思ったんだろうなあ。ヘンリエッタのことだから、いろいろ考えてさ、んで、とちくるって色仕掛けなんかしちまったと見た！」

　けらけら笑いながらスティーヴンは言うと、じっと話を聞いているケネスの肩かたを抱だいて、

「あいつ、なんて言ってた？」

「……『もしかして、あんたもバーゼルさんのファン？　別に、俺は道みち端ばたであの人に質問されただけだよ、『死の舞ぶ踏とう』の本物を知らないかって。もしバーゼルさんのとこに行くなら、『死の舞踏』は今復元されてる最中だから、もう少ししたら見れるようになるって言っといて』」

　ケネスは少年のセリフを、一字一句再現してみせた。鍵かぎ破やぶりのケネスのもう一つの特技は、読どく唇しん術じゆつだ。

　スティーヴンはきょとんとして、それから盛大に笑い出した。

「ははは！　なんだ、向こうが勝手に喋しやべってくれたのか！　音楽家のファンってのは変な奴ばっかりだもんな、ヘンリエッタの変装もいい意味に転がってくれたわけだ。ケネスの読唇術があってよかったぜ、俺たちの心配も杞き憂ゆうに終わって」

　そう言って、スティーヴンは人好きのする笑顔をケネスに見せた。だが、ケネスはちらりと彼を見たきり、再びセーターの襟えりの中に埋うずまりながら、ヘンリエッタを見る。ケネスが口をきくのは、その読唇術を使うとき、他人のセリフを使うとき以外にない。

　スティーヴンは二つ年下の仲間のそんな態たい度どに慣なれていたので、気にせず、ケネスの丸まった背せ中なかを叩たたいた。

「さて、そろそろ俺たちも仕事に戻るか」

　と、立ち上がりかけたときだった。

「そこにいるのは分かってるんだよ！　出てきな！」

　ヘンリエッタの怒ど号ごうが飛んできて、スティーヴンは飛び上がった。

「あちゃあ、ばれてたか。さすが転んでもリーダーだぜ。しかたない、ケネス、行くぞ」

「…………」

　あとをつけていたのがばれても、口ほどにはまずいと思っていないスティーヴンは、へらへら笑いながら階段の陰かげから出た。ケネスもそのあとに続く。

　しかしながら、表に出てきたのは彼らだけではなかった。

「あれ？」

　反対の建たて物ものの陰からロザモンドとジョリーがすごすごと出てくる。

　ヘンリエッタはスティーヴンとケネスを見ると、目を剝むき、

「スティーヴンたちまでいたのかい！　まったくあんたたちときたら！」

「なんだ、俺たちが見つかったんじゃないのか。慌あわてて出てきて損そんしたな、ケネス」

　スティーヴンはつまらなそうに口を尖とがらせた。

　ヘンリエッタは仲間が全員集合したのを見て怒る気も失うせたらしく、呆あきれ返って、

「本当にどうしようもないな、これじゃなんの為に分ぶん担たんしたんだか分からないよ」

「みんな、ヘンリエッタが心配なんだよ」

　ロザモンドが申しわけなさそうに、苦く笑しようしながら言う。

「あたしのどこが心配かけるのさ」

「そういう格かつ好こうを平然としちゃうところよ。まったくどういうセンスをしているの、ヘンリエッタ。今どき娼しよう婦ふだってそんな格好しないわよ。ホントに私がいないとてんで駄だ目めなんだから」

　あとをつけたことを悪びれもせず、ジョリーがずけずけと指し摘てきした。途と端たんにヘンリエッタは狼ろう狽ばいして、自分の格好を見下ろし、

「だ、だめかな？　おしゃれしたつもりなんだけど」

「ぜーんぜんダメ！　そういうことをやるときは、絶対私と組になること！　いいわね！」

「う、うん」

　しょんぼりしながらヘンリエッタは頷うなずく。メンバーの美的センスは、ジョリー、ステイーヴン、ロザモンド、ヘンリエッタという順になっている。ケネスは着たきり雀すずめでジョリーの言いなりになっているので、問題外だ。

　いつも強気で男勝まさりだが、その分おしゃれが下へ手たということにヘンリエッタはコンプレックスを持っている。だから、ジョリーに説教を食らい、すっかり落ち込んでしまった。

「まあ、ジョリー。ヘンリエッタも一生懸けん命めいなんだし、それに、以前よりはずっとセンスは良くなってると思うよ」

　やんわりと、ロザモンドがその場を取りなす。ジョリーが憮ぶ然ぜんと、

「ロジャーはホンットにヘンリエッタに甘いんだから」

「ははは」

「しょうがないさ、ロジャーはヘンリエッタに惚ほれてるんだから」

　乾かわいた笑いを立てるロザモンドを、スティーヴンが横から揶や揄ゆした。途端、ロザモンドは純情にも耳みみ朶たぶまで紅こう潮ちようする。彼がヘンリエッタを慕したっているのは、周しゆう知ちの事実だ。

　もう片方の当事者のヘンリエッタも、洒落しやれっ気けと同様この手の話には奥手で、わたわたとさらにうろたえると、

「も、もう、なに言ってるんだい！　そんな下らないこと言ってる暇ひまがあったら、今度こそちゃんと役割を果たしてきな！」

「ヘンリエッタはどうするのさ？」

「あたしはあのガキをもうちょっと追ってみる。もうついてくるんじゃないよ、解散！」

　言うだけ言って、ヘンリエッタは逃げるように少年のあとを追おうとした。そこへジョリーが声をかける。

「ヘンリエッタ！」

「なに！」

「行く前にちゃんと着替えなさいよ！」

「わ、分かってる！」

　そう怒ど鳴なると、ヘンリエッタは街まちの向こうに消えていった。

　残った四人は顔を見合わせると、

「……それで、誰だれがついていくの？」

「ロジャーでいいじゃん」

「…………」

　三人の視線を浴あびたロザモンドは、苦にがく笑って、

「俺は……いいよ、スティーヴンが行ってくれ」

「そんな、気まずいなんて言ってたら、いつまで経たってもヘンリエッタは落ちないぜ？」

「そうよ、ロジャーに足たりないのは押しよ、押し。ヘンリエッタはああだけど、結局最後の判断はロジャーに聞くじゃない。頼たよられてるんだから、大だい丈じよう夫ぶよ」

「…………」

　スティーヴンとジョリー、そして無言ながらもケネスの圧あつ力りよくに、ロザモンドはたじたじとなっていたが、それでも、

「やっぱり──俺はいいよ。スティーヴン、頼たのむ」

「もう、意い気く地じなしねっ。陰かげながら支ささえるなんて、今どきはやらないわよ」

　年上ぶって説教するジョリーに、ロザモンドは困こまったように笑うだけだった。

「しかたねえな、ロジャーは。あとは頼んだぜ」

　スティーヴンはそう言うと、ヘンリエッタのあとを追って走りだした。




　しかし、ヘンリエッタには幸さいわい、スティーヴンには不幸なことに、彼らが追っていた子供たちは、途中で二ふた手てに分かれてしまった。繁はん華か街がいへ行く道と郊こう外がいへ行く道の分ぶん岐き点てんで、ヘンリエッタは立ち止まり、どちらへ行こうか迷まよっている。

「あらら」

　こっそりあとをつけてきたスティーヴンは、しかたなく、ヘンリエッタに近寄った。年とし頃ごろの娘のわりにはがっちりした彼女の肩を叩たたく。

「ヘンリエッタ」

「スティーヴン？　あんた、またついてきたのかい！」

　彼を見るなりヘンリエッタは目を三角にして怒鳴りつつ、頰ほおを赤らめている。狼ろう狽ばいしている姿を見られたのが恥はずかしかったのだろう。スティーヴンは平然とした顔で、

「違うよ、ヘンリエッタに言いたいことがあるから追いかけてきたんだ」

「言いたいこと？」

「そのビスチェ、後ろ前だよ」

「い、いいんだよっ、そんなこと！　それよりいいところに来たね、あいつら二手に分かれちまったから、あっちの女の子を追ってくれ。あたしはあっちを追うから」

　ますます顔を赤らめながら、ヘンリエッタは指示する。

「俺おれが男の方を追おっか？　あいつ癖くせがあるから、男の俺の方がいいんじゃねえ？」

「いや……あたしが行くよ。あんなガキたれにバカにされっぱなしなんて、あたしのプライドが許さないよ」

　ヘンリエッタは妙みように意い気き込ごむと、後ろ前のビスチェを押さえながら、少年のあとを追っていった。

「やれやれ」

　スティーヴンは首をコキコキ鳴らすと、もう一方の少女のあとを追い始めた。







　５　呪のろいは続くよどこまでも







　ウィルが馬車駅でカツァンチア村行きの乗り合い馬車に乗ると、さっき図書館の前で話しかけてきた女が続いて乗り込んできた。

　ウィルは憮ぶ然ぜんと、

「なんだ、またあんたか。しつこいなあ」

「しつこくてもなんでも、まだあんたには聞きたいことがあるんだよ。聞きたいことを聞くまでは、どこまでもついていくからね」

　女は少々怒おこったような口く調ちようで宣言した。ウィルは頭が痛くなったが、

（もう勝手にしてくれっ）

　投げやりな気分でそっぽを向き、これ以上は無視することに決め込んだ。

　乗客が箱の中と屋根の上、後部の荷台に満まん杯ぱいになったところで、馬車は動き出す。

　馬車が発進すると、女は自分の真っ黒なドレスの裾すそをぺろりとめくり、びりびりと破き始めた。箱の中の乗客は、いきなり服を破きだした彼女に、驚おどろきと嫌けん悪お、そして下した心ごころ丸まるだしの視線を露ろ骨こつに向ける。

　ウィルも呆あつ気けに取られて、

「……なにしてるのさ？」

「裾が絡からまって邪じや魔まなんだよ。こんな服着なきゃよかった」

　ぶつぶつ文もん句くを言いながら、女は長いぴっちりとした袖そでも引きちぎり、楽な格かつ好こうになっていく。羞しゆう恥ち心しんはあまりないようだ。

　ウィルは呆あきれたが、

（ふーん。別にこの格好が趣しゆ味みってわけじゃなかったんだ）

　と思うと、なんとなく彼女に対する警けい戒かい心しんが薄うすらいだ。もっとも、見知らぬ人間に対する根本的な警戒は、しっかり持っていたが。

（しっかし、こんな格好してまで、なにが聞きたかったんだ？）

　女は破った布で大きく開いた胸を隠かくすと、向かいの行ぎよう商しよう人にんの女と交こう渉しようして、ヒールのある自分の靴くつと安そうなブーツとを交換した。そして、ウィルに向かって、

「ところでこの馬車、どこに行くんだい？　あんたはどこまで行くんだ？」

「カツァンチア村だよ」

　ウィルは素す直なおに答えた。どうせすぐ分かることだ。

「カツァンチア村？」

「ゼフィッツイの近くにある村。馬車で三十分もかからないで着つくよ」

　カツァンチア村は近年、ゼフィッツイのプチブルジョアたちの憩いこいの場となっている。もし彼女がそういう階級層の人間なら、名前ぐらい知っているはずだ。

（知らないってことは、それほど裕ゆう福ふくってわけじゃないんだな。でも、作曲家の追っかけができるんだから、出で稼かせぎにきた貧まずしい田舎いなか女でもないんだろうし。ううーん、今一つ見当がつかないなあ）

　それに、間近でよく見てみると、濃こい化け粧しようの下は案外若そうだ。

（どういう素す性じようの女なのかな？　高級娼しよう婦ふ……って感じでもないよなあ）

　そう思うと、俄が然ぜん興きよう味みが湧わくウィルだったが、あまり気軽に打ち解とけたい相手ではなかったので、尋たずねるのはやめておいた。藪やぶ蛇へびになってもつまらない。

　だが、相手は放っておいてくれず、

「なあ、そんなところに行ってなにするのさ。ええっと、名前聞いてなかったね」

「俺の名前を聞きたいなら、まず自分が名乗れば？」

「生なま意い気きな──いいよ、大サービスだ、あたしはヘンリエッタ。リタなんて呼ぶんじゃないよ、ヘンリエッタとちゃんと呼びな」

　なぜか偉えらそうに、ヘンリエッタは胸を張って言う。よほどその名前が気に入っているらしい。ウィルは息をつくと、

「俺はウィル。あんたの聞きたい質問には全部答えたはずだよ。俺とバーゼルさんには個人的な付き合いはない。カツァンチアに行くのも別件で、間接的にバーゼルさんが関かかわってるだけなんだ。だから、あんたがついてきても意味ないよ」

「いっ、いいじゃないか、あの人のことはなんでも知りたいだけなんだからっ」

　ヘンリエッタは動どう揺ようした様よう子すながらも、しっかりと主張した。ウィルは熱ねつ狂きよう的てきファンの心理がよく分からず、呆あきれていたが、

（でも、待てよ？　ここでミューズがバーゼルの為ために依い頼らいしたことを話したら、「抜ぬけ駆がけした！」とか大おお騒さわぎになって、ミューズがリンチにあいかねないか？　それはちょっとやばいなあ）

　なにせ、バーゼルが美術館を爆ばく破はしようとしたときも、止めるどころか奇き態たいを見られたことに興こう奮ふんしている奴やつらである。ファン同士の行動にも敏びん感かんになっているはずだ。

（これは下へ手たに喋しやべれないぞ。ちゃちな仕事だと思ってたら、痛い目見そうだ）

　ウィルは大事になる前に気づいてよかったと、こっそり胸を撫なで下ろした。そして、ヘンリエッタに、

「俺は『死の舞ぶ踏とう』──バーゼルさんが爆破しようとした絵だよ、あれの下絵を捜さがしてるんだ」

「下絵？」

　キラリとヘンリエッタの黒い瞳ひとみが光る。

「そんなものがあるんだ」

「まあね。絵を復ふく元げんさせるには下絵が必要だから、それを捜す手伝いをしてるんだよ」

「でも、絵は美び術じゆつ館かんにあったじゃないか」

「あれはレプリカ。今、オリジナルに忠ちゆう実じつに復元してるから、下絵が必要なんだよ」

　別にこれくらいは喋ってもいいだろうと、ウィルは説明した。喜き怒ど哀あい楽らくが激しく、狡こう獪かいに見せようとしているが失敗している単純なヘンリエッタに、少々好感を持ってきたのだ。

　ヘンリエッタが眉み間けんにしわを寄せ、考えこむ。

「ふうん、復元品をねえ……でも、下絵の場所が分からないんだ？」

「ううん、あと一枚残して全部美術館にあるよ。残りも所有者は分かってる」

「へ？　あっ、それでこれから取りにいくところなのか」

「そうじゃないよ。下絵の前の所有者を何人か訪たずねるつもりなんだ」

「？　なんかよく分からないな。つまり、その絵はもう手に入ってる奴なんだろ？　なんでそんなところに行くんだ？」

「これといって意味があるわけじゃないんだけど……まあ、お茶ちや目めな好こう奇き心しんかな」

　ウィルはそう言って、きょとんとしているヘンリエッタに片目をつむってみせた。




　ウィルが訪おとずれたのは、カツァンチア村にある小さな教会だった。

　応対してくれた神しん父ぷは、真ま面じ目めを絵に描いたような司し祭さいで、ぎこちない笑みを浮かべながら村の外からの訪ほう問もん者しやを迎むかえてくれた。

「この村はゼフィッツイから近いので、富ふ豪ごうや貴き族ぞくの方々が手軽な憩いこいの地としてよく訪れるのですよ。その折に、この教会へも多くの人が立ち寄っていかれるのです」

　神父は二人──もちろんヘンリエッタもくっついてきている──を祭さい壇だんへ導みちびきながら、相手が子供にもかかわらず丁てい寧ねいに説明した。

　古い教会らしく、窓の少ない石造りの建物だ。豪ごう華かな祭壇もない、青いタイルを貼はり付けただけの質しつ素そな内ない装そうだったが、そこがまた、金に飽あかせて造られた教会に食しよく傷しようした都会の人間の心を摑つかむのだろう。

　神父は祭壇の背はい面めんの壁かべにある、タイルで描かれた天てん使しの絵を指さして、

「これはかなり古いものです。この教会と同じくらいの歴史がありますよ──それで、お話というのはなんですか」

「うん。あのさ、カディスバーク美術館に要よう請せいされて、絵を寄き贈ぞうしたと思うんだけど」

　ウィルの言こと葉ばに、タイルに触ふれていた神父の手がぴくりと震ふるえた。彼はくるりと二人に背を向けると、

「……マルタ・ココの『死の舞ぶ踏とう』のことですね」

　答える神父の声が震えている。感情を押し殺したような声だ。ウィルは眉まゆをひそめた。

（怒っている？　いや、これは──怯おびえ？）

「神父さま、どうしたのさ。震えてるよ」

　ヘンリエッタも訝いぶかって尋たずねる。神父は大きく肩かたで息をついてから、二人に向きなおった。震えは止まり、彼は静かな笑みを浮かべていたが、どうしても顔が強こわばってしまうらしく、どこか不自然な微び笑しようだった。

「取り乱して申しわけない。ただ、あのときのことを考えると、今でも胸が痛むのです」

「なにかあったの？」

「あなた方はあの絵のことを調べているのですか」

「まあ、調べるってゆーほどじゃないんだけど……俺、カディスバーク美術館から仕事もらってるから、身元を調べるなら調べてもいいよ」

「いえ、そういうことではないのです。あの絵には関かかわらない方がいい。ご存じないなら、お教えしましょう。あの絵は呪のろわれた絵なのです」

　神父の口から「呪われた」という単語が出た途と端たん、「ぶっ」とヘンリエッタが吹ふきだした。若い人間の、ごく普通の反応だ。

　反対に、ウィルの表情は険けわしくなった。今までの経けい験けん上、彼はそういうものを簡かん単たんに笑い飛ばせなくなっているのだ。

「また、そんなおかしなこと言って。本気でそんなこと言ってるの？」

　ヘンリエッタに笑われても、神父は真ま面じ目めな顔で、静かに、

「私は神父です。噓うそをつくことはできない。また、尋たずねられれば、知るかぎりのすべてを語らなければならない。あなた方が神を共にするかぎり、我々神父はあなた方の力になることを義ぎ務むづけられているのです」

「あたしたちがまったく得え体たいの知れない人間でも？　罪つみ深ぶかき罪ざい人にんだとしても？」

「神の前では人はみな平びよう等どうです。我々は神の意い志しを継つぎ、すべての人を平等に扱あつかわなくてはなりません」

　きっぱりと神父は断だん言げんする。それにはヘンリエッタも毒どく気けを抜かれたらしく、ごにょごにょと口ごもり、結局口をつぐんでしまった。汚お職しよくと金きん銭せん主しゆ義ぎに走った教会には今どき珍めずらしい、神父らしい神父の態度に、ウィルも思わず感心してしまう。

（伊だ達てや酔すい狂きようで言ってるわけじゃないってことか）

　ウィルは慎しん重ちように言葉を選びながら、

「あの絵はあなたが誰だれかから買ったの？」

「いいえ。あの絵はゼフィッツイに住む、さる富ふ豪ごうが寄き贈ぞうされたものです。いや、住んでいたと言いましょう」

　沈ちん痛つうな面おももちで神父は答える。その言い回しで、問題の富豪がすでにこの世にはいないことが分かった。

「その人、どうしたの？」

「亡なくなられました。その後、ご遺い族ぞくがあの絵を教会にお持ちになられたのです。あの絵が主人を殺した、だから引き取ってほしいと。その主人はとても健康で、病気らしい病気もしたことがない方でした。週末にはよくこの村を訪れられて、私が最後にお会いしたときも大変元気でいらっしゃって、とても数日後に亡くなられる方とは思えなかったのです。それが、あの絵を手に入れた直後、彼は倒れ、そのまま帰らぬ人となりました」

「だから呪われてるって？　ばっかだね、神経質になってる遺族の話なんか真まに受けてさ！　神父さま、人がいいにもほどがあるよ、信徒の言うことは信じなきゃいけないのも義務だろうけどさ」

　げらげら笑うヘンリエッタに、さすがに神父も不ふ快かいになったようで、憮ぶ然ぜんと、

「その主人の前の持ち主も、その前の持ち主も、その絵を手に入れた途と端たんに亡くなられていたとしたら？　それでもあなたはまだ笑い飛ばせますか」

　ぴたりとヘンリエッタが笑いやむ。まさか、とその目が大きく見開いた。

　ウィルは更さらに用心深く尋たずねた。

「それ、本当の話？　誰から聞いたの？」

「亡くなられた主人、その人にです。最後にお会いした日、彼は曰いわく付つきの絵を買うのだと、私に話されました。それは大変愉ゆ快かいそうに。彼も呪いなど信じてはおられぬようでした。私も話が誇こ張ちようされているのだろうと思い、それでも体に気をつけるよう忠ちゆう告こくしたのですが……」

　そう答え、神父は瞼まぶたを半分伏ふせる。噂うわさを信じなかったばかりに、主人に絵を買うのをやめさせられなかったのを悔くやんでいるようだ。

　ウィルは考えこんだ。

（メレディスが盗ぬすんでから五十一年。転々と人の手を渡ってくれば、所有者だって何人か死ぬはずだ）

　この手の呪いの噂は大たい抵ていがそんなものである。自然現象がどこでどう間違えたか、人の口を通して怪かい奇き現象に成長していくのだ。絵の売ばい買ばいは裕ゆう福ふくな老人の趣しゆ味みでもあるから、持ち主が簡単にぽっくり死んでも不思議はない。

　だが、今回はそれで済すませられるものだろうか。

「神父さま、ここに持ち込まれた絵の図柄は、図書館の記録には『貴き婦ふ人じん』って書いてあったけど、神父さまは初めて見たとき、どう思った？」

「……薄うす気き味み悪い絵だと思い、ぞっとしました。こう、肌はだがぴりぴりするような。二度目に見たときはそうは思わなかったのですけど、第一印象は衝しよう撃げき的てきでした。そうですか、あれは『貴婦人』になったのですか」

　感かん慨がい深ぶかく、神父は最後のセリフを呟つぶやく。

　ウィルは首を傾かしげた。「『貴婦人』になった」とはどういう意味だ？

　ウィルの訝いぶかる視線に気づいたか、神父は苦笑して──初めて神父の仮か面めんを脱ぎ、自分自身の素す直なおな感情を表に出して、

「あれがこの教会に持ち込まれたときは、『貴婦人』の絵ではなかったのです。例の主人が手に入れたときも、また違う絵でした」

「それは……」

「その主人は『議員』の絵と言われて購こう入にゆうしたのですが、手に入れたとき絵は『工員』の姿になっていたそうです。彼はそのことは初めから聞いていたと、笑っていました。絵は所有者が変わるたびに変化し、所有者の身分を表した絵になるのだと」

「じゃあ、前の持ち主は」

「ええ、工場をいくつも抱かかえる事業主でした。家族は薄気味悪がり、騙だまされたのではないかと忠告しましたが、彼は笑ってとりあわなかったそうです。そして、亡なくなられてしまったのです」

「…………」

　ヘンリエッタもこの異い様ような話には、ただ目をぱちくりさせている。話は信じられないが、神父が噓うそをついているとも思えないと、迷まよっているのだ。

　ウィルも、

（神父さまが噓をついているのでなければ、神父さまが騙されてるか、それともすべて事実か、ってことか。でも、絵が変わるだって？　そんなことがありえるか？）

　ウィルは美術館の保ほ管かん庫こで見た下絵を思い起こした。下絵とはいえ、かなりはっきりと描かれてあったので、「議員」と「工員」の区別はつかなくても、「工員」と「貴婦人」の区別はつくはずだ。

（情報が足たりない。まだ判断するにはパズルのピースが足たりない）

（でも、星が──捜さがし屋の星が言ってる──気をつけろ。深入りしない方がいい）

　額ひたいを押さえてウィルが考えこんでいると、もう一つ、神父が話を付け足した。

「私が絵を初めて見たとき、なぜゾッとしたのかお教えしましょう。前の持ち主の家から運び込まれて、ここで開かい封ふうしたとき、絵は『神父』の絵になっていたのです。そのとき私は司し祭さい補ほで、当時の司祭はそれを見るなり恐きよう怖ふのあまり卒そつ倒とうしてしまいました。そのときの打ちどころが悪くて、司祭はお亡くなりになられ、私がこの教会の司祭を引き継ついだのです。そのあとすぐ、美術館に渡しました。お分かりになりましたか、あの絵は呪のろわれているのです。それは我われ々われ聖職者でも逃のがれられることのできない運命です。ええ、あの絵に関かん与よしてはいけません、ましてや手に入れたいなどと、ゆめゆめ思いなさるな」




　カツァンチア村からゼフィッツイに戻もどる荷に馬ば車しやの上で、ウィルとヘンリエッタは無言だった。あの神父の話をどう扱あつかっていいのか考えあぐねていたのだ。むろん、それぞれ別の意味でだが。

（呪われた絵か……もし本当の話だとしても、「貴婦人」って記録されてるってことは、今は呪いは無む効こうになったってことだよな。ほかの下絵はどうなんだろう。人間のパートだけでも四十二枚。一枚一枚に呪いがかかってたら、一体どれくらい人が死んでることになるんだ？　それに、俺たちは？　もし、俺たちがシュルツさんちで絵を見つけたとして……まさかな。俺たちはただ捜して運ぶだけだから、所有者とは違うもんな。でも、万が一、絵が誤ご解かいするなんてこと、ありえるか？）

　ウィルが頭を悩なやませている間、ヘンリエッタも物思いに耽ふけっていた。

（もしあの神父さまの話が本当だとしたら、美術館からいちばん最初に手に入れたメレディスさまは、絵の呪いにかかって死んでしまったってことかい？　だから最後の仕事になってしまった。なんてことだろう！　これはもう弔とむらい合がつ戦せんといくしかないね、絶対盗ぬすんでやる！……でも、どうやって呪いをかけられないようにすればいいんだ？）

　二人は大きくため息をついた。そして、互たがいに顔を見合わせる。

「……ははは」

「へへへ……」

　意味もなく乾かわいた笑いを浮かべあい、再び大きく息をついた。

　もう夕方だったので、街まちへ行く乗り合い馬車はなく、二人は街へ戻るという行商人の馬車に乗せてもらっていた。空からの荷台に白しら々じらとした空気が流れたが、先にそれを破ったのはヘンリエッタの方だった。

「あんた、これからどうするんだい。何なん軒げんか訪たずねるとか言ってたけど」

「……今日はもう帰るよ、日も暮くれちゃったし。明日またやるさ」

「あんたもあの神父さまの話が本当だと思ってるのかい？　イヤだよ、あんなの偶ぐう然ぜんさ！」

　ヘンリエッタはやけに大きな声で、陽よう気きに否定した。そうすることで自分に言い聞かせているようでもあった。

　ウィルは肩をすくめると、

「偶然って可能性は高いさ。下絵はほかに五十九枚──人間の絵だけでも四十一枚もあるんだ。六十枚の中の一枚だけ呪いがあるってのも不自然だろ。だから、ほかの絵の事情も調べて、それでなんでもなかったら、偶然だって俺も言い切るよ」

「あんた、用心深いんだねえ」

　ヘンリエッタは感心するよりも、呆あきれた表情で言った。

「絵を捜してるんじゃなかったのかい？　そっちはどうするのさ」

「俺の仲間が捜してる。別に捜すってほどのもんじゃないんだ、家や捜さがしするだけだから。今日明日には美術館に届とどけるよ」

「ふうん。ちゃんと仕事も順じゆん調ちようにこなしてるんだ……あんた、いいリーダーなんだろうね」

「なんのこと？」

「昼間一いつ緒しよにいた女の子、あんたの仲間だろ。あんたがリーダーだって、一発で分かったよ」

「いやあ、それは……」

　ウィルは返事をためらった。リーダー格とは考えていても、そうはっきりと自覚したことはなかったのだ。

（この場合のリーダーって、なにを意味するんだ？　幼おさななじみのリーダーってことかな？　それとも、捜し屋としてのリーダーってことか？）

「そこへ行くと、あたしなんかダメだねえ。あたしも家族同然の仲間がいるんだけど、全然信用がなくてさ」

　ヘンリエッタはため息をつく。

「せっかく分ぶん担たんした仕事も全然やらなくて、あいつらあたしのこと見張ってるんだよ。そりゃあ、あたしはドジを踏ふむのも多いけど、リーダーなんだから一応は心配される立場じゃなくて心配する立場じゃないか。そんなにあたしって信用ないかねえ」

　悄しよう然ぜんと言うヘンリエッタ。

（そりゃあ心配にもなるだろうさ）

　ウィルはヘンリエッタのけばけばしい格かつ好こうを見て、こっそり胸の内で呟つぶやいた。だが、せっかく自分を褒ほめてくれた相手に、それをまっすぐ指し摘てきするのも可か哀わい想そうだったので、

「それは、なにを信用されてるかってことじゃん？」

「？」

「例たとえば、『あいつは有能だから、あいつの仕事は信用できる。でも、仲間としては信用できない』。逆に、『あいつはぶきっちょだから仕事は信用できないけど、仲間としては信用できる』。ヘンリエッタがリーダーに選ばれたってことは、人ひと柄がらが信用されてるってことだろ。そっちの方がいいじゃん。そりゃ、仕事も人柄も信用されればいいけど、それは贅ぜい沢たくってもんさ。安心していいんじゃない？」

　ウィルは笑顔で言いながら、心の中で、「じゃあ、自分は？」と自じ問もんした。

（俺はマギーとバズにどう思われているのかな）

　おそらく、二人はなにも思っていないだろう。自分が考えてなかったのと同様に。

　ヘンリエッタはウィルを見つめた。そして、

「あんた……なんか、大人おとなみたいなことを言うねえ。しっかりしてるというか……きっとあんたの仲間にも信しん頼らいされてるんだろうねえ」

　心底感心した様よう子すで呟く。ウィルは当とう惑わくした笑みを見せながら、

「そうかな？」

「そうだよ。なあ、リーダーはなんの為ためにいると思う？」

　こうなったらことのついでとばかりに、ヘンリエッタは質問を重ねた。

「なにそれ？」

「実はさ……あたしのグループには、あたしより年上で頭もいい奴やつがいるんだ。あたしも分からないことはそいつに判断してもらってるし、優しいし、みんなにも慕したわれてる。でも、ちょっと気が弱いから、あたしにリーダーは任まかせるって……でも、結局あいつがあたしたちの行動を決めてるんだ。なら、そいつがリーダーにふさわしいと思わない？」

　少々気弱な口く調ちようになって、ヘンリエッタは聞き返す。

　ウィルはまじまじと彼女を見返した。今日会ったばかり、しかもずっと年下の自分にそんなことを質問するとは、一体彼女の真しん意いはなんだろうか。

（それとも、ただのお喋しやべり好きか？　それで、仲間うちじゃあ強がってるけど、ホントは自分にあまり自信がない。しかも不ぶ器き用よう。でも、一生懸けん命めいだから、それでみんなに信頼されてる──そんなところかな。一生懸命が直接実みになるってことはないみたいだけどさ）

　そう判断すると、ウィルはくすりと小さく笑った。そして、ヘンリエッタに向かって、

「リーダーってのは、判断力が必要なんじゃないと思うよ。リーダーにいちばん必要なのは、決断力だと思う」

「決断力」

　ウィルの言こと葉ばをヘンリエッタが繰くり返す。ウィルは頷うなずいた。

「いくら判断できても、そうしようって決断できなきゃ、誰もなにもできないじゃん。だからリーダーは責任が大きいんだろ。分ぶん担たんしてもいいじゃん、古こ来らいから英えい雄ゆうには参さん謀ぼうがついてるもんなんだ」

「ふう……ん」

　ヘンリエッタは分かったような分からないような、曖あい昧まいな返事をした。ウィルは笑って、

「でも、ヘンリエッタの仲間はヘンリエッタのことが好きなんだろうな。そうでもなくちゃ、いくら決断力があるからって、そんな格好をする奴をリーダーになんかしないよ」

「こっ、これは、ちょっと焦あせってて──いや、まあ、いいや。ありがとう、なんか気が楽になったよ。そっか、あいつら、あたしのこと信頼してくれてるのか」

　はにかみながらヘンリエッタは言う。

「あたしら家族同然って言っただろ、みんな親に恵めぐまれなくてさ。うちは貧びん乏ぼうなくせに兄きよう弟だいが九人もいて、真ん中のあたしは爪つま弾はじき、スティーヴンは暴力親おや父じから逃げだしてきたし、ケネスは親があの子を金持ちの家に売って、そこで酷ひどい目にあわされて、今でも酷い後こう遺い症しようが残ってるんだ。ロジャーは、こいつがさっきの参謀なんだけど、本当はそれなりにいい家に生まれたんだよ、学校にも行ってたんだから。でも、工場が倒とう産さんして、親が借金残したままばっくれちまったんだ。ジョリーの親父さんはあたしも世話になっていたいい人なんだけど、ちょっと仕事がまずかったっていうか、今監かん獄ごくの中でさ。みんな路ろ頭とうに迷まよってたのを、あたしとジョリーが拾ひろってきて──まあ、あたしもジョリーの親父さんに拾ってもらったんだけど」

　指を折りながら仲間のことを、実に楽しそうにヘンリエッタは捲まくし立てる。

「だから、みんな血がつながってるわけじゃないけど、ホントに気き兼がねすることもない、家族同然なんだ」

「ヘンリエッタもよっぽど仲間が好きなんだね」

「あったり前だよ、あいつらはあたしの家族なんだ。あんたも仲間が好きだろ」

「まあ、ね」

　ヘンリエッタのように断言することは、ウィルには気き恥はずかしくてできなかった。マギーもバズも自分にくっついてくるのは当たり前で、好きだの嫌きらいだのと論じる相手でもなかったのだ。そんなことを言ったらマギーが怒るだろうが。

　だが。

「あんたも仲間を信しん頼らいしているんだね」

「え？」

　ヘンリエッタの言葉に、ウィルは意表を突かれて彼女を見上げた。ヘンリエッタは今までに見た中でいちばんきれいに笑いながら、

「仲間に仕事を任まかせても安心なんだろ、だから、あんたも仲間を信頼してるんだろうね。仲間はたくさん作りな、不幸の数を上うわ回まわるくらい」

「…………」

　ウィルはなにか答えようと思ったが、言葉が考えつかなかった。




　ヘンリエッタと市し門もんで別れ、アパートに戻もどる道すがら、ウィルは彼女の言葉を考えていた。

（俺おれ、マギーとバズを信頼してるのかな？　あいつら仕事はできないし、どちらかっていうと邪じや魔まする方だもんなあ。俺、いつも、「とりあえずあいつらの気を逸そらして、あとで自分でやろう」って思ってないか？　それって信用してないってことだよなあ）

　ヘンリエッタの場合、彼女の足たりないところを周まわりが補ほ助じよすることで、結けつ束そくが固くなっているのだろう。その点、自分たちはどうだ？

（うーん。全部俺が考えて、俺が指示して、でもやっぱり俺が全部調べなおして、捜さがして、俺が決着つけてるよなあ。マギーには字を読んでもらってるけど、もうすぐそれも必要なくなるし……うーん。あいつらって一体、なんの為ためにいるんだ？）

　うんうん唸うなっているうちにアパートにたどりつき、ウィルは考えごとはひとまず置いておくことにした。今は「死の舞ぶ踏とう」の謎なぞだ。

　しかし、

「ええーっ？　エドいないのか？」

　ウィルは思わず大声を上げた。先に帰って食事の支し度たくをしていたマギーが頷うなずく。

「なんか博物館に呼ばれてね、二、三日泊とまり込むって言ってたわよ」

「困こまるなあ。エドに聞きたいことがあったのに」

　ウィルは頭を搔かきむしって、乱らん暴ぼうに椅い子すに座すわった。もし「死の舞踏」の呪のろいがあるとすれば、エドがなんらかの情報を持っているはずと睨にらんでいたのだ。いつも肝かん心じんなときはいない男である。

「それで、そっちは見つかったのか？」

「ぜーんぜんっ。倉そう庫こだってバズ一人じゃ半分も片づかなかったわよ。あの子、へんに丁てい寧ねいだから」

「そのバズは？」

「部屋で寝てる。あたしも疲つかれちゃったな──ねえ、明日はあたしもウィルと一いつ緒しよに行っていいでしょ？」

　疲れたというわりには元気いっぱい、目を輝かがやかせてマギーは尋たずねる。ウィルも疲れていて反対する気力もなかったので、

「こっちは二人も要いらないんだけど──まあ、別にいいよ」

「きゃーっ、ウィル大好きーっ」

　お玉たま杓じやく子しを持ったまま首に抱だきついてくるマギーに、ウィルは一いち抹まつの罪ざい悪あく感かんを抱いだいた。







　６　正しい占うらないのしかた







「水車……港……サーカス……肖しよう像ぞう……病院……肖像」

　シュルツ家の地下倉そう庫こに潜もぐってから二日目、バズは膨ぼう大だいな絵かい画がを一枚一枚めくっては確認するということを、延えん々えんと続けていた。それでも今日は下絵の特とく徴ちようを教えてもらったので、昨日きのうよりは作業が速い。

　紙に描かれた水すい彩さい画がとなれば、倉庫の大半を占しめる油絵とは違う方法で保存されてあるだろう。額がくに入れてあるか、冊さつ子しの中に貼はってあるか、それとも箱はこに保存されてあるか。

「どっちにしろ、ここを調べてもあんまり意味がないってことだな」

　バズは木き枠わくの束たばを眺ながめながら、うんざりと呟つぶやいた。ウィルはおろか、今日はマギーもいない。用事が終わったら戻もどってくると言っていたが、どうせ戻ってこないだろうと最初からバズは諦あきらめていた。ウィルは鉄てつ砲ぽう玉だまだ、一度出ていったら次から次へと横道に逸それていってしまうと覚かく悟ごしなければならない。そしてマギーも、ウィルの行くところへはどこまでもついていくのだ。

　それでも、ようやく最後の棚たなを残すところまで調べ終わった。それはそれで達成感があるが、捜さがしものが見つからなければ意味がない。

（次はどこを調べようかなあ。グランビーさんのお父さんの部屋でも見せてもらうか）

（ふっ、ウィルの奴やつ、そうしてうろうろしてればいいんだ。その間にぼくが絵を見つけだしてみせるぞ！）

　そう自分に発はつ破ぱをかけ、一人作業を続けていると、

「やあ、捜し屋の少年」

　声をかけられてバズが脚きや立たつの下を覗のぞくと、館やかたの主人グランビー・シュルツが老ろう執しつ事じを伴ともなって手を振っていた。

「どうだい、調子は」

「はあ……まだなにも」

　バズは尻しり込ごみしながら答えた。

「少し休まないかね。今、お茶をいれるところだ。付き合いたまえ」

「はあ……」

　人見知りの激しいバズは、一人放っておいてくれた方がありがたいのだが、人見知りするがゆえに、せっかくの申し出を断ことわることもできなかった。そういう性しよう分ぶんなのだ。

　バズは脚立から下り、グランビーについて母おも屋やの方へ移った。

　グランビーはバズをゼフィッツイ市を一いち望ぼうできる居い間まに連れていき、一脚数十金貨はする椅い子すに腰掛けさせた。

　グランビーはソファでくつろぎながら、緊きん張ちようしまくるバズを興きよう味み深ぶかそうに眺めていたが、

「そんなに畏かしこまらなくていいさ。私は貴き族ぞくじゃない、礼れい儀ぎにはうるさくない」

「はあ……」

「その顔は、貴族でもないのにこんなにのんびりと遊びくさって、何者だといかがわしく思っている顔だね？」

　いきなり、思ってもいないことを言われ、バズは仰ぎよう天てんして慌あわてて首を振った。

「ぼ、ぼく、そんなことはちっとも！」

「まあいいことだ。みながそう思っている」

　グランビーは気分を害した様よう子すもなく、むしろ「ぷらぷらしている遊び人」と見られるのが嬉うれしいように、微び笑しようを浮かべてソファの背にもたれかかった。

「むろん、父が残してくれた莫ばく大だいな財産で、私は一生遊んで暮くらせる。しかしね、これでも私は仕事をしているのだよ。そうは見えないだろう？　私の職業を知っているかね」

「……投とう資し家かだって聞きましたが」

　バズはどぎまぎしながら慎しん重ちように答えた。グランビーは頷うなずき、

「そう、私は投資家だ。しかし、最近は保険屋でもあるのだよ」

「保険？」

「おもに新大陸行きの船せん団だんの保険を取り扱あつかっている。保険の仕組みは知っているかな？」

「あ、いえ……」

「船団の例で言えば、船団はたくさんの荷を積つみ、商売に出かける。それで巨きよ額がくな利り益えきを得るわけだが、新大陸への航こう海かいは大変な危き険けんが伴ともなう。船団が難なん破ぱし、大おお損ぞんすることもあるのだ。そんなときの為ために、船ふね主ぬしは保険をかけるのだよ。掛かけ金きんを支払って保険に加入し、もし事故に遭そう遇ぐうした場合、保険主が船主に代わって弁べん済ざいしてくれるという仕組みだ」

「でも、それでは保険主の方には、あまりメリットはないんじゃないですか？」

　今一つバズは理解できなくて聞き返した。グランビーはバズが話に乗ってきたことに満まん足ぞくしたようで、笑って説明を続けた。

「荷が高こう額がくなほど掛け金も高額になる。そして、掛け金はすべて保険屋と保険主のものになるのさ、航海が成功すれば丸まる儲もうけだ。最近は航海技術が飛ひ躍やく的に進歩している。船団の保険を受け持つのは割に合わない賭かけではなくなってきているのだ」

「はあ……でも、それって投資となにが違うんですか？」

「投資家は保険をかける方だ。私はその保険取引の仲ちゆう介かい業ぎようをやっているのだよ。それが保険屋さ。そうだ、君に一つ頼たのみがある」

　きらりとグランビーは目を光らせ、身を乗り出した。思わずひるむバズに、

「君はシンシア・ラズボーン公こう爵しやくと顔見知りなのだろう。いや、隠かくさなくていい、ゴーダ家とラズボーン家の仲は周しゆう知ちの事実だ。レディ・シンシアの倒とう錯さく趣しゆ味みも周知の事実だが、なにも君が彼女の夜よ伽とぎの相手とは思っていないさ。頼みとは、彼女に保険の引受人になってくれるよう、話をしてくれないかということだ」

「……はあ？」

　バズは目を白黒させた。いきなりビジネスの話をされても、だ。田舎いなかから出てきたばかりのバズには、初めて聞いた保険という生産を伴ともなわないビジネスが理解できなかった。それに、

（レディ・シンシアに自分から関かかわり合いになりたいなんて、信じられない！）

「あの……ぼくには、そんなことはできません。よく、分からないです」

　しどろもどろ、バズはそれを言うだけで精せい一いつ杯ぱいだった。グランビーはわずかに失望の色を見せたが、すぐに頭を振って、

「ああ、いけない。今は休きゆう暇か中ちゆうだったな。せっかく仕事を忘れて遊ぼうと思ったのに、すぐこれだ。私にも父の血が流れているのかねえ。今のは忘れてくれ──よし、気分転てん換かんをしよう」

　グランビーはソファから立ち上がった。そして、サロンから続く小さな扉とびらを開き、

「来たまえ、私のストレス解かい消しよう法ほうを見せてあげよう」

　そう言うと、扉の向こうにするりと入っていってしまった。バズは戸と惑まどったが、背はい後ごにすっと老ろう執しつ事じが立ったので、しかたなくグランビーに続く。

　隣となりの部屋は、まるで倉庫か工場のように無む機き質しつな、雑然とした部へ屋やだった。幾いくつかの大きな木のテーブル、液えき体たいが入ったバケツ、布の束たば──なんとなく美術館の作業室と雰ふん囲い気きが似にている。よく見てみると、額がく縁ぶちの残ざん骸がいのようなものもあり、油絵の具の臭においが立ちこめていた。

（グランビーさんも絵を描くのかな？）

　などとバズが考えていると、グランビーはテーブルの前に立ち、

「さて、今から占うらないを始めよう」

「占い……ですか？」

「そう。運勢を占うのが私の趣味なのだよ。といっても、私が行おこなうのは占せん星せい術じゆつではない、実に単純明めい快かいなものだ。用意するものは、まずこれだ」

　グランビーのセリフに合わせて、執事が主人になにか四角いものを手渡す。

　絵だ。

　花か瓶びんと花を描いた、お世せ辞じにもすばらしいとは言えない絵だった。バズはこれでなにをするのか分からず、困こん惑わくして絵とグランビーを見み比くらべる。

　グランビーはバズの困惑など尻しり目めに、鼻歌を歌いながら絵をテーブルの上に置いた。そして、執事から次に渡されたバケツを手にし、

「まず、絵に糊のりを置く」

　と、絵の上にじかにバケツの中身をひっくり返した。どろりとした半透とう明めいの液体──バズが美術館でひっくり返したものと同じものが、絵の上に広がる。バズは仰ぎよう天てんして、

「グ、グランビーさん、なにをしてるんです!?」

「なにって、占いの準備をしているのだよ」

　あっさりグランビーは答えると、刷は毛けで糊を画面一杯に伸ばした。そして、執事に手渡された大きな薄うすい紙を、上から貼はり付ける。

「あああああ」

　グランビーの暴ぼう挙きよに、バズは青くなったり赤くなったりして、自分の作品のように動どう転てんした。名のある画家の絵とは思えないが、なにもこんなことしなくていいではないか。

　当のグランビーは、まったく罪悪感もなにも抱いだいてない様よう子すで、楽しそうに作業を続けていたが、ふと、顔をしかめて、

「おや？　しまった、張はり枠わくを取るのを忘れていた。ペシー、あとでやっておけ」

「承知いたしましたです」

　老執事は口答え一つせず了りよう承しようする。グランビーはおろおろする。バズに笑いかけ、

「さて、これからしばし糊が乾かわくまで待たなくてはならない。しかし、そんなことをしていると明日になってしまうから」

「ここに数日前に糊付けしておいたものをご用意しております」

　すっと、執事が隣となりのテーブルの上を指さした。そこには古びた麻あさ布ぬのが貼り付けられてあった。麻布の下から白い紙が覗のぞいているので、今グランビーがやったことを同様に施ほどこし、さらにうつぶせにしたもののようだ。

　グランビーは満足そうに頷うなずくと、場所をそちらに移した。しかたなくバズもついていく。

「これはすでに作業台に貼り付けてある。うむ、しっかり乾いているな。さて、次は水だ」

「こちらに」

　グランビーは執事から手渡された濡ぬれた布で、びしゃびしゃと麻布を濡らし始めた。

（あああ、一体この人はなにをやってるんだぼくは知らないぼくはなにも知らないぞ！）

　ぐるぐるパニック状態に陥おちいるバズ。そんなことはおかまいなしに、グランビーは布を充分湿しめらすと、麻布の角を指先でこすり始めた。そして、少しずつめくり、つまめるだけになると、にやりとバズに向かって笑った。

「さあ、占うらないの時間だ。見ていたまえ」

「え、え、え？」

「今日の運勢は──どりゃああ！」

　かけ声とともに、グランビーは一気に麻布を引き剝はがした。麻布はべりべりと音を立てながら紙から剝がれたが、当然、無理な力がかかった為ために途中でぶちぶちと切れてしまう。

「ひーっ」

　バズは泣きそうな声を上げ、頭を抱かかえて縮ちぢこまった。グランビーの暴挙が怖こわかったというより、暴挙を行おこなう興こう奮ふんしたグランビーの方が怖かったのだ。そんな二人を尻しり目めに、執事のペシーは冷静な表情で佇たたずんでいる。

　麻布を剝がしたあと、テーブルと麻布を覗のぞきこんだグランビーは、顔を輝かがやかせた。

「見たまえ！　今日は成功だ！　五十パーセントも残っている！」

「え？　え？」

　なんのことか分からず、グランビーに腕を引っ張られるままバズがテーブルの上を覗くと、そこには麻布から引き剝がされた絵の具が、絵の形のまま残っていた。しかも、裏面から見た形でだ。

　グランビーが五十パーセントと言ったのは、絵の具がごっそり欠けつ落らくしている部分が半分くらいあって、それは麻布の方にしっかりくっついていた。なんにせよ、もはや絵は絵としての価値を失ったのだ。

　バズが大きな口を開けて呆ぼう然ぜんとしていると、グランビーは興奮冷さめやらぬ様よう子すで、頰ほおを紅こう潮ちようさせながら、

「これは絵を修復するときの技術でね、前にうちに出入りしていた職人がやっていたのを、見よう見み真ま似ねでやってみたら病やみつきになってしまったんだよ。何度やってみてもいいねえ、あのばりばりという音はたまらない。ペシーも見ろ、今日は今までで最高の出来だ」

「確かにそのようでございます。おめでとうございます、旦だん那なさま」

「ああ、今日はいいことがありそうだ！　私の今日の運勢は最高だよ！」

　高らかにそう言い、グランビーは笑う。

　バズは顔をひきつらせた。

（こ、この人、根っからのギャンブラーだ。仕事だって、働くのが好きなんじゃなくて、賭かけごとが仕事になってるから好きなんだ！）

（レディ・シンシアといい、この人といい、金持ちってなんでこんな変な趣しゆ味みを持ってるんだろう）

　この調子で彼は家中にある絵を剝はいで回る気なのだろうか。バズはぞっと青ざめた。

　これを見せられたら、絵かい画が好きの者は卒そつ倒とうする。だから美術館の学芸員はここに来るのを嫌いやがり、自分たちに仕事が回ってきたのだ──そう思いつくのに時間は要いらなかった。

（早く絵を見つけなくちゃ、グランビーさんの悪趣味の餌え食じきになってしまう！）

「あ、あの、ぼく、仕事があるんでっ」

　口早にバズは伝えると、その部屋から逃げだした。




　しかし、結局、その日もバズは絵を見つけることはできなかった。

　倉そう庫こ洗あらいが終わったので今度こそは聞き込みだと、先代から仕つかえているという老執事に、先代が絵を買ったときの話を聞いてみたが、

「わたくしには隠かくし場所をお教えくださりませんでした。絵の管理はすべてご自分でおやりになっていたのです」

　と、にべもなかった。まあ、彼が知っているなら、とうの昔に美術館員が見つけだしていただろう。

　バズががっくりしながらアパートに戻もどってくると、部屋の中ではウィルとマギーがどんより暗い顔をして、茹ゆでたジャガイモの山を前にテーブルに座すわっていた。

「どうしたんだよ、二人とも」

　なにやら不ふ吉きつな雰ふん囲い気きだが、聞かないわけにもいかなかったので尋たずねると、マギーが大きく息をついて、恨うらみがましくバズを仰あおいだ。

「いいわね、バズはお気楽そうで」

「ぼ、ぼくのどこがお気楽そうなのさ」

　謂いわれのない文もん句くにバズは当とう惑わくして反論した。

「俺おれたち教会を三つ回って、下絵を手に入れたいきさつを聞いてきたんだ」

　代わりにウィルが答える。とても疲つかれたような口調だ。

「ああ、教会から戻ってきた絵が多いって、今け朝さ言っていた奴やつか。それで、原因は分かったのか？」

「呪のろわれてるんだってさ」

　ばかばかしそうにウィルが言う。皿さらを取りかけていたバズは手を止め、振り返った。

「……え？」

「四つの教会の神しん父ぷさまが全員同じことを言ったんだ、あの絵は呪われてるって。教会に持ち込まれる前の所有者は、みんな絵を手に入れた直後に、不ふ慮りよの事故か突とつ然ぜんの病気で死んじまってたのさ。だから、呪われた絵だって教会に持ち込まれたんだってさ」

「そ、そんなの、偶ぐう然ぜんに決まってるじゃないかっ。呪われてるなんて、そんなバカバ──」

「前の前の所有者も、前の前の前の所有者も同じように急死してるって言ったら？」

　顔をひきつらせながら否定するバズの言葉を遮さえぎり、ウィルは言った。青ざめるバズに、さらに駄だ目め押おしで、

「あの絵の所有者になった奴は、必ず呪われるんだよ。絵に呪い殺されるんだ」

「…………」

　芋いもの山を前にして三人は押し黙だまった。

「……でも不思議よね」

　マギーが沈ちん黙もくに堪たえきれなくなったか、話を再開する。

「なんで所有者によって絵が変わっちゃうのかしら」

「絵が変わる？」

「そうよ。絵は所有者が変わると、所有者を表す人間の絵になっちゃうんですって。例たとえば、貴族の手に渡ったら貴族の絵に、船ふな主ぬしの手に渡ったら水すい夫ふの絵に、って具合にね。本当の話よ、みんな証言してるんだから」

「へえ……でも、それっておかしいよ」

　思わず、ハズが呟つぶやくと、マギーが剣けん吞のんな目で彼を睨にらんだ。バズは慌あわてて手を振って、

「マ、マギーのことじゃないよ、絵が変わるってこと。だって、そうしたら美術館には美術館員の絵ばっかりになっちゃうじゃないか」

「個人が所有してるわけじゃないから、元に戻ったんじゃないか？　元は別々の絵だったんだろうし」

　ウィルが解かい釈しやくを下す。彼もその件についてはいろいろ考えていたようだ。

「ともかく、絵は持ち主をことごとく殺して──絵を預あずかった神父さまだってやられたんだぜ──まるで、早くしかるべき場所に集められたくて、所有者を殺していったように見えないか？」

「つまり、美術館に？」

「そう。手に負おえなくなったら元あった場所に戻す、普通そう考えるだう？　そして、まんまと奴らは美術館に戻ってこれた。あと一枚を抜かしてだけど」

「絵に意志があるみたいに言うなよ」

　顔をしかめてバズは窘たしなめた。ウィルは肩をすくめる。

「でも、絵は今、美術館で大人おとなしくしてるじゃん。大体、絵が呪うなんて考える時点で擬ぎ人じん化かされてるんだから、あとは捉とらえ方次し第だいさ」

「ねえ！　そんなことより、これからあたしたちはどうするの？　このままシュルツ家の家や捜さがし続けてもいいの？」

　マギーが必要以上に大きな声を出して二人に問うた。不安でいっぱいの表情だ。ウィルとバズは顔を見合わせて、

「……まあ、俺たちは所有者ってわけじゃないから、大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど」

「絵を見つけだしたら、グランビーさんがやばくないか。今はあの人が所有者なんだから──あれ？　グランビーさんのお父さんが亡なくなってから何年か経たってるはずだけど、あの人はなんともないよ？」

「それは、それこそ絵を隠かくしておいたからじゃないか？　まだ絵はグランビーさんの父親を所有者と思いこんでるとか」

「そんな、ご都つ合ごう主しゆ義ぎな」

　推すい理りなのかこじつけなのか分からないウィルの解釈に、バズは呆あきれた。マギーが憮ぶ然ぜんと、

「そんな、絵の考えることに理り屈くつがあるわけないじゃないのっ。相手は絵よ？　あたしたちとは考え方が違うんだわ」

「だから、絵の考えって──」

　反論しかけたバズの後こう頭とう部ぶを、マギーが平手で叩たたき飛ばした。

「あいたた……マ、マギー、ひどい」

「そんな細こまかいこと、ぐずぐず言ってないの！　要は絵に『所有者は美術館だ！』って言い聞かせればいいわけでしょ、実際、もう美術館と契けい約やくが済すんでるんだから。それで話は決まりよ！」

「そ、そんなむちゃくちゃな……」

「この件はあたしにいい案があるわ、任まかせて！　ウィルもいいでしょ？」

「え？　あ、ああっ」

　君くん子し危あやうきに近寄らずとばかりに、ウィルは慌あわてて頷うなずいた。マギーの態度はヤケっぱちになっているとしか思えないが、彼女に逆さからうことこそヤケになっている証しよう拠こだ。

「さあ、ご飯よっ。腹が減っては戦はできないんだから、しっかり食べること！」

「ほーい」

「はい……」

　そして、異い様ようにテンションの高いマギーと、げんなりしているウィルとバズは、冷たい芋いもだけの夕飯を食べ始めるのだった。




　その夜、初夏のゼフィッツイには珍めずらしく、美しい月が夜空にかかった。

　ダン・バーゼルは留りゆう置ち所じよの窓の格こう子し越ごしに、月を見上げていた。

「ああ……青白い月の光が私の体を透すき通らせていく……だが、この張はり裂さけんばかりの胸の痛みは、おまえの慈じ悲ひ深ぶかき光でも溶とかすことはできないだろう……私の痛みは、あの絵を見るその瞬しゆん間かんまでこの身を灼やき続け、私を苛さいなむのだ！　ああ、神はなぜ私にこんな仕打ちをしたのだ。私の溢あふれんばかりの才能に嫉しつ妬としてなのか、ああ、神よ！　あなたはなぜそんなにも冷れい酷こくなのだ！」

「夜中にうるせえ！」

「看かん守しゆ！　野や郎ろうを黙だまらせろ！」

　少し離れた四つの牢ろうから、非ひ難なん囂ごう々ごうである。美術館で逮たい捕ほされて留置所にぶち込まれて以来、バーゼルはなにかあるたびに──いや、なにもなくても、いきなり感かん極きわまって叫さけび出すことを繰くり返していた。最初は五人と同室だったが、彼の奇行を嫌いやがり、皆ほかの牢に移りたいと嘆たん願がんして出ていってしまった。それでも、迷めい惑わくはしっかりかけられ、今はバーゼルは一人隔かく離りされた牢にいる。

　最初は看守も怒ど鳴なりに来ていたが、あまりにも頻ひん繁ぱんに騒さわぎを起こすので、呆あきれてもう来なくなってしまった。それで図に乗って、バーゼルは騒ぎ放題なのだ。

「ああ、本物の『死の舞ぶ踏とう』はどこにあるのだ……一目見たい、一目見れば、私の曲は完成するというのに……」

　バーゼルはもじゃもじゃの頭を搔かきむしった。搔きむしり、搔きむしりまくって、爪つめに表ひよう皮ひが剝はがれつき、頭皮に血が滲にじんでもやめなかった。

　そんなときだった。

　カチカチという金属音がして、音に敏びん感かんなバーゼルは顔を上げた。見ると、牢屋の鉄てつ格ごう子しの前に誰だれかがいる。二人だ。大きいのと小さいの。二人とも黒っぽい服を着て、目だけが出た毛けい糸との覆ふく面めんを被かぶっていた。

「誰だ？」

「しいっ。ダン・バーゼル氏？」

　バーゼルの誰すい何かを遮さえぎって、覆面の大きい方が囁ささやいた。女の声だ。

　しかし、命令されることがなにより嫌きらいなバーゼルは、傲ごう然ぜんと、

「そうだ、私が世紀の天才作曲家、神でさえも私の前には嫉妬と羨せん望ぼうの嵐あらしに荒れ狂う、ダン・バーゼルだ！」

　バーゼルが三軒隣となりまで聞こえるような大声で答えたので、覆面の女は慌あわてまくったが、日ひ頃ごろのバーゼルの態度がよかったのか、

「少しは黙だまれ、いかれ作曲家め！」

　とほかの牢から怒ど号ごうが飛んできたきりで、なにも起きなかった。覆面の女はあからさまにほっとすると、

「ダン・バーゼル、あなたを連れ出しにきたよ。さあ、こんな薄うす汚ぎたないところとはさよならしよう」

「ふん、なにを愚おろかなことを。きさまらのような怪あやしい奴やつらの手など借りんでも、あと三日もすれば私の聴ちよう衆しゆうがすぐに私をここから出そうとするだろう。大体、今外に出たところでなんになるという。マルタ・ココの『死の舞踏』の本物が出てこないかぎり、私はどこにいても同じなのだ。さあ、とっとと消え失うせろ」

　ぷいとバーゼルはそっぽを向く。覆面女──「六月の花はな嫁よめ」窃せつ盗とう団だんのリーダー、ヘンリエッタは呆れて、

「まあ、話には聞いていたけど、なんて偏へん屈くつなんだろう！──聞きなよ、実はあたしたちもあんたの大ファンなんだよ」

「それはそうだ。私の音楽を愛さない人間はいない。私が作る音楽は悪あく魔までさえも魅み了りようするのだ。きさまらのような卑いやしい人間でも涙なみだするのは当然だ」
















　しれっとバーゼルは言い返す。臆おく面めんもない。ヘンリエッタは覆面の下で顔をひきつらせたが、なんとか殴なぐりたい衝しよう動どうをこらえて話を続けた。

「あんたに朗ろう報ほうを持ってきたんだ」

「朗報だと？」

「マルタ・ココの『死の舞踏』は復ふく元げんされたってね」

「なに！　きさま、それは本当か！」

　血けつ相そうを変えて鉄てつ格ごう子しに飛びかかってきたバーゼルの形ぎよう相そうに、ヘンリエッタはぎょっとしながら、慌ててその口を塞ふさぐ。

「いい加か減げんに静かにしてくれよ！……どうだい、今すぐ見にいきたくないか」

　バーゼルは口を塞がれたまま、何度も大きく首を振って肯こう定ていした。あまりの勢いに、ヘンリエッタは振り払われそうになる。

「じゃ、じゃあ、黙ってあたしたちについてきてくれ。いいかい、騒さわがないでくれよ──錠じよう前まえ」

　ヘンリエッタは隣となりでじっとうずくまっていた少年に声をかけた。鍵かぎ開あけの名人ケネスはうっそりと体を起こし、針金一本で牢ろうの鍵をいとも簡単に外はずす。

「こっちだ」

　三人は近くの非常口から外階段に出た。階段には錠が三重に掛かっていたが、ケネスの腕にかかればないも同然だった。

　三人はまんまと警けい察さつ署しよを抜けだし、夜の街まちに出た。

　警察署を出るなり、バーゼルはぐわしっとヘンリエッタの首を摑つかんだ。

「さあ、どこにあるのだ、『死の舞踏』は！」

「ぎゃっ！　い、いきなり首を絞しめるなんて、なに考えてるんだ！」

　バーゼルを振り払い、咳せき込みながらヘンリエッタは怒ど鳴なる。しかし、当人はまったく悪びれた様よう子すもなく、ふんぞり返って、

「さあ、言うがいい。今は一いつ刻こく一秒でも惜おしい！」

「ほんっとーにいかれた奴だね！　いいよ、絵はカディスバーク美術館の作業室にあるよ。でも待ちな」

　すぐさま駆かけ出していこうとしたバーゼルを、ヘンリエッタは襟えりを摑んで止めた。

「誰かさんのおかげであそこは警けい戒かいが厳げん重じゆうなんだ。いくらあたしたちでもそうそう簡単に忍しのび込めないよ」

「なに!?　私の邪じや魔まをするとは不ふ届とどきな奴め！　私は今こ宵よい『死の舞踏』を見なければ死んでしまう！」

　あんたは一回死んだ方がいい──と口にしかけ、危あやうくヘンリエッタは口をつぐんだ。ここはあくまでもバーゼルの一ファンを通さなくてはならない。

　ヘンリエッタは考えこむふりをして、

「やはり、忍び込むのは無理だね……となれば、堂々と裏から入るとか……」

「堂々と裏から？　なんの暗号だ、それは」

　バーゼルが怪け訝げんな顔をしていると、静まり返った通りの向こうから、ヘンリエッタたちと同じ黒い覆ふく面めんをかぶった三人組が走ってきた。背せ丈たけの揃そろわない、凸でこ凹ぼこ三人組だ。

「リーダー、持ってきたぜ」

　真ん中の男──スティーヴンがヘンリエッタに木箱を差しだす。ヘンリエッタは頷うなずいた。

「なんだ、それは」

　バーゼルも箱の中を覗のぞきこみ、そして、ぎらっと目を光らせた。

　箱の中にはバーゼルの家から持ち出した、ダイナマイトの束たばがぎっしり詰つまっていた。







　７　芸術は爆発だ！







　一発目の爆ばく破はつ音が響ひびきわたったとき、カディスバーク美び術じゆつ館かんの警けい備び員いんや居い残のこりの学芸員、そして徹てつ夜やで作業をしていたスタッフは、みな飛び上がった。

「なんだ？　トラブルか？」

「爆破だ！　バーゼルがまた来たぞ！」

「なにいっ、あいつは警察だろ？」

「どこだ！　爆破は！」

「保ほ管かん室しつ──いえ、作業室です！　やっぱり『死の舞ぶ踏とう』を狙ねらってます！」

　怒ど号ごうと泣き声が錯さく綜そうし、彼らは爆発が続く作業室の方へと向かった。火か薬やくが少ないのか、一回一回の爆破の衝しよう撃げきはさほどないが、一分も待たずに次の爆破が行おこなわれるので、放っておけば作業室が全ぜん壊かいしてしまうだろう。

　その作業室では、

「『死の舞踏』よ！　私はとうとう来た！　おまえに会う為ために私がどんな苦労を重ねてきたか、そなたは知る由よしもないであろう！　さあ、今こそ私の前にその姿を現あらわし、私の血となり肉となり、尊とうとき調べとなるがいい！」

　ダイナマイトを全身にくくりつけ、高こう笑しようしながらバーゼルは突き進んでいた。もちろん、目め指ざすは「死の舞踏」の復ふく元げん品ひんである。作業室の壁かべは三さん束たばで吹き飛んだが、現れた警備員たちを撃げき退たいする為に、ダイナマイトを投げまくり続けているのだ。

　もはや、彼の進軍を止められる者はいなかった。

　そして。

「これか！」

　作業室のいちばん奥に立てかけられた、大きな絵を発見し、バーゼルは駆かけ寄った。

「おお……」

　絵の前でバーゼルは膝ひざをつく。爛らん々らんと獰どう猛もうに輝かがやく目で、絵を食い入るように見た。

　それは、まさしくマルタ・ココの『死の舞踏』の復元品だった。展示室に飾かざってあるレプリカなど足あし下もとにも及およばない、魂の脈動を感じさせる力強い絵だった。薄うす暗ぐらい、大きな天窓から差し込む月明かりで見ているせいか、その凄せい惨さんさは際きわ立だっている。

　とてつもない恐きよう怖ふのパワーを感じ、バーゼルは全身総そう毛け立だった。

　死の恐怖に青ざめた、人、人、人。おぞましげで奇き怪かいな舞踏！

「これが、これがマルタ・ココの『死の舞踏』……おお、おお、私の内なる宇宙から、なにか熱いものが噴ふき上がってくるのを感じる……！　これは、まさに宇宙の始まりの爆発と同じ！　私の中の秘められた力の爆発を感じる！　すばらしい、私の勝利だ！」

　バーゼルは狂きよう喜きに打ち震ふるえ、膝をついたまま両手を高々と挙あげて、力のかぎりに叫さけんだ。その背はい後ごから警備員が忍しのび寄ってくるのにも気づかずに。




　一方、人々が作業室に集まっている最中、初めにバーゼルが「誤ご爆ばくして」空あけた保管倉そう庫この穴に、五つの影が現れた。

　言わずと知れた、「六月の花はな嫁よめ」窃せつ盗とう団だんの面々である。

　バーゼルの騒さわぎに美術館のスタッフが出払ったところを見み計はからって、五人は保管倉庫に忍び込んだ。さすがに仕事中は誰だれも無む駄だ口ぐちを叩たたかない。

　ヘンリエッタが指を鳴らし、五人は散開して目的のものを捜さがす。すぐに、

「みんな」

　ロザモンドの声に、全員彼のもとに集まる。ロザモンドは棚たなに置いてあった箱を仲間に見せた。ラベルが貼はってあり、「マルタ・ココ　死の舞踏　原げん画が」と書いてある。復元作業で使ったばかりだから、発見しやすい位置に置かれてあったのだろう。

　彼らは頷うなずきあうと、忍び込んだついでとほかの美術品をいくつか見つくろい、騒ぎに乗じて美術館をあとにした。

　街まちは真ま夜よ中なかだというのに美術館の騒ぎに目め覚ざめ、警察が動き出していたが、彼らは呼び止められることもなく、無ぶ事じ、アジトにたどり着ついた。

「やったあ！　こんなにうまくいくとは思わなかったよ！」

　覆ふく面めんを剝はいで開かい口こう一番、ヘンリエッタが歓かん声せいを上げた。手を叩いてはしゃぐ彼女に、

「もう、ヘンリエッタったら子供なんだから。みっともないわよ」

　と窘たしなめるジョリーも、顔は嬉うれしそうだ。彼女らがまともな美術品をまともに窃盗したのは、前の首しゆ領りようであったジョリーの父親が警察に捕つかまって以来、初めてのことだった。

「ま、俺おれたちの手にかかれば、ざっとこんなものさ。今回はあの変へん態たい作曲家さんに礼れいを言わなくちゃだけどな」

　小さな金きんの刻こく印いんを持ってきたスティーヴンが、誇ほこらしげに胸を張って言う。

「俺たちの噂うわさを聞いて、出ていっちまったおっちゃんらも帰ってくりゃいいのにさ。もっとも役やく職しよくは全部埋うまっちまってるけど！」

「あら、役職なんて決めてあったかしら？」

「なに言ってんだよ、今さら。ヘンリエッタはリーダー、ロジャーは脳のうみそ、ケネスは技術部長、俺は情報部長。んでもって、ジョリー、おまえはパパの代理──首領代だい理りじゃねえか」

「いやあね、リーダーって言ったら首領のことに決まってるじゃない。常じよう識しきだわ」

「いいの、いいの、細こまかいことは気にしなあい」

　久々の大仕事に、スティーヴンとジョリーははしゃいで、浮かれた会話を続ける。いつもは暗く内に籠こもりっきりのケネスでさえ、セーターの首から顔を出し、わずかに頰ほおを紅こう潮ちようさせて二人の会話を聞いていた。

　ロザモンドも楽しそうに聞いていたが、ヘンリエッタの顔が曇くもっているのに気づき、

「どうしたんだい、ヘンリエッタ。あまり嬉しそうじゃないね、仕事が成功したのに──バーゼル氏のことを気にしてるのかい」

　心配そうなロザモンドの声で、ほかの三人が振り返る。

　ヘンリエッタは眉み間けんにしわを寄せ、今盗ぬすんできたばかりの箱を睨にらみつけていた。ロザモンドの声も耳に届とどいていないようだ。

「ヘンリエッタ？」

　ロザモンドに肩かたを叩かれて、ヘンリエッタは飛び上がった。見るも哀あわれなほど動どう揺ようして、

「な、なんだい？」

「どうしたんだ、なにか悩なやみごとでもあるのか」

「な、悩みごとなんて、そんな、ないよ。仕事はこううまくいったし。ねえ？」

　とか言いながら、笑顔が妙みように不自然だ。ロザモンドは困こん惑わくし、助言を求めてスティーヴンとジョリーを見た。二人も考えてみたが、悩みの原因が思い当たらない。

「当人がなんでもないって言うなら、そうなんだろうさ。それより、お宝見てみようぜ、天才作曲家があれほど執しゆう着ちやくした絵を、いざご開かい帳ちようーっ」

　スティーヴンが陽気に節をつけながら、「死の舞ぶ踏とう　原げん画が」と書かれた箱の蓋ふたを開けようとした。それより早く、稲いな妻ずまのごとき勢いでヘンリエッタが箱を奪うばう。

「わっ。な、なんだよ、ヘンリエッタ」

　いきなりのことにスティーヴンが目を白しろ黒くろさせる。ヘンリエッタはひどく慌あわてて、

「だ、だめ！　開けちゃダメだよ！　とんでもない！」

「はあ？」

　ヘンリエッタの剣けん幕まくにスティーヴンは呆あつ気けに取られ、それからロザモンドを見た。彼もぽかんとして、ヘンリエッタの奇き異いな行動が理解できない。

「開けちゃダメって、なんでさ？」

「な、なんでって……」

　追つい及きゆうされたヘンリエッタは口ごもる。言った方がいいのかよくないのか、逡しゆん巡じゆんしているようだ。

　ロザモンドが優やさしい口く調ちようで、

「ヘンリエッタ、一体どうしたんだ。言ってくれれば俺たちはヘンリエッタに従したがうよ」

「…………」

「ヘンリエッタ」

「わ、分かったよ。実は……」

　ヘンリエッタは観かん念ねんして、低い声でぼそぼそと、昨日きのう教会で聞いてきた絵の呪のろいの話を語り始めた。

「……それで、あたしもそんなはずないと思って、偶ぐう然ぜんだと思って、みんなに言わなかったんだ。でも、いざ現物を前にしてみると……もしかしたら、もし万が一に呪いが本当だったら、って考えたら、蓋を開けるのが怖こわくなってさ」

　悄しよう然ぜんとうなだれるヘンリエッタ。自分が盗み出そうと言った手前、呪いがあるとは言いだしにくかったのだろう。

　ヘンリエッタの話をほかの四人は神しん妙みように聞いていたが、彼女が語り終えたところで、スティーヴンが、

「つまり、蓋を開けたら盗人ぬすつとの絵があって、俺たちの誰かが死ぬかもしれないってこと？」

　ヘンリエッタは頷うなずく。その途と端たん、スティーヴンは大声で笑い出した。

「こりゃいいや！　俺たちの誰かに呪いがかかるなんて、すっげえや！　一体誰のなんの為ための呪いなのかな？　傑けつ作さくだぜ！」

「ちゃんと真ま面じ目めに聞きな！　あたしは真しん剣けんなんだよ！」

　げらげら笑い続けるスティーヴンに、ヘンリエッタは腹を立てて怒ど鳴なった。すると、スティーヴンは炯けい々けいと目を光らせて、

「そんなことあるわけないさ、ヘンリエッタ。絵が変わるなんて非常識だ。噂うわさは噂だよ」

「でもね！」

「実際に開けてみればいいのさ。盗人の絵が出てくれば本当、違ったら単なるデマだったってことだ。開けてみりゃいい」

　きっぱり断言すると、勇気あるのか無む鉄てつ砲ぽうなのか、スティーヴンはヘンリエッタの手から強ごう引いんに箱を奪うばい返した。

「スティーヴン！　そんなに急いで結論出すことないだろ。ちゃんと調べてからでもいいじゃないか」

「蓋を開けなかったら呪いが待ってくれる保証でもあるのかよ、俺たちはもう盗んじまったんだから、おんなじだよ！」

　腕を摑つかむロザモンドの手を振り払い、スティーヴンはばっと箱を開けた。ヘンリエッタとジョリーが小さく悲ひ鳴めいを上げて身を縮ちぢめる。

　しん……と沈ちん黙もくの時間が流れた。

「……スティーヴン、どうだった？」

　声をひそめてロザモンドが尋たずねた。スティーヴンは魅み入いられたように箱を見つめている。

「スティーヴン？」

「……これ、盗人、じゃねえよな？」

　箱ごと差しだされた絵をロザモンドは覗のぞきこんだ。そして、うっと呻うめく。

　薄うす気き味み悪わるい絵だった。ハープを奏かなでる死しに神がみと戯たわむれる人間を描いた絵だ。怖いというより生理的嫌けん悪おを催もよおす。見ていると気分が悪くなってくるのだ。

　そして、絵の下には古い言こと葉ばで、「市議会議員」と書いてあった。

「……ああ、盗人の絵じゃない」

　震ふるえる──というよりは痺しびれているような手で、ロザモンドは次の絵をめくる。下の「商人」の絵が出てきた途端、不思議なことに今まで感じていた腹はらを突き上げるような不ふ快かい感かんが、すうっと消えた。それは一いつ緒しよに見ていたスティーヴンも同じで、

「あ……あれ？　なんか楽になった？」

「どうやら、呪のろいは冗じよう談だんだったようだな」

　ロザモンドは大きく肩で息をついた。そして、怯おびえた表情のまま立ちつくすヘンリエッタに向かって、

「ヘンリエッタ、大だい丈じよう夫ぶだったよ。絵は変わってない」

「本当？」

　ヘンリエッタとジョリーもおそるおそる箱を覗きこんだ。露ろ骨こつに顔をしかめ、不快を表す。だが、一方で絵が変わらない──呪いが真実でなかったことに、どっと気が抜けたようだった。

「もう……ヘンリエッタは人ひと騒さわがせなんだから。絵が変わるわけないわよ、常識よ」

　ジョリーのいつものセリフに、ケネス以外の一同は笑った。ヘンリエッタも「ははは」と乾かわいた笑いを口にする。みなホッとしすぎて、力が抜けたのだ。

「それにしても薄気味悪い絵ね。何枚あるの？」

「配はい置ち図ずがあるぜ。ひい、ふう、み……よし、全部このとおりに並べてみるか」

　スティーヴンの提案で、五人は部屋を片づけて、絵を構こう図ず通りに並べてみることにした。

「あら、人間以外の絵もあるのね」

「ピアトロの日記だと六十枚あるそうだよ」

「ロジャー、日記は全部読んだのか？」

「いや……ヘンリエッタが本を貸かしてくれないんだ」

「日記に頼たよったらあたしたちの手て柄がらにならないって言っただろっ」

「じゃあ、もう盗ぬすみ終えたんだから、読んでみてもいいんじゃないかしら」

「それはそうだけど……」

　ジョリーの言葉にヘンリエッタは渋しぶ々しぶ同意する。ロザモンドは心配になって、

「ヘンリエッタ、なにかまだ気になることでもあるのかい？」

「ん……だってさ、呪いが単に噂うわさだったなら、メレディスさまが失しつ踪そうした原因は別にあるんだって思ったら、知りたいような知りたくないような……」

　そう言うと、ヘンリエッタは真しん剣けんな顔で悩なやみこんだ。そんな心配には付き合っていられなかったので、メンバーは作業を再開し、ロザモンドもため息をついて手を動かし始める。

　そのうち、下絵をさばいていたスティーヴンが頓とん狂きような声を上げた。

「あっれえ？　もうおしまいだぜ？」

「一枚足たりない、か」

　ロザモンドが手を置いている部分が、確かに一枚分絵が抜けている。ヘンリエッタは顔を上げた。

「六十枚ないのかい？」

「ああ、五十九枚だ」

「なんだい、あの子。今日中に見つかるようなこと言って、まだ見つけてなかったのか。やっぱり子供だね」

　ヘンリエッタは憮ぶ然ぜんと言った。その可能性は考えなくもなかったが、ウィルよりも先にバーゼルに接せつ触しよくしなければならなかったので、今夜決行せざるを得なかったのだ。

「ねえ、なんの絵がないの？」

「天てん文もん学者」

「どうする、ヘンリエッタ。揃そろわないとやっぱりダメかい」

「あったり前だろ。大丈夫、ある場所は分かってるんだ、あたしに任まかせておきな」

　そう言ってにやりと笑うヘンリエッタには、もう不安の暗い影はなかった。




　翌朝、ウィルはドアを乱らん暴ぼうに叩たたく音で起こされた。窓の外を見ると、まだ朝あさ靄もやがかかっている時間だ。

「誰だれだあ？　エド？」

　わがままな祖そ父ふに文もん句くを言いながらドアを開けると、

「ゴーダさん！　彼が大変なんです！」

　そう泣き叫さけびながら抱きついてきたのは、若い娘だった。彼女の方が背が高いので、屈かがみ込むようにウィルに抱きつき、おいおいと泣いている。

　ウィルはすぐには彼女が誰だか思い出せなかった。

「え？　え？　あー、えーっと、ミューズ・ルーシィさん？」

　ウィルに「死の舞ぶ踏とう」を捜さがせと依い頼らいした当人だ。では、「彼」とはダン・バーゼルのことだろう。

「か、彼が大変なんです、彼、彼、警察に捕つかまっちゃったんです！」

「あー、それなんだけどねえ」

　ウィルはどうしたものかと頭を搔かいた。バーゼルを警察に突っ込んだ張本人としては、なんとも説明しにくい。

「一昨日おとといさあ、俺が美術館に行ったときだね──」

「一昨日？　そんな昔の話じゃありません、ゆうべのことです！」

　ぼろぼろと涙なみだを流すミューズ。そのころにはマギーもバズも起き出してきて、この年上の女のありさまを、ぽかんと見つめた。

　ウィルは困こん惑わくして、

「ゆうべって、バーゼルさんは一昨日から留りゆう置ち所じよに入ってるはずだけど？」

「そこを抜けだして夜中に美術館に押し入って、手当たり次し第だいダイナマイトで吹ふき飛ばした挙あげ句くに、『死の舞踏』の復ふく元げん品ひんを破は壊かいして、自分も火傷やけどを負おって警察病院に収しゆう容ようされてるんです！　ああ、なんてことでしょう！」

　そうミューズは一気に捲まくし立たてた。それを聞いた子供たちの目が点になる。

　バーゼルが牢ろう屋やを抜けだしたのはともかく、復元品を破壊したなどと言われては、自分たちは一体なんの為に下絵を捜していたのか。

「まあ、そうなる予感はあったわよね」

　マギーが投げやりに言った。たしかに予感はあったが、実際にやられるとショックは大きい。

　ウィルはぼりぼり頭を搔かくと、

「やっぱりあの絵も気に入らなかったってことか。ミューズさん、警察病院なら知り合いがいるから、行こう。バズ、マギー、先にシュルツ家に行ってて。あとから行く」

「あっ、あたしもっ」

　マギーが慌あわててついてこようとしたので、

「いいよ、こっちは一人で。警察病院なんかにぞろぞろ行けないし。それより、早くグランビーさんちの絵を見つけろよ」

　ウィルはミューズを廊ろう下かに追い出し、自分も出て素す早ばやくドアを閉めた。

「ウィルのいじわるーっ！」

　マギーの癇かん癪しやくを起こした声をドア越ごしに聞きながら、ウィルはミューズを押して、朝の街まちへと出ていった。




　病院の前にはバーゼルのファンが屯たむろしていて、なかなか中に入れなかった。顔見知りの警官を見つけ、ようやく面談することができたのは、太陽がかなり高くなってからだった。

　バーゼルは全身包ほう帯たいだらけになって、ベッドに横たわっていた。

「ああ、なんというお姿に！」

　バーゼルを見るなりミューズは駆かけ寄った。おいおいとベッドにすがりついて泣く。

　その騒ぎに目が覚さめたか、バーゼルがうっすらと瞼まぶたを開いた。そして、傍かたわらのミューズを見たが、すぐに興きよう味みを失ったようで、遠い目をして、

「ああ……本物はどこにあるのだ……『死の舞踏』……あれを見ぬかぎり……私の夜は続き、朝は来ない……神は私に、永えい劫ごうの闇やみの中を這はい回れと言うのか……」

　蚊かの鳴くような声で呟つぶやくバーゼル。こんな体になっても、あくまでも傲ごう慢まんでいる。

　それを聞いたミューズは、感動しているのか悲しんでいるのかよく分からない表情で、

「ああ、なんというお方なの！　まさにこの世に音楽を創つくりだす為だけに生まれてきたお方だわ！　お任まかせください、私が必ず本物を持ってまいります！　捜し屋さん！」

　いきなり、ぐわしっとミューズに手を摑つかまれ、ウィルは反射的に身を引いた。だが、彼女はそれを許さず、細い腕のどこから出てくるのか、凄すさまじい力でウィルを引っ張って、

「お願いします、この人の為に一いつ刻こくも早く絵を持ってきてください！　お願い！」

「で、でも、バーゼルさんが自分で復ふく元げん品ひん壊こわしちゃったんだぜ。オリジナルは百年前に戦争で破は壊かいされちゃってるんだ、もうないよ」

　逃げ腰でウィルは言いわけする。本当はこれ以上関かかわり合いを持ちたくなかったのだが、ミューズはきっぱりと、

「いいえ！　彼があると信じているかぎり、どこかにあるはずです！　捜してください、地の果はてまで追いかけても！　お願いします！」

「そんな、むちゃくちゃな」

　ウィルはほとほと困こまり果て、逃げ場を捜して辺あたりを見回した。すると、部屋の入り口に見知った顔──ダゴベルトが佇たたずんでいて、ウィルと目が合うと手て招まねきをしてくれた。ウィルはほっとして、

「俺、ちょっと警察の人と話があるからっ」
















　なんとかミューズを振り払い、ダゴベルトのところへ駆かけていく。そして、その腕を摑むと、逃げるように廊下を歩きだした。

「おい、あの娘はいいのか？」

「いいんだ、来てくれて助かったよ、ダグ。俺になんか用？」

「おうさ。おまえ、マルタ・ココの『死の舞ぶ踏とう』について調べてるって言ってたよな」

「うん。バーゼルさんが復元品爆破しちゃったって聞いたけど」

「ゆうべな。残念ながら」

　ダゴベルトはしょうもなさそうに肩をすくめた。

「警察の牢ろうを破って、逃げちまうならそれでいいんだが、そのまま美術館に押し入って、ダイナマイトで作業室を爆破しまくったときたもんだ。まったく、前代未み聞もんの話だよ」

「やっぱり絵を見る為に？」

「らしいぞ。警備員の話だと、なんでも、復元品を見て大変感かん激げきしてたんだが、いきなり『やっぱりこれは違う！』って叫さけんで、あとは暴あばれまくりの爆破しまくりだったそうだ。それで美術館のスタッフにも何人か怪け我が人にんが出た、幸さいわい重じゆう傷しよう者しやはなかったがな。

　そのスタッフがバーゼルに気を取られている間に、保管倉そう庫こから美術品が盗ぬすまれた」

　ウィルは足を止めた。渋じゆう面めんのダゴベルトを仰あおぐ。

「火か事じ場ば泥どろ棒ぼうってこと？」

「いや。どちらかっていうと計画犯だな。バーゼルを留りゆう置ち所じよから逃がしたのは奴やつらの仕し業わざだ。奴らはバーゼルに『死の舞踏』の本物を見せてやると連れ出して、囮おとりに使ったわけだ。奴らの盗んでいったものの中には『死の舞踏』の下絵も入ってるそうだ」

「えーっ!?」

　ウィルは頭を抱かかえたくなった。弱り目にたたり目というのはこのことだろう。

「美術館の作業室室長はなんて言ってる？」

「サニー・カートラルか？　彼女はいつもと変わらないよ、おっかないおばさんだ。でも、朝になったらおまえを呼ぶつもりだったようだぞ」

　どうせサニーも、下絵を捜してこいと依い頼らいするつもりなのだろう。警察は美術品を取り戻もどすことよりも、犯人の検けん挙きよに全力を費ついやすので、依頼がこっちに来るのは自然だ。

　ウィルはダゴベルトを見上げて、

「犯人は目星ついてるの？」

「裏うらの世界では、どうやら『六月の花はな嫁よめ』団の仕業という噂うわさが出てる」

　そう言ってダゴベルトは自分の首くび筋すじを撫なでた。困こん惑わくしたときの彼の仕草だ。ウィルもきょとんとした。

「あれ？　確か、その窃せつ盗とう団だんは……」

「ああ。去年おもだったメンバーは捕つかまえて、コルドラ刑務所に送り込んだよ。消しよう滅めつしたと思ってたんだが、残党がいたか、或あるいは別のグループが名をかたったか。首領のベックにゃあ一人娘がいたはずだが、まだ十歳だしなあ。しかし、いい腕の鍵かぎ屋やがいるぜ。警察の錠じようを四つも開けていきやがった」

　敵ながら感心しているらしく、ダゴベルトは呆あきれて言う。

「六月の花嫁」窃盗団については、ウィルも少々知識があった。かなり前から活動していた窃盗グループで、ゼフィッツイを中心に美術品の窃盗を行っていた。彼らによる盗品の回収をエドが引き受けたことも記憶にある。去年、首しゆ領りよう以下五名が御用となったが、裏の世界ではかなり名の通った窃盗団だった。

「バーゼルの話だと、犯人グループは五人、リーダーは女だったそうだ」

「女」

　ウィルは顔をしかめた。なにか引っかかるものを感じたのだ。

（五人グループでリーダーが女。しかも、縁えん者じやが投とう獄ごくされてる……どっかで聞いたような話だよな）

　実際は「どこか」どころではなく、つい最近、誰に聞いたかもウィルはばっちり覚えていたのだが、あまり考えたくなかった。

（てっきりバーゼルに興きよう味みがあると思ってたけど──バーゼルが執しゆう着ちやくする「死の舞ぶ踏とう」の方に興味があったのか、ヘンリエッタの奴）

（こういう再会の仕方はしたくなかったよな）

　たった半日のつきあいとはいえ、好感を持って別れたので、犯人が分かってもあまりいい気持ちはしないウィルだった。反対に苛いら立だちを覚え、頭をぼりぼり搔かく。

「ウィル、おまえなにか知っているのか？」

　ダゴベルトがウィルの態度に勘かんづいたか、不ふ審しんそうに尋たずねた。ウィルは慌あわてて首を振って、

「知らないよ、俺、しばらくゼフィッツイにいなかったし。それより、情報ありがとう、絵を見つけたらちゃんと犯人の情報回すよ」

「ああ、頼たのむな」

　それ以上はダゴベルトは追つい及きゆうせず、ウィルの肩に手をポンと置いた。信しん頼らいしているぞ、という意い思し表示だ。

　警察が絡からむ仕事の場合、ウィルはダゴベルトと情報をやりとりしている。だが、

（ごめん、ダグ。今回はギヴアンドテイクの法ほう則そくが守れないかもしれないや）

　ウィルは良心が咎とがめたが、まだヘンリエッタが犯人と決まったわけではないと、自分に言い聞かせた。

「ダグ、俺サニーのところに行ってくる。バーゼルさんのところにいる彼女、適当に追い出しといて」

（追い出すことができたらな）

　心の中でそう付け足たすと、ウィルは急いで病院を出た。




　さて、怒いかり心しん頭とうといった具合のマギーと、そのマギーに今日こそは格かつ好こういいところを見せようと張り切っているバズは、朝早くからシュルツ家へ三日目のアタックにやってきた。

「ウィルのばかっ、あたしはアシスタントなのに、なによ、もう」

　マギーは文もん句くを垂たれっぱなしだが、バズはそれは聞こえないことにして、意い気き揚よう々よう、

「さあマギー、今日はグランビーさんのお父さんの部屋を重点的に調べよう！」

「勝手にやればいいじゃない」

　出で鼻ばなを挫くじく冷たい口調でマギーが言い返す。八つ当たりされてバズはがっかりしたが、今日の彼はパワーが違う。すぐに気を取り直し、

「でも、ここでぼくたちの力で絵を見つけることができたら、ウィルをあっと言わせることができるよっ。チャンスじゃないか」

「チャンスねえ……」

　マギーは考え込んだ。

（もし、ここで絵を見つけることができたら、ウィルもあたしを戦力の一つって考えてくれるに違いないわ。そうしたら、もう置いてけぼりなんて食わされずにすむかも）

「そうね……そうだわ、バズ、絵を捜すわよっ。ウィルが来る前に見つけなくちゃ！」「う、うんっ」

　思おも惑わくは微び妙みように食い違うが、ともかく意見は一致し、二人は老ろう執しつ事じに頼たのんでグランビーの父親の部屋に赴おもむいた。

　バズは足首まで埋うまる絨じゆう毯たんの真ん中に立って、人差し指を振りながら、

「ぼくが二日間かけて家や捜さがしした結果、これだけ捜して見つからないってことは、グランビーさんのお父さんは下絵をどこかに故こ意いに隠した可能性が高いということが分かった。ということは、なにか手がかりになるようなものがあると思うんだ。隠した場所を書いたメモとかね」

「そんなのあるかしら？」

　憮ぶ然ぜんとマギーは疑ぎ問もんを提てい示じする。

「二度とあんな絵見たくない！　なんて思ったら、メモなんか書く必要ないじゃない。忘れちゃった方が好こう都つ合ごうなんだし。大体、彼はなんで絵を隠したのかしら」

「それは、やっぱり呪のろわれて──むぐう」

　バズが余よ計けいなことを言いかけたので、とっさにマギーは彼の口を手で封ふうじた。

　監かん視しする為ためか便べん宜ぎを図はかる為か、ずっと二人にくっついて来る執事をマギーは一いち瞥べつして、小声で、

「バカね、父親が呪い殺されたなんて聞いたら、グランビーさんが気を悪くするでしょっ」

「う、うん。ごめん」

「それで、さっきの話だけど、呪われたから絵を隠したなんて変じゃない？　死んでから初めて、ああ呪われたんだ、って分かるものでしょ」

「いや、病気で死んだ可能性もあるじゃないか。そうしたら、死の直前に隠したとか」

　ぼそぼそと、部屋の真ん中に座すわりこみ、二人は相談しあう。傍はた目めから見れば子供が遊んでいる光景にしか見えなかったが、二人は今、必死に知ち恵えを絞しぼりあっていた。

　マギーはウィルの真ま似ねをして腕を組み、扉とびらのところに佇たたずんでる老執事に向かって、

「ねえペシー、グランビーさんのお父さんはどうして亡なくなられたの？」

「チェルザー川にお落ちになられましたのでございます」

「じゃあ事故ってことね。その前に、自分は死ぬんじゃないかとか言ってなかった？」

「いいえ。至いたってお元気でおられました」

　老執事は事じ務む的てきな口く調ちようで答える。マギーとバズは顔を見合わせた。そして、バズが、

「もしかして……彼が亡くなったのは、『死の舞踏』の下絵を手に入れた直後？」

「そうでございます」

　明めい快かいな執事の返事に、二人は大きくため息をついた。







　８　絵をさがそう　第二段階







　マギーとバズはなにか変だと思いながら、先代イヴァン・シュルツの部屋を漁あさり始めた。

　イヴァン・シュルツはせっかく手に入れた絵を、なぜ隠かくしたのだろう。呪のろいがかかると知っていたなら、最初から手に入れなければよかったのだ。

　それとも、手に入れてから呪いのことを知ったのだろうか。いや、それなら絵を隠す前に、さっさと手放そうと考えるのが普通ではないか？

（変な話だ。なんか妙みようだ）

　そう思いながらも、だからどうするということもできず、二人は黙もく々もくと部屋を漁っていた。本ほん棚だな、机つくえの中、チェスト、果はては絨じゆう毯たんの裏うらまでひっくり返して調べたが、それらしきものはない。

　マギーが本棚の本を一冊一冊めくっている間、バズは部屋の隅すみにあったドアに気づいた。廊ろう下かに続く扉とびらの半分くらいの大きさで、クローゼットにでもなっているようだ。

「ペシーさん、ここはなんですか」

「そこはお手洗いでございます」

「…………」

　バズは問題のドアをじっと凝ぎよう視しした。

（なんでこんな部屋の中にいきなりトイレがあるんだろう）

　トイレと言えば、村では家の外にあり、アパートでは共同用が一階にある。街まち中なかでは未いまだに往おう来らいの隅で用を足たしている人間を見かけたりするので、個人用トイレというのはなかなか不思議なものだった。

　とりあえずバズは中を確かめようとした。ドアを開いてみて、まばゆい金色にぎょっとする。

　イヴァン・シュルツの私室のトイレは、金きん箔ぱく張ばりの豪ごう華かな個室だった。あまりの眩まぶしさに目がちかちかしてくる。便べん座ざまで黄金だ。

（か、金持ちって、一体……）

　昨日きのう見せられたグランビーの趣しゆ味みといい、彼らは一体なにを考えて生きているのだろう。バズは目眩めまいがして、もう見たくないとドアを閉めようとした。そのとき、金色の壁かべになにか傷がついているのを発見する。

「？」

　なにか文字のようにも見える。バズはためらいがちに中に入ってみた。

　その傷は便座に座すわってちょうど手が届とどく位置にあった。なにか釘くぎのような硬かたく尖とがったもので引っかかれたものだ。

（やっぱり字だ。えっと……絵は時計の中に……時計の中に!?）

　バズはとっさに壁に張りついた。間違いない、「絵は時計の中に」と書いてある。

「マ、マギー！」

　上うわ擦ずった声で叫さけぶと、マギーが怪け訝げんそうな表情でやってきた。

「なにやってるのよ、こんな狭せまいところで……」

　文もん句くを言っていたマギーが、金の個室を見てあんぐり口を開き、言こと葉ばをなくす。そんな彼女の手をバズは引っ張って、問題のメモを見せた。

「ほら、これ！　これ見てよ！」

「え？　ああ、傷がついてるわ……『絵は時計の中』……？」

　マギーがきょとんとバズを見た。意味が分からないのではなくて、こんな明確な手がかりを得て信じられない、そんな様よう子すだ。バズは頷うなずいた。

「これが下絵の隠かくし場所だよ！　間違いない！」

「でも、こんなところにメモなんかとるかしら？」

「考えごとをするには快かい適てきな場所じゃないか。明るいし、なんかトイレって感じはしないし、しかも、一人になれる。執事さんもここまでは一いつ緒しよに入ってこないだろ？　よし、時計だ、時計。ペシーさん、家中の時計に案内してください！」

　やはり一人よりも二人、しかもマギーがいるとバズの頭はひどく冴さえてくる。彼は潑はつ剌らつと老執事に声をかけた。




　ウィルは警察病院を出ると、まっすぐカディスバーク美び術じゆつ館かんに赴おもむいた。美術館はゆうべの騒さわぎで封ふう鎖さされていたが、ウィルが来ると警備員はすぐに通してくれた。一昨日おととい、彼がバーゼルを取り押さえたのを覚おぼえてくれていたのだ。

「カートラルさんなら作業室の片づけをしているよ」

「ありがとう」

　ウィルが作業室に行ってみると、無む惨ざんに穴あなの空あいた建物が目に入った。

「うわあ、派は手でにやらかしたなあ」

　思わず感心してしまう。

（火か薬やくの分量は控ひかえてあるな。まったく、誰がバーゼルに爆ばく弾だんなんかやったか知らないけど、ここまで気配りするなら最初から渡さなきゃいいのに）

　呆あきれながら渡り廊ろう下かを歩いていると、ひそひそ声が裏うら庭にわの方から聞こえてきた。なんとなしに足を止めて聞いてしまう。

「……死ぬと思うか？」

「どうかしら。一枚ならいざしらず、五十九枚全部盗んだんでしょ」

「私は死ぬ方に賭かけるわよ。だって、そうじゃなくちゃ今まで死んだ人の立場がないもの」

「でも、『天てん文もん学者』はどうなるんだ。『投とう資し家か』になるのか？」

「所有者は契けい約やく上、もううちになってるんでしょ。今までは『学芸員』があったからいいけど、これからはどうなるの」

「私は呪のろいがかからない方に賭けたのよ。今さら条件が変わるなんて酷ひどいわ」

「そんなことより、『学芸員』がまた出てくる可能性もあるってことだぞ！　俺おれたちはどうなる！」

　密ひそやかに、緊きん迫ぱくした様よう子すで、四人の男女が囁ささやきあっている。ウィルは柱はしらの陰かげに隠かくれて聞いていたが、話の重大性に顔を強こわばらせ、いても立ってもいられず、最後まで聞かずに作業室に飛び込んだ。

　作業室の室長サニー・カートラルは爆破でゴミになった木もく片へんを片づけていた。それを見つけたウィルは、

「サニー！　てっめえ、俺になんの仕事を依い頼らいした！」

　ウィルの怒ど号ごうに作業室にいたスタッフが驚おどろいて振り返る。いきなり怒ど鳴なられたサニーは、顔をしかめて彼のそばまでやってくると、

「まあ、ウィル、失礼ですよ。年長者への口のきき方も知らないなんて」

　そう言って、サニーはウィルの頰ほおをつねりあげた。ウィルはその手をはたき落とす。その態度に、彼が本気で怒っているのだとサニーも悟さとったらしく、しかたなさそうに頭を振ると、

「私になにを聞きたいのです？」

「『死の舞踏』の下絵、あれには呪いがあるって知ってただろっ」

「ええ」

「それで、そいつで賭けをしてやがったな！　一体どういうつもりで俺に仕事を押しつけたんだ!?」

「おや、ばれてしまったようですね」

　ウィルの剣けん幕まくにもかかわらず、ほほほ、とサニーは笑った。

「安心しなさい、ウィルには関係のないことなのですよ。これは私たちとグランビー・シュルツ氏の間で決められた賭けなのだから」

「グランビーさんが？」

　意表を突く名前に、ウィルは勢いきおいを失い、訝いぶかって聞き返した。

「ここのスタッフが、次はなんの絵が出てきて、誰が呪いの犠ぎ牲せいになるか賭けてたって話は？」

「まあ、そんなことを？　困こまった人たちですね、すっかりグランビー・シュルツ氏の影えい響きようを受けてしまって」

　苦にが々にがしくサニーは言った。どうやらこちらは本当に彼女の預あずかり知らぬことだったようだ。

　サニーは自分たちを見ているスタッフに向かって手を叩たたき、作業を再開するよう命令した。それからウィルに向かって、

「それは私の知らないことですよ、あとで注意しておきましょう」

「じゃあ、グランビーさんとの賭けっていうのは？」

「下絵を譲ゆずっていただけるよう頼たのみに行ったとき、彼が言いだしたのです。賭けをしようと。彼も絵の呪いの噂うわさを知ってましてね、自分が生きているのは絵を隠かくしてある為ためかもしれない、それをわざわざ出して自分で自分の首を絞しめるつもりはないと、おっしゃったのですよ。

『でも、あなたたちは絵がなくては困る。そこでだ、私と賭けをしないか？』」

　サニーはグランビーのきざな口ぶりを真ま似ねして言った。思わずウィルは怯ひるんで、

「な、なんだよ、いきなり変な口く調ちようになって」

「おや、似にていませんでしたか？」

「似てるとかゆー問題じゃなくて、そんなひょうきんなことしないでよ。イメージが狂くるうじゃん」

　憮ぶ然ぜんとウィルは告げる。彼にとってもやっぱりサニーは摑つかみどころのない女性なのだ。

　サニーは「ほほほ」と笑うと、口くち真ま似ねをやめずに、

「『先に契けい約やく書しよにサインをしたあと、自分で捜さがして持っていくがいい。つまり、あなたたちにもリスクを負おってもらうわけだ』──そう言ったのですよ、彼は」

「……つまり、『学芸員』が出てくるか『投資家』が出てくるか、自分たちの命で賭けをしたってことか」

　ウィルは呆あきれて言った。

「俺たちにグランビーさんの持ってる絵が『天文学者』だって教えなかったのも、なにが出てくるか分からなかったから？」

「ええ。『天文学者』と言って、『投資家』が出てきたら偽にせ物ものだと思うでしょう？」

「そりゃそうだけどさ。しっかし、一体グランビーさんはなに考えてるんだ？　サニーもよくそんな賭けで手を打ったじゃん」

　少々咎とがめる口調でウィルは言ったが、サニーは頭を横に振った。

「『学芸員』が出てくる可能性はなかったのですよ」

「なんで？」

「私たち美術館はすでに『学芸員』を持っていたからです」

　そう言ってサニーはほほえんだ。ウィルは息を吞のみ、それからばりばりと頭を搔かきむしった。仏ぶつ頂ちよう面づらで、

「……いつ手に入れた？」

「いちばん最初ですよ。それで当時の館長が亡なくなりました──彼が絵を集めようと言いだしたのですけれどね。

　あの下絵の呪いについては、分からないことが多いのです。私たちが集めてきた五十九枚の絵のうち、人間が描かれているのは四十一枚、そのどれからもそれまでの所有者たちの不ふ幸こうを聞きました。所有者が亡くなると、その絵を継ついだ人間もほどなく不幸に見み舞まわれます。グランビー・シュルツ氏のように絵を受け継いだか受け継いでないのかはっきりしない場合は別として、絵を所有した者は必ず死にます」

「でも、その『はっきりしない場合』ってのも、基き準じゆんがあるわけじゃないんだろ」

「ええ、こういう例外もありますよ。西に住むある貴き族ぞくの話です。彼は人手伝いに下絵を手に入れ、やはり直後に事故によって亡くなられました。その絵は息むす子こによって受け継がれましたが、彼は今でも健在です。なぜだか分かりますか」

　サニーの質問にウィルは首を傾かしげた。状じよう況きようはグランビー・シュルツと同じだが、別の例として出したからには、「絵を隠したから」というのは使えないだろう。

　答えを出せないウィルに、サニーは満足したように、

「ウィルでも考えつきませんか？」

「そんなにすっげえ嬉うれしそうに言わなくたっていいじゃん。悔くやしいなあ」

「答えは分かるはずですよ、私が死んでないことを考えれば」

「へ？　あっ、ちょっと待って。えーっと」

　サニーのヒントでなにか考えがまとまった気がしたのだが、言葉が出てこず、ウィルは唸うなって腕を組み考えこんだ。だが、

「時間切れですよ、ウィル」

「あっ、待ってって言っただろっ」

「答えは、彼が二枚目の下絵を手に入れたからです」

　ウィルの抗こう議ぎを無視して、さらりとサニーは答えた。ウィルは口を尖とがらせて、

「今、分かったのにー」

「負まけ惜おしみはよくありませんよ、ウィル。

　絵が所有者の身分と同じ図ず柄がらになるというのはもう知っていますか」

　不ふ承しよう不ぶ承しようウィルは頷うなずく。

「絵は所有者に合わせて変化します。けれども、同時に同じ絵が二枚以上存在することはない。もしそうであれば、六十枚すべてが揃そろうことに意味がなくなってしまう。マルタ・ココが描いたのは、たしかに六十枚の別の絵なのですから」

　サニーの言葉をウィルは吟ぎん味みした。そして、

「調べてるうちに思ったんだけどさあ、下絵はまるで一ヶ所に集まろうとして、所有者を殺していってるみたいだ、って。その考えからいくと、逆に、集まる一ヶ所じゃ所有者を殺しちゃまずいってことになるよな。だから、二枚以上集めた人間は死なないで済すんだってことになるかな……？」

「そういう結論になりますね、断定はできませんが。実際にこの美術館でも死人が出たのは最初の館長だけです。だから、グランビー・シュルツ氏の申し出は、今までの経験上、私たちにはあまりデメリットがないものだったのですよ」

「ははあ、なるほど。絵を見つけても、『投資家』か『天文学者』のどちらかが出てくるだけで、『学芸員』はどう転ころんでも出てくるはずなかったから、賭かけを承しよう諾だくしたわけだ」

「ええ。それに、所有者になった直後に死ぬと言われてますが、手にして数秒後に死ぬわけでもないのですよ。ですから、たとえ『投資家』が出てきたところで、すぐに美術館に引き取ればグランビー・シュルツ氏に迷めい惑わくはかからない、そう判断したのです。彼には相そう応おうのお礼もしましたからね」

「相応のお礼？」

「油絵を集めるのが趣しゆ味みだから、無名の画家でいいから古い油絵を安く売ってくれと頼たのまれたのですよ」

「ふうん？」

　無名の画家の絵を集めたがる金持ちも珍めずらしいが、片端から集めたがる人もいることはいる。ウィルはそのことは気にしないことにした。

「ともかく、じゃあ、俺たちがグランビーさんのとこから絵を見つけだしても、別に害はないってことなんだな。それでいいんだな？」

　ウィルが念を押して尋たずねると、サニーは返事をせず、露ろ骨こつに視線を逸そらした。ウィルはぴくっと頰ほおをひきつらせて、

「……サニー、なんで黙だまってる？」

「おや、ウィルらしくもない。分からないのですか？」

　ほほほ、と挑ちよう戦せん的な微び笑しようを浮かべるサニー。ウィルは訝いぶかり、それから、

「あーっ！　絵が盗ぬすまれたんだ！」

「ほほほ、今ごろ気づいたなんて、やっぱりまだ子供ですね」

「うっるせえっ。こーゆー場合どうなるんだよ!?　また『学芸員』が出る可能性もあるってことだろ！　あっ、だからここのスタッフの奴やつら、慌あわててたんだな？」

「ウィル、人の忠ちゆう告こくにうるさいとはなにごとですか。さあ、シュルツ家の絵捜しは中断して、盗まれた絵を回収してきてちょうだい。新たな依い頼らいですよ」

「さっさと言えよ、ばーか！」

　ウィルは青あお筋すじを立てて怒ど鳴なり飛ばすと、作業室を飛び出した。

　話を勿もつ体たいぶったサニーに悪わる気ぎがあったかどうかは分からないが、こっちはすでに作業を始めているのだ。このままでは美術館スタッフに犠ぎ牲せいが出るのは必ひつ至しだ。

（そうだ、いつもは俺一人だったから）

　走りながら、ウィルは舌した打うちした。サニーはいつものように、ウィルとは別行動で作業をしている人間がいることなんて考えず、勿体ぶってウィルをからかったのだろう。

（あああ、もう調ちよう子し狂くるうーっ）

　そのとき、進行方向の路地に、どこかで見たような娘が立っているのに気がついた。

　黒いくせっ毛をきりりと結ゆい上げ、男物のパンツ姿の娘だった。そばかすだらけだが美人の部類に入るだろう彼女は、ウィルに向かって手を挙あげ、

「はいウィル、一日ぶりだね！」

　その威い勢せいのいい声でウィルはピンときた。化け粧しようをしていないのですぐには分からなかったが、ヘンリエッタだ。あの声には聞き覚えがある。

　ここで会ったが百年目と、ウィルは勢いをつけると、ぎょっとするヘンリエッタめがけて飛びかかった。二人もろとも倒れこむ。

「ぎゃっ！　な、なにするんだよ、いきなり！」

「そりゃこっちのセリフだ！　今なら間に合うから絵を返せ！」

　ウィルの怒ど号ごうに、ヘンリエッタはさらにぎょっとして、露ろ骨こつに狼ろう狽ばいすると、

「な、なにを言ってるんだい、あたしにはなんのことか──」

「しらばっくれるなよ！　今返したら誰だれにも言わないでやるから、あんたが『六月の花はな嫁よめ』団のリーダーだなんて！」

「な、なんでそれをっ……」

　いきなり指し摘てきされたせいか、思わずヘンリエッタは口走ってしまったようで、慌てて口を手で押さえる。だが、今さらあとの祭りというものだ。

　ウィルはヘンリエッタの両手首を摑つかまえながら、

「ばかっ、警察の情じよう報ほう網もうを甘く見るなよっ。裏の世界じゃもうあんたたちの名前が流れてるんだ、警察は『六月の花嫁』団の仕し業わざだって割り出してる、だから──」

「すごい！　あたしたちの名前も売れたもんだね！」

　ウィルの叱しつ責せきを遮さえぎって、ヘンリエッタが喜びの声を上げた。面食らうウィルをよそに、

「警察があたしたちの名前を知ってるなんて、あたしたちも偉えらくなったもんだ！　これで『六月の花嫁』窃せつ盗とう団だんも復活だよっ」

　生き生きと、目を輝かがやかせて言うヘンリエッタ。とんでもないことを言いだす彼女に、ウィルはしばし絶ぜつ句くしたが、

「こっ──この、ばか！」

　ヘンリエッタの耳元で怒ど鳴なる。目を白黒させる彼女に、ウィルはさらに目を三角にして、

「あんた、前の『六月の花嫁』団の身内なんだろ？　警察はその線から洗い出してくる、あんたみたいな吞のん気きな人間はすぐに捕つかまっちまうぞっ。自分より小さな子供がいるなら、こんな稼か業ぎようから足を洗うんだ、後こう悔かいするのは自分だぞ！」

「あ、あんた、一体……」

　ヘンリエッタの驚おどろきに満ちた表情が、ふっと緩ゆるんだ。訝いぶかる暇ひまもなく、ウィルは脇わきからひょいと抱かかえ上げられる。

「わわっ？　誰だ！」

「やれやれ、ガキのくせにヘンリエッタを押し倒すとは、いい度ど胸きようだよな」

「スティーヴン、ロジャー！」

　ヘンリエッタが叫さけんだ。ウィルが仰あおぐと、青い目の青年が彼を抱え上げ、その背はい後ごに巻き毛の青年がにやにや笑いながら立っていた。

　ウィルは素す早ばやく巻き毛の青年が抱える鞄かばんに目をやった。ちょうど下絵が入るくらいの大きさだ。

「ヘンリエッタ、バレバレだったじゃん。今どきのお子さまは頭がよろしいぜ」

　巻き毛の青年がからかう。

　ウィルは自分を持ち上げる青年をキッと睨にらむと、手足をばたばたさせて、

「なにしやがるんだ、放せよ！」

「わっ。君、大人おとなしくしてくれないか。スティーヴン、助けてくれ」

「ほいよ」

　巻き毛のスティーヴンは胸むな元もとから紐ひもを取り出すと、ウィルを押さえつけ、手早く手首と足首を縛しばりつけた。さすがは泥どろ棒ぼう、と感心したくなるが、縛られた当人としてはそうも言ってられない。

　彼らはウィルを路地の陰かげにずるずると引きずり込んだ。

「ちきしょうっ。人がせっかく忠告してやってるのに！」

「はいはい、ご忠告ありがとうよ。でも、俺たちは後悔なんかしないからさ、ありがた迷めい惑わくだぜ」

「ヘンリエッタ、この子、どうしようか」

　ウィルを捕つかまえる青年──ロジャーことロザモンドが困こん惑わくした様よう子すでヘンリエッタに尋たずねた。彼女は服の埃ほこりを払いながら、

「まずは、『死の舞ぶ踏とう』の最後の一枚の在処ありかを聞かなくちゃ。処分はそれからだよ──まあ、こっちは大体の場所は分かってるんだけどね」

　ふっふっふ、と薄うすい微び笑しようを浮かべていっぱしの悪党の口をきくが、現実味を帯おびて聞こえないのはヘンリエッタの実体を知っているせいだろう。ウィルはばかばかしくなって、暴あばれる気き力りよくも殺そがれてしまった。
















　ウィルは大きく息をつくと、冷静に説せつ得とくすることにした。

「ヘンリエッタ。悪いことは言わないよ、絵を返しな。あんただってあれに呪のろいがかかってるって聞いたじゃないか」

「呪い！　こいつも妄もう想そうにとり憑つかれてるのかい？　やだね、年寄りと子供は怖こわがりで！」

　真剣にウィルは忠告したのに、スティーヴンがげらげら笑って一いつ蹴しゆうした。そんな仲間の頭をヘンリエッタは殴なぐって、

「うるさいよ、スティーヴン。ウィル、あんたの気き遣づかいは嬉うれしいけどね、あの絵に呪いなんかないんだ。一昨日おとといの話は偶ぐう然ぜんか誇こ張ちようさ。だって、あたしたちはあれを手に入れたけど、絵は変化しなかったもの」

「変化しなかった……？」

　意表を突く返事に、ウィルはきょとんとした。

（まとめて二枚以上持っていったからか？　絵はヘンリエッタたちを美術館の代わりにするつもりか？）

　そう考えてみて、ふと疑ぎ問もんにぶつかる。

「……ヘンリエッタ、本当に泥棒の絵はなかった？」

「え？」

「マルタ・ココの描いた下絵には、『泥棒』の絵がちゃんとあるんだ。レプリカにも復ふく元げん品ひんにも描かれてあった。だから、ない方がおかしいんだ。最後の一枚は『天てん文もん学者』だし」

　ウィルの鋭するどい言葉に、三人がぎくりとした表情になった。そして、互たがいを見る。

「……並べたとき、見たか？」

「いや、俺は……」

「ジョリーもなにも言ってなかった──」

　そこまで会話をして、三人はハッと顔色を変えた。同時に、

「ケネスだ！」

　と叫さけぶ。スティーヴンが頭を抱かかえ、

「あいつ、なんでそんな大事なことまで喋しやべらないんだっ」

「『泥棒』の絵があるってことは、俺たちはどうなるんだろう……？」

「ウィル、こういう場合はどうなるのさ!?」

「俺が知るかっ」

　焦しよう燥そうにかられた面おももちで尋たずねるヘンリエッタに、ウィルは冷たく怒ど鳴なった。だが、言ってから彼女たちが哀あわれになり、

「……まあ、小こ手て先さきの技わざというのもあるけど」

「それは!?」

「知りたいなら、この縄なわを外はずしなよ」

　ウィルは憮ぶ然ぜんと縄で縛しばられた手と足を突きだした。スティーヴンがちらりとヘンリエッタを見て確認を取り、不ふ承しよう不ぶ承しよう縄を外す。ロザモンドも彼を地面に下ろした。

「まったく、もう」

　ウィルは縄のこすれた手首をさすると、三人の期待の視線を浴あびつつ、ポケットから紙切れを取りだした。

「絵は？」

「この鞄かばんの中に」

　スティーヴンが差しだした鞄に、ウィルはふだを貼はり付ける。三人がふだを覗のぞきこんだ。

「……『カディスバーク美術館所有物』」

「…………」

「…………」

　無言で三人がウィルを見る。もっとすごい魔ま除よけのふだとでも思っていたのだろう、期待が外れてがっかりしたのと、こんなことで大だい丈じよう夫ぶなのかと不安の表情だ。

　ウィルは仏ぶつ頂ちよう面づらで、

「だから小手先って言っただろ。俺にエクソシストなんかできるかっ」

　実はこの技を考えついたのはマギーである。ウィルもこんなことで効果があるとは思えなかったが、やらないよりはマシだろうと、マギーに強ごう引いんに押しつけられた紙をポケットに入れておいたのだ。

「ともかく、犠ぎ牲せい者しやが出ないうちに美術館に返すんだな。こいつらは一つに集まるまで人を呪い続けるんだ、美術館に置いておけば呪いは無む効こうだったのに」

　言い終わってから、ウィルはハッと口を押さえた。余よ計けいなことを言ってしまったと気づいたのだ。

　ヘンリエッタたちが気づいてくれなければいいと祈ったが、あいにくと彼女たちはそれなりに頭は切れたようだ。

「ふうん、一つに集まるまでねえ」

　ヘンリエッタがやけに納なつ得とくした様よう子すで呟つぶやく。ウィルはとっさに逃げようとしたが、いち早くロザモンドとスティーヴンに捕つかまり、再び縄で縛られてしまった。さらに猿さるぐつわを嚙かまされた挙あげ句く、逃げられないように家の鉄てつ柵さくに縄をくくられてしまう。

「うーっ。はうーっ！」

　ばたばたと暴れるウィルを路地に転ころがすと、ヘンリエッタが、

「悪いね、ウィル。でも、あたしたちはビッグになりたいんだ。もう泥どろ棒ぼう稼か業ぎようから足を洗うことはできないんだよ。じゃあな、もう二度と会わないよ」

「うーっ。ううーっ、うーっ」

「二人とも、行くよ！」

「あいよっ」

「すまないね、ウィルくん」

　嬉き々きと答えるスティーヴンと、妙みような気き遣づかいを見せるロザモンドを従え、ヘンリエッタは通りに出ていってしまった。

「こらあっ、冗じよう談だんじゃねえぞ！　ばかやろう！」

　そう怒ど鳴なったつもりで、芋いも虫むし状じよう態たいのウィルはバタバタともがき続けた。




「……おかしいなあ」

　バズは客間の壁かべに掛かかった小さな鳩はと時計を前にして、困こん惑わくしていた。シュルツ家にあるありとあらゆる時計を調べてみたのだが、まったく絵らしきものは見つからなかったのだ。

「これは、ペシーさんも知らない時計がどこかにあるのか、それとも時計というのはなにかの比ひ喩ゆだったのか、どちらかだな」

「あのメモは関係なかったっていうのもありえるわよ」

　ふかふかの絨じゆう毯たんの上に座すわりこみながら、マギーが憮ぶ然ぜんと突っ込んだ。老ろう執しつ事じは相変わらず部屋の入り口で、澄すました顔で佇たたずんでいるきり、口を挟はさまない。

　バズは額ひたいを指で押さえ、うろうろとマントルピースの前をうろついた。

「むむむむ。時計……この家の時計じゃないのか？　それとも、時計のようなもの……時計……絵を隠した……時計と絵……時計の絵？」

　ぴたりとバズは足を止める。

「そうだ、分かったぞ！　時計の絵の中に隠かくしてあるんだ！」

　興こう奮ふんして叫さけんだバズを、マギーが胡う乱ろんそうに仰あおいだ。

「時計の絵の中に隠すって、どうやって？」

「ど、どうやって、って、例たとえば、絵の裏に貼はってあるとか、そんな感じでさ」

「じゃあ、またあの倉そう庫この中を調べるってこと？」

　うんざりとマギーは言った。バズも連日の苦労を思いだし、顔をしかめる。だが、その手間と苦労にひるむより、重大な手がかりを得た興奮の方が勝まさり、

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ！　今度こそ本当だ！　マギー、時計の描いてある絵を捜さがすんだ、さあ行こう！　ペシーさんも手伝って！」

　一人元気いっぱいのバズは、意い気き揚よう々よう地下倉庫へと向かう。マギーは仕方なく、老執事は当然のようにあとについていった。




　そして、三人が選より抜ぬきだした絵は、百枚近くにも上った。どんなに小さくても時計が描かれている絵は抜き出し、絵を絵とも思わない扱あつかいで、ゴミのように放ほうり投げては倉庫の中央に高く積つんでいった。

　さすがに三日目ともなると作業は速くなったが、昼近くになってようやく選せん別べつし終えると、もうバズとマギーはくたくたになっていた。しかも、作業の半分は老執事のペシーがやってくれたのだが、彼の方はけろりとしている。

「それで、絵はあったの？」

　キャンバスの山の前に座りこんで、マギーはバズに尋たずねた。隣となりで同じように座りこんでいたバズは、悄しよう然ぜんと頭を横に振って否定する。

「でも、時計の絵の中にあるはずなんだ。ぼくたちは見落としてるのかもしれない」

「また捜すの？　あたし、もういやあよ、疲つかれちゃった」

「そんな、ウィルが来る前に捜し出そうって約束したじゃないか」

「そんな約束、バズとなんかしてないわよーだ。いいわ、あたしここで見ててあげるから、バズ、頑がん張ばって捜しなさいよ」

「えーっ」

　バズは不満いっぱいの声を上げ、それから高く積まれた絵の山を見上げた。

「……ぼ、ぼくも、ちょっと休もうかな？」

「なに言ってるの、きびきび働きなさいよ。そんなことではウィルのライバルは務つとまらないわよ！」

　マギーに励はげまされ──というよりは、叱しかりつけられ、バズは泣きそうになりながら、作業を再開するのだった。







　９　皿さら回まわしとくちばしを持つ医者







　郊こう外がいの丘の上に建たつシュルツ家の邸てい宅たくは、道をたどってくる表おもて玄げん関かんと、川から石階段を登ってくる裏うら玄関がある。裏玄関はおもに家か人じんや使用人が使うもので、正せい規きの客は使わない。

　その石階段を登りきったところ、石の手すりの死し角かくに、二つの小さな影があった。ジョリーとケネスだ。

　二人はヘンリエッタたちとは別行動で、この屋や敷しきを見張っていた。スティーヴンが一昨日尾び行こうした少女がこの屋敷に入ったということから、もしかしたら下絵の最後の一枚があるのではないかとロザモンドが判断して、様よう子すを窺うかがっていたのだ。

　ジョリーは茂しげみから身を乗り出して屋敷の中を窺っていたが、川からヘンリエッタたちが階段を登ってくるのを見て、手を振った。

「ハイ、ヘンリエッタ。ロジャーもスティーヴンも久しぶりね」

「久しぶりって、今け朝さ別れたばかりだろうが」

　生なま意い気きな口をきくジョリーの髪を、スティーヴンが引っ張る。

　あとからやってきた三人も茂みの中に隠かくれた。図ずう体たいのでかいのが入ってきたので、茂みの奥は一気に窮きゆう屈くつになる。

「ジョリー、どう？」

「なんか。バタバタしてるわよ。私よりちょっと年上の金きん髪ぱつの男の子と茶髪の女の子が騒さわいでるみたい」

「じゃあ、やっぱりここにまだあるんだね」

「ウィルくんにはちょっと可か哀わい想そうなことをしたな」

　ロザモンドが苦笑して言う。

「まだ見つかってないのかい」

「倉そう庫こに閉じこもってるみたいだから、まだみたいだわ」

「それより、ここは狭せますぎるぜ。もっと別の場所を捜さがそうよ」

「…………」

「ところで、家のあるじはどこにいるのさ」

「ここにいるのだが」

　突然降ってきた第三者の声に五人は飛び上がり、振り返った。

　ヘンリエッタたちが登ってきた階段のいちばん上に、長身の優やさ男おとこが釣つり竿ざおを片手に佇たたずんでいた。茂みに隠れたはいいが、それは家と庭に対してであって、階段からは丸見えだったらしい。まさしく頭隠して尻しり隠さずという奴やつである。

「だ、誰だれだい？」

　動どう転てんのあまりヘンリエッタは誰すい何かしてしまう。甘いマスクの青年は、ズボンを膝ひざまでまくり上げたまま、優ゆう雅がな仕草で肩をすぼめて、

「さっき言ったと思うがね。私がこの家のあるじ、グランビー・シュルツだ。そういう君たちは私の庭先でなにをしているんだね？」

　グランビーの至し極ごく当然な質問に、ヘンリエッタは返事に窮きゆうした。さっさと逃げだしてしまえば単なる怪あやしい奴で済すんだのに、これでは引っ込みがつかない。

「お、俺おれたちは、怪しい者じゃないんですよっ」

　スティーヴンがとっさに答える。

「実は俺たちは雑ざつ技ぎ芸げい人にんなんです」

「ほほう？」

「それで、ぜひお館やかたさまに芸を見ていただき、幾いくばくかのおひねりなどをちょうだいできたらと思いまして、不ぶ躾しつけながら参まいったのです、はい」

　思いつきで弁べん解かいを並べるスティーヴン。こういうときは口の達たつ者しやな彼が頼たよりになる。

　グランビーはスティーヴンの言いわけを信じたのか、信じていないのか、「ふうむ」と言って、じろじろ五人を見下ろした。四人は愛あい想そ良くへらへら笑って──例によってケネスだけは顔をセーターに埋うずめたまま、にこりともしなかったが──グランビーの疑うたがいを晴らそうと努力する。

「なるほど。それはいい趣しゆ向こうかもしれんな。私は今休きゆう暇か中ちゆうで、少し退たい屈くつしていたところだ。よかろう、中に入りなさい」

「えっ？　い、いえ、今日はご挨あい拶さつに伺うかがったまでで、なんの仕し度たくもしておりません。すぐに道具を取りにいきますので、しばしお待ちを」

　断ことわられると思っていたので、スティーヴンは焦あせってなんとかその場を乗り切ろうとした。だが、グランビーは飄ひよう然ぜんとした態度で、

「なあに、そんなに大がかりな芸は好きじゃない。うちにあるものならなんでも使っていいよ、さあ、来なさい。君たちは芸人なんだろう？　さあ、ピーター、客人をサロンに案内しろ」

「かしこまりました、旦だん那なさま」

　グランビーに呼ばれて、階段からぬうっと巨きよ漢かんが現あらわれた。釣り道具を抱かかえた、すばらしい筋肉の持ち主のピーターは、察さつするにシュルツ家の下げ男なんプラス護ご衛えいといったところだろう。

　高見からじろりと睨にらまれた五人は、しぶしぶ立ち上がった。グランビーについて庭を歩きながら、

「まったく変な言いわけして。もっとマシなこと言えばよかったのに」

「あんなこと言えば興きよう味み持たれるのは当然よ。お金持ちは暇ひまがありあまってて、変な趣しゆ味みなんだから。常じよう識しきよ」

　ヘンリエッタとジョリーの女じよ性せい陣じんに小こ突づかれ、まったく面めん目もくを失うスティーヴンだった。




「さて、ここにおりまする生き真ま面じ目めそうなこの男が、お館さまからお借りした皿さらを回してごらんにかけます。成功したならば、拍はく手しゆ喝かつ釆さいい」

　スティーヴンの勢いきおいのない前まえ口こう上じようで、彼らの「芸」は始まった。サロンの小さな舞ぶ台たいの真ん中に立たされたロザモンドが、緊きん張ちようのあまりガチガチに硬こう直ちよくしながら一礼する。まるでオルゴール人形のようなぎこちない動きだ。グランビーはそれも芸だと思っているのか、笑って手を叩たたいた。

　手先の器き用ようなジョリーがバイオリンを弾ひき、用意された細い棒ぼうでロザモンドが皿を回し始める。だが、当然成功するはずがなく、皿がバランスを崩くずして棒から落ちるたび、ヘンリエッタ以下三人が、あわわ、あわわと騒さわいで皿を受け止めた。

　なにせグランビーが貸してくれた皿は、数百年前の逸いつ品ぴんで、一枚で金貨数十枚というべらぼうに高い皿なのだ。割るわけにはいかない。

　必死に右う往おう左さ往おうする五人に、ソファで眺ながめていたグランビーは腹を抱かかえて笑った。皿回しが見たかったというより、五人がうろたえるさまが見たかったらしい。

（こ、こいつ、あたしたちが芸人じゃないって分かってるな）

　実に愉ゆ快かいそうに笑いこけるグランビーを横目で見て、遅おそまきながらヘンリエッタは気づいた。だが、だからといってどうにもならず、芸を続けるしかなかった。

　そんなことをやっていると、白い服を着た老人がサロンに入ってきて、グランビーに耳打ちした。その礼儀正しい態度から見て、彼もまたこの家の使用人、しかもかなり上位の地位にある者だろう。

　グランビーはにやにや笑いながら、老人の話を聞いている。

（なにを話してるんだろう？）

　もしかしたら「死の舞ぶ踏とう」のことを話しているのかもしれない。ヘンリエッタは気が気でなく、やけに勘かんがいいグランビーにばれないようにチラチラと窺うかがった。だが、二人がなにを話しているか、彼女の位置からは聞こえない。

　動どう揺ようを押し隠かくしていると、ぐいっとケネスが彼女の腕を引っ張った。

「え？　なんだい？」

　ケネスはそれには答えず、自分の口元にヘンリエッタの耳を引き寄せると、

「『ようやく時計に気づきました。あとは逐ちく一いち調べるだけでございます』『あれだけヒントをやったのだからな、遅いくらいだ。そろそろ私も飽あきた、さっさと見つけてもらいたいものだ』」

　グランビーと老人の口くち真ま似ねをして、ケネスが囁ささやく。読どく唇しん術じゆつだ。ヘンリエッタはなにか言おうとしたが、すぐにケネスは皿を拾ひろう為ために離れてしまう。

　ヘンリエッタは彼に、虐ぎやく待たいされた過か程ていで必然的に身に付けてしまった読唇術を使わせたくないのだが、今は感謝した。

（時計ってなんだろう。それに、飽きたってどういう意味だ？）

　彼女はグランビーに油ゆ断だんならないものを感じながら、おたおたと皿拾いに懸けん命めいになるのだった。




　ヘンリエッタたちがシュルツ家に向かう舟で揺られていたころ、ウィルはやっと鉄てつ柵さくにつながれた縄なわを後ろ手で外はずし、手足を縛しばられたままピョンピョン跳はねて通りに出た。猿さるぐつわもなんとか口を動かしているうちに外れた。結んだのがロザモンドだったので、手て加か減げんしてくれたのだろう。
















「ちっくしょう、あいつら、覚おぼえてやがれっ」

　腹立たしさのあまり、通行人に縄を解といてもらえばいいことも考えつかず、ぴょいぴょいと川に向かう。呆あつ気けに取られる通行人の視線も気にしない。

　が、

「我わが孫まごウィルよ、そんな奇き天て烈れつな格かつ好こうをして、ギャングごっこでもやっているのか？」

　呆あきれ返った声をかけられ、ウィルは振り向いた。見ると、エドウィン・ゴーダが木箱を抱かかえて憮ぶ然ぜんと立っている。

「あっ、エド、いいところに！」

「いいところもなにも、その格好は好きでやっているのか？　それなら私は今すぐ立ち去る心積づもりなのだが」

「誰だれが好きでやるかっ。ぼさっと見てないで外してよ、一大事なんだから！」

「それが人に頼たのむ態度か。まったく、親の顔が見てみたいもんだ」

　怒ど鳴なり散らすウィルにエドは口を曲げながら、縄を解く。その親を育てた親が自分である事実は、思考の範はん囲い外らしい。

「それで、なにが一大事なのだ？」

「『死の舞ぶ踏とう』だよ！」

　ウィルはそう叫さけぶと猛もう然ぜんと走りだした。すぐエドも追いかけてくる。そして、

「カディスバーク美術館で盗とう難なんがあったそうじゃないか。あれは爆ばく破はされたのだろう？」

「盗ぬすまれたのは下絵だよ、下絵！　早く行って、捜さがすのをやめさせなくちゃ！」

　捜し屋にあるまじきことを放言するウィル。エドがなにか聞き返そうとしたのか、口を開いたが、さすがに十二歳と四十八歳の体力には差があるらしく、ひいひい息を切らして声が出ない。

　強きよう硬こう手しゆ段だんとばかりにエドはウィルの襟えり首くびをぐわしっと摑つかまえ、足を止めた。

「うわわっ。なんだよエドっ、俺急いでるって言っただろ！」

「きちんと説明していくのだ、我が孫よ。筋すじの通らない話ほど嫌きらいなものはない」

「エドの好き嫌いなんか知るかっ」

　ウィルは仏ぶつ頂ちよう面づらでそう言い返したが、祖そ父ふには逆さからえず、小走りで進みながら今までの経けい過かをかいつまんで説明した。

「──というわけで、俺は今からヘンリエッタたちを止めにいく。ヘンリエッタたちが死んでも、美術館スタッフが死んでも、グランビーさんが死んだって寝ね覚ざめ悪いや」

　自みずからの命を賭かけて楽しんでいるグランビーに同情する気にはなれなかったが、でも、死なれても困こまる。

「じゃっ、俺急いでるから──」

「まあ待て、ウィル」

　ぐいっと、再びエドが襟を摑んで引っ張った。おかげで息が詰つまるウィル。

「うげっ。エ、エド、しつこい！」

「行く前に聞きたいが、おまえは『死の舞踏』がどういう意味を込められて描かれた絵か、知っているのか？」

　今さらそんな質問をされて、ウィルは苛いら立だちながら、

「ペストの恐きよう怖ふを人々に植えつけて、それで信しん仰こう心しんを高めようっていう教会の策さく謀ぼうだろ。そうサニーが言ってた」

「では、その絵の呪のろいとはなんだ？」

「なんだって言われても……」

　ようやくウィルは高ぶっていた感情を抑おさえ、考え込んだ。

　ふと、最初にサニーが言っていた言こと葉ばを思い出す。

「『死は等ひとしく人間に訪おとずれる』……？」

「ふむ。だとしたら？」

「言い換かえれば、死は、等しくなるまで訪れる……全員が集まるまで、つまりバラバラになった絵が全部集まるまで、死の呪いは続くってことじゃないか？　じゃあ、やっぱり絵を取り返さないと」

「なるほど！　ならばおまえに必要なものはなんだ？　これだ！」

　エドはしてやったりとばかりに嬉々と言うと、抱かかえていた木箱の中から異様なものを取りだし、ウィルに差しだした。

　ウィルは眉まゆをひそめて、

「エド、なにこれ」

　差しだされたものを受け取る気にはなれず、訝いぶかって尋たずねる。エドは胸を反そらして、

「仮か面めんだ！」

「仮面って言われてもなあ」

　エドの持ってきた仮面は石せつ膏こうでできたもので、丸い目にはガラスがはめられ、巨大なクチバシがついているという、けったいな代しろ物ものだった。白いカラスの仮面のようだ。

　エドは得とく意い満まん面めんで、

「これはな、絵が描かれた当時、ペスト医と呼ばれる医者が使っていた防ぼう護ご装そう置ちだ。彼らはこれをつけて、患かん者じやを問もん診しんしたのだ。博物館にあったから、ちょいと拝はい借しやくしてきてやったぞ」

「拝借って、そんな危険なもの持ち出すなよっ。ペストが残ってたらどうすんだっ」

「私がそんなドジを踏ふむと思うか？　安心しろ、ペスト医はこれをつけて二十メートルも離れたところから診しん察さつしたのだ。残るもなにも、接せつ触しよくもしとらん」

「そんなの自じ慢まんになるか」

　ウィルは呆あきれて言った。いい加か減げんな診察もあったものである。エドは笑って、

「どっちにしろ、これは現場で使われたものではないよ。仮面舞ぶ踏とう会かい用に作られたものだ。ウィル、持っていきなさい。『死の舞踏』が盗ぬすまれたと聞いて、きっとサニーから取り返してこいと依い頼らいがあると思って持ってきたのだ」

「エド、呪いのこと知ってたのか？」

「まあ、大体のところはな。しかし、もう下絵は集め終わったと思っていたよ。分かっていたらサニーを紹介はしなかったんだが。彼女はああいう女だからな、すまなかったな、ウィル」

　そう言って、エドはウィルの髪の毛をくしゃっと摑つかんだ。ウィルははにかんで、祖父を見上げる。

「エド」

「うん？」

「それで、これがなんの役に立つのさ」

　ウィルは笑顔で仮面を指さす。エドは「はっはっは」と手を腰に当てて笑って、

「うむ！　工く夫ふうして使え！」

「なんだよ、その工夫してってゆーのは。あっ、本当はなんの役にも立たないんだろ!?」

「いいではないか、ペストは病気、病気には医者だ。持っていたら魔ま除よけにぐらいなるかもしれんぞ」

「なにが魔除けだよ、それじゃマギーのおふだと変わらないじゃないかっ」

　自称考古学者のエドの持ってきたものだから、もっと由ゆい緒しよ正しい──とまでは言わないが、なんらかの経歴を持つアイテムだと思ったのだが、それは甘かったようだ。文もん句くを言うウィルにエドは仮面を押しつけると、

「今け朝さ騒さわぎを聞いて、急いで使えそうなものを捜さがしたのだ。これが見つかっただけでもありがたく思え。じゃあ、私はまだ博物館の仕事が残っているから行くぞ。来週には帰れると思う」

「なんだよ、助けに来てくれたんじゃないのか？」

「そんな過か保ほ護ごなことを私がするわけなかろう。ウィル、自分で引き受けた仕事は自分の手で片づける、それが責任というものだ！」

　なんのかんのと言いながら、エドはハイテンションのまま逃げるように去っていってしまった。

　ウィルはぽかんと祖父の背中を見送りながら、

「……寝ね不ぶ足そくだな、ありゃ」

　エドはともかく、この仮面をどうしようと、ウィルは手の中の品を見下ろした。箱を置いていってくれたのがせめてもの慰なぐさみである。こんなものを剝むき出しで持ち歩けない。

　なんにせよ、今はシュルツ家だ。ウィルは仮面を箱に入れると、走りだした。




　舟で行くのもまどろっこしかったので、ウィルは馬を借り、丘を駆かけ登のぼって正面玄関から中に入った。出てきた赤ら顔の馬ば丁ていに、

「こんにちは、カディスバーク美術館から派は遣けんされてきたウィル・ゴーダっていうんだけど」

「ああ、あの絵捜しの仲間ね。まだ見つかってないよ、応援かい？」

　初めて会った馬丁だが、すぐに納なつ得とくしてくれて、馬を預あずかってくれた。まだ絵が見つかっていないと聞き、ウィルはほっとする。

「馬をつなぐまでちょっと待ってな。俺が案内してやっから」

「ペシーさんは？」

「来客があるんで、手が放せねえんだよ。なんたって、このお屋や敷しきには使用人が不足してるんでな」

　そう言うと、前歯の欠けた馬丁は大きな声で笑った。いかにも意味ありげな笑いだ。

「どういうこと？」

「旦だん那なさまが変わっていらっしゃるからさ！　わしらは先代から勤つとめてるんで、こうしてずっと一いつ緒しよにいられるが、若い奴やつらは軟なん弱じやくだからな！」

「なんでもかんでも賭かけにして楽しんじゃうとか？」

「そうそう。まさに命いのちを賭けなさるからな、旦那さまは。みいんな怖がって逃げちまう。坊ぼう主ず、分かってるじゃねえか」

　げらげら笑いながら馬丁は答える。

　ウィルはじっと母おも屋やを見つめた。

（グランビーさんはよっぽど自分が強運と信じてるのか、ホントに暇ひまなのか、単なるギャンブラーなのか、区別がつきにくいところだな）

　どっちにしろ、まともな神経の持ち主では付き合いきれない人物だろう。この屋敷に勤めに上がってすぐに逃げだした使用人たちに、ウィルは同情した。

　ふと、庭の片かた隅すみの焚たき火びが目に入った。ウィルは立ち止まって、馬丁に、

「あれはなにを燃もしてるのかな」

「あれか。あれも旦那さまの趣しゆ味みの一つさ。見てみればいい」

　言われるまま焚き火に近づくと、木材を燃やしているのだと分かった。しかも、どうやら麻あさ布ぬのを張る木き枠わくのようだ。それを大量に燃やしている。

　火の番人をしている園えん丁ていらしき老人に、

「この木枠、どうしたの？」

　老人は胡う乱ろんそうにウィルを見て、それから隣となりの馬丁に視線をやった。

「じいさん、ほら、捜し屋の坊主だよ。旦那さまの趣味を教えてやりなよ」

「……坊主、裏打ちを知ってるか」

　園丁はぼそぼそと喋しやべった。

「古い絵に新しい麻布を貼はりつけて補ほ強きようするって奴やつ？」

　その返事に、園丁は半分しか開かない目でウィルをじろっと見つめた。それから視線を逸そらし、火を搔かき回しながら、

「旦那さまの趣味は、さらに難むずかしいことをやりなさる。古い麻布を引き剝はがして、新しい麻布に張り直す──そんなのは職人でもなきゃとてもできねえ。おかげで絵はぼろぼろになって、焼き捨すてられる運命だ」

「坊主、倉庫の絵を見ただろ。ありゃあ、最後は旦那さまの趣味の犠ぎ牲せいになる奴だぜ。どれだけ引き剝がせたかってことで運勢を占うらなってるんだが、あれもまあ一種の博ばく打ちだよな。カードかなんか分かりやすいものにすれば、うちの旦那さまも人に誤ご解かいされずにすむんだが。どんなにまずい絵でも買いまくってるんで、今じゃ若い芸術家の擁よう護ご者しやとしてちょっとしたものなのさ。しかし、実体はこのありさまだ」

　馬丁は楽しげに説明する。自分の主人が変わっていることが、逆に彼の誇ほこりになっているようだ。

　ウィルは煙けむりにあおられ、ゴホゴホ咳せき込みながら考えた。そして、

「おじさん、ありがとう。俺の仲間、まだ倉庫にいるんだろ？」

「多分な。あそこの階段から行けばいい」

　ウィルは馬丁と園丁に礼を言うと、倉庫に向かった。

　回かい廊ろうからじかに半地下倉庫に入ると、案の定じよう、バズがせっせと絵を選より分けていた。マギーはぐったりした様よう子すで、棚たなにもたれて休んでいる。目的が達成されていないと分かり、ウィルはほっとして階段を下りた。

　その靴くつ音おとを聞きつけ、マギーがパッと起きる。そして、ウィルを見ると顔を輝かがやかせて、

「ウィル！　もういいの？」

「まあな。こっちはまだ見つかってないんだ？」

「ま、まだって、ぼくたちはすごい重大なヒントを発見したんだぞ！」

　バズが頰ほおを紅こう潮ちようさせて怒ど鳴なるが、その顔には自信と優ゆう越えつ感かんが満ちあふれていた。マギーは手を抜いているにもかかわらず、「ぼくたちは」とちゃんと複数にしているところは、やはり律りち儀ぎで真ま面じ目めだ。

「重大なヒントって？」

「まあ、見ろ。ぼくたちが選び出した絵を。なにか共通点がないか」

　鼻はな息いき荒あらく、バズは倉庫の真ん中に積つみ上げた絵の山を指さした。ウィルはちらりと見て、

「時計が描いてある」

「え？　や、やけに早いじゃないか」

　あっさりと答えるウィルに、バズは拍ひよう子し抜けしたようだった。だが、すぐに気を取り直して、

「そう、時計だ！　ぼくたちは亡なきイヴァン・シュルツ氏の部屋のトイレで、『絵は時計の中に』というメモ書きを見つけたんだ！　ぼくはこれは、時計の描かれた絵に下絵は隠かくされてるという意味だと考え、こうして絵を選び出したんだ！　もちろん、家中の時計も一応調べておいたぞっ」

「へえ？　そりゃすごいや」

　ウィルは自分でも意外なほどバズたちの業ぎよう績せきに驚おどろいた。

　自分の心から驚いた声を聞いて、

（うへえっ、俺ってホントにバズたちのこと信用してねえや。まいったな、こりゃ）

（でも、こう考えると、バズとマギーって使えるのかな？）

　ともかく、雑用はそれなりにちゃんとこなしてくれるようだ。ウィルは二人を多少見直しながら、階段から飛び降り、仮か面めんの箱を床ゆかに置いた。

「それで、絵は見つけた？」

「え？　いや、それはまだだけど……」

　バズがいささか当とう惑わく気ぎ味みに答える。彼の方こそ、いつになくウィルに感心されて面食らい、どう反応していいか戸と惑まどっているようだ。

　ウィルは絵の山を漁あさりだした。

「ところで、ここに二十歳はたち前の男女三人組──だか五人組が来なかった？」

「誰だれも来なかったわよ。ペシーさんも昼の給きゆう仕じに上に行っちゃったし。ねえ、ダン・バーゼルはどうなったの？」

「泥どろ棒ぼうの片かた棒ぼうを担かつがされたんだとさ。バーゼルが復ふく元げん品ひんを爆ばく破はしてる間に、下絵は全部泥棒に盗ぬすまれちまった。本人は火傷やけどを負おって病院行き」

「ええーっ!?　下絵まで盗まれたんじゃあ、あたしたちはどうなるの!?」

「サニーから再依い頼らいだ、盗まれた絵を捜してこいだと」

「分かった！　さっき言っていた三人組──五人組だっけ？　が、犯人なのね！」

「うん。もうすぐここに絵を盗みにくるはずなんだ。その前に見つけて、取り引きする」

「一枚の絵を盾たてに五十九枚の絵を取り戻もどす気か？　いくらなんでも、それは虫がよすぎる考えじゃないか」

　バランスの悪い取引材料に、バズが眉み間けんにしわを寄せて忠ちゆう告こくした。ウィルは手を休めず、

「それが、取り引きとしては悪くないのさ。あとはどう説せつ得とくするかにかかってる」

「説得う？」

　バズが怪け訝げんな声を上げ、なにか問い返そうとしたが、その前にウィルは絵の山から一枚の油絵を抜き取った。

　よくある風景画だ。霧きりに霞かすんだ大時計が描かれてあるほかは、別に変わったところはない。

　ひょいとマギーが絵を覗のぞきこむ。

「この絵がどうしたの、ウィル」

「この絵の中に下絵が隠かくされてある」

「ええっ!?」

　マギーとバズは慌あわてて絵を触さわったり、振ったりして確かめたが、なにがどうほかのと違うか見当がつかなかった。もちろん、裏面に下絵が貼はりつけてあったということもない。

「これがどうして？」

「ほら、ちょっと木き枠わくが歪ゆがんでるだろ。絵も角が当たったところがくっきり見えてる。つまり、木枠を張り直したばかりってことだ、しかも素人しろうとが。それから、触った感じ、キャンバスにやけに厚みがあるだろ、麻あさ布ぬのを二枚重ねてあるんだ。だから、ここにたるみがある」

　ウィルは絵をあちこち指さしながら説明した。

「グランビーさんの趣しゆ味みは絵の解体だ、木枠の張り直しなんてお手のもんだろ。だから、絵の中に隠すといったら、麻布を重ねて間に挟はさんだんじゃないかって思ったんだよ」

「ちょ、ちょっと待て！　グランビーさんの悪趣味は知ってるけど、なんでグランビーさんなんだ？　絵を隠したのは父親のイヴァンさんだろ!?」

　バズは動どう揺ようもあらわに疑問をぶつけた。あとからやってきたくせにおいしいところを持っていかれることへの、必死の抵抗だ。

　ウィルは肩をすくめて、

「せっかく手に入れたのに、なんで手に入れた当人が隠さなくちゃならないんだよ」

「うっ」

「やっぱりそれが問題なの？」

　マギーが興きよう味み津しん々しんに聞き返す。ウィルは頷うなずいて、

「俺、病院の帰りに美術館に寄って、サニーに話を聞いてきたんだ。グランビーさんは絵の呪のろいのことを知っていて、その上で美術館に捜させてたんだよ」

「どういうこと？」

「だから、美術館は契けい約やく書しよを書いているから、形の上ではもう美術館が絵の所有者になってる。でも、実質的にはまだグランビーさんのものだ。それでも捜すのは美術館だから、ほら、所有権がうやむやになってるだろ？　つまり、絵がどういう反応を示すか分からないってわけだ。呪いがグランビーさんにかかるか、美術館にかかるか、賭かけたんだよ」

「なるほど、その方法だと、美術館の方のリスクが高い気がするな」

　バズが顎あごに手を当てて考えこむ。ウィルは言葉を続けた。

「でも、実際には美術館にはリスクはほとんどなかった。どうやらサニーが言うには、二枚以上絵を所有している人間には、呪いは効きかないらしいんだ。じゃなかったら、美術館には死人が溢あふれてることになっちまうだろ」

「じゃあ、引き分けになる可能性が高いってことかしら？」

「昨日きのうまではな」

　憮ぶ然ぜんとウィルは答えた。マギーとバズは首を傾かしげ、それから、同時に叫さけんだ。

「あ！　美術館には絵がない!?」

「美術館のリスクが高くなっちゃう！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、多分」

　慌あわてふためく二人に、ウィルは少々疲つかれながら言った。

「マギーのおふだも貼はったから、今のところ盗まれた絵は美術館のものになってるはずさ」

　ウィルは皮肉をこめて言ったが、当のマギーはすっかりふだのことなんか忘れているらしく、きょとんと彼を見た。なにを言われたか分かってない様よう子すだ。

　ウィルはため息をつくと、ちゃんと説明する。

「多分、大丈夫だ。いいか、グランビーさんは自分に不利な話をサニーに持ちかけたんだ。美術館に呪いがかからないことなんか、ほかの下絵があそこに大量にあることから、すぐに分かるはずだ。ドローの可能性が高いからって、まったく自分が安全であると保証されたわけじゃない。そんな、自分に不利なことを彼がすると思うか？　彼はギャンブラーだけど、でも、単なるギャンブル好きじゃ投とう資し家かは務つとまらない。彼はすばらしく計算高い人なんだ。

　バズ、イヴァン・シュルツのトイレはきれいだった？」

　いきなり妙みような質問をされて、バズは慌あわてて頷うなずいた。

「きれいだったけど、それが？」

「きれいってことは、誰かが掃そう除じしたってことだろ。数年前に死んだイヴァン・シュルツがメモを書いたなら、とっくに誰かが気づいてるはずだ。ということは、だ」

「グランビーさん自身が書いた？」

　バズが半はん信しん半はん疑ぎに聞き返した。ウィルは頷いた。

「今まで隠してたのを、どうして自分から隠し場所を教える気になったかは、よく分からないけど……でも、言えることは、彼は絵が発見されても自分にはまったく影えい響きようがないと知っていたんだ。そうじゃなきゃおかしい。絵を隠したのはグランビーさんに違いないんだ、その時点でグランビーさんは絵の所有者になっている、所有者が隠して呪いが効きかないなんて変じゃないか！」

　説明しているうちに、いつになくウィルは興こう奮ふんしてきて声を荒くした。バズとマギーはそんなウィルの様子に少々毒どく気けを抜かれて、

「ど……どうしたの、ウィル？」

「おまえの言いたいことは分かったよ。落おち着つけよ」

「どうしたもこうしたも、俺たちはグランビーさんに振り回されたってことだぜっ。サニーたちも含ふくめてな。あのギャンブル好きめ、なに考えてるんだ!?」

　憤ふん然ぜんとウィルは言い放はなつ。マギーもウィルの話を吟ぎん味みするように親指の爪つめを嚙かんで、

「そう言われてみれば……グランビーさんが絵を隠したりしなければ、あたしたちがこんなところで三日間重じゆう労ろう働どうをしなくてもよかったのよね。なんか腹が立ってきたわ」

「で、でも、彼には彼のやんごとない事情があったのかもしれないよ」

　なぜかいちばん苦労を強しいられたバズが、グランビーをかばう。両親譲ゆずりの人の良さも、ここまでくると立りつ派ぱなものだ。

　ウィルは口を尖とがらせて、

「あのギャンブル好きの理由なんて、たかが知れてらあ。よし、じかに聞いてやるっ。バズ、ちょっとその箱持ってきて。二人とも行くぞっ」

　そう指示すると、ウィルは絵を抱かかえ、階段を登って母おも屋やへと向かった。そのあとからマギー、箱を抱えたバズが続く。

　母屋でグランビーを捜していると、ちょうど執しつ事じのペシーに出くわした。彼は昼食を乗せたワゴンを押していた。

「ペシー、グランビーさんは!?」

「居い間までございます」

　突然現あらわれたウィルにもまったく訝いかぶる様よう子すもなく、彼は即そく答とうした。三人はぱたぱたと靴くつ音おとを響ひびかせながら、居間に向かう。

　そして、居間の扉とびらを開くなり、

「グランビーさん！　この絵の中に下絵が入っている……」

　ウィルの声が尻しりすぼみになる。

　そこには、皿さらを回して右う往おう左さ往おうするヘンリエッタたちの姿があった。
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　シュルツ家の居い間まで再会したウィルとヘンリエッタは、互たがいの顔を見て、「げっ」と唸うなった。ウィルたちが入ってきたせいで、バイオリンを弾ひいていたジョリーが手を止め、その拍ひよう子しにロザモンドが皿さらを落としてしまう。

　がしゃん！　とけたたましい音が響ひびいた。

「あ！　バパスクの皿が！」

　ヘンリエッタたちは顔から血の気けを失い、おろおろと舞ぶ台たいの上に這はう。それを見て、グランビーは大笑いした。

「な……なにやってるんだよ、ヘンリエッタ」

　泥どろ棒ぼうに入るはずのヘンリエッタが、なぜこんなところで皿回しをしているのだろうと、ウィルは啞あ然ぜんとして尋たずねる。そのヘンリエッタは、こんな格かつ好こうを見られたことへの羞しゆう恥ち心しんで頰ほおを赤らめ、皿の欠片かけらを拾ひろいながら、

「いっ、いいじゃないか、あたしたちは皿を回すのが趣しゆ味みなんだよ！」

　動どう転てんのあまり、まったく説せつ得とく力のないことを口走ってしまうヘンリエッタだった。

　マギーがウィルの腕を引っ張り、

「ウィル、この人たちと知り合い？」

「泥棒」

「泥棒!?」

　マギーが反射的に驚おどろきの声を上げた。五人が身を屈かがめたまま、ぎくっとする。

「泥棒って、美術館から下絵を盗ぬすんだ奴やつらってこと!?」

「そーゆーこと。それはともかく」

　ウィルはヘンリエッタと会ってテンションが落ちたのが幸さいわいし、グランビーに向かって、冷静な口く調ちようで言った。

「グランビーさん、絵を見つけたよ」

　その言こと葉ばに、ヘンリエッタたちの視線がウィルに集中したが、それは無視する。

　グランビーは指を組み合わせながら、楽しそうに、

「おや、早いな。リーダーの面めん目もく躍やく如じよといったところだね、さっき馬ば丁ていのニコラスが君が来たと伝えにきたばかりなのに。さすがは捜さがし屋の三代目だ」

「捜し屋!?」

　マギーに対抗したのか、スティーヴンが頓とん狂きような声を上げたが、すぐに仲間から肘ひじ突つき攻こう撃げきを食らい、押し黙だまる。

　しかし、彼らもゼフィッツイ住民の端くれ、「捜し屋」の名前ぐらい知っていた。

「そうか、じゃあ、彼が天才トリック・ゴーダの息子むすこだったのか」

「どうりで絵なんか捜してるはずだよ」

「名前を聞いて思いださなかったの？　ゼフィッツイのゴーダ家といえば有名じゃない。常じよう識しきよ」

「…………」

　ぼそぼそと、彼らは囁ささやきあう。その間にもウィルは言葉を続けた。

「グランビーさん、この絵は麻あさ布ぬのが二枚重ねになっていて、その間に下絵が隠かくされてると思うんだけど──それを細さい工くしたのは、あなただろ」

　ズバリ指し摘てきするウィルに、その場にいた一同がグランビーに視線を移す。

　グランビーはにやにや笑いながらウィルを凝ぎよう視しして、

「やはりばれたか。いいねえ、頭のいい子は。なぜ分かった？」

「死んだ人に絵は隠せない。それだけだよ。あなたも呪のろいのことは知ってたんだろ」

「父が自じ慢まんしていたからね。もっとも、彼は自分に呪いがかかるなんて思っていなかったようだけど」

　のらりくらりとグランビーは答える。どこに真意があるか分からない態度だ。

「あなたが絵を隠したのなら、なぜあなたに呪いはかからなかったんだ？」

「私はこれでも顔が広いのでね。開けてみれば分かると思うが、いろいろと魔ま除よけの術を施ほどこしたのだよ。おかげでこうしてピンピンしていられる。切ってみたまえ、どうせ二に束そく三さん文もんで手に入れた絵だ」

「魔除け？」

　ウィルは嫌いやな予感がしながら、手渡されたナイフで麻布を木き枠わくに沿そって切った。果はたして、二枚に重なった麻布の内側に、薄い紙が挟はさまっていた。

　慎しん重ちように取りだしたウィルは、絵を見て、げんなりと顔を歪ゆがめた。

　確かにそれは「死の舞ぶ踏とう」の下絵の一枚に違いなかった。だが、顔の部分に「修復中」という紙が貼はってあったのだ。文字の部分は、「投とう資し家か」と書かれてある。

「なんだかなあ」

　こんなことで呪いが無む効こうになるかと思うと、ウィルは自分が大おお騒さわぎしていたのがばかばかしくなってきた。意外とマギーのふだもエドの仮か面めんも、効きき目があるのかもしれない。

「ふうん、どれどれ」

　何なに気げなくヘンリエッタが近寄ってきて、魔除けを見るふりをして絵を取り上げようとした──が、ウィルはあっさり身をかわした。バランスを崩くずしてわたわたとよろめくヘンリエッタ。

　ウィルはチッチッと指を振って、

「甘い、甘い。そんな油ゆ断だんするわけないだろ」

「もう、可愛かわいくない子だねっ。その絵をあたしたちに渡しな！　あたしたちを見殺しにする気かい!?」

「そっちの持っている絵を俺おれに渡したっておんなじことじゃないか。絵は美術館に返した方がいいんだ。返せよ、返さないとそっちに死人が出るぞ」

　ウィルは強気で反論した。この文もん句くにはヘンリエッタもぐっとひるむ。両者の睨にらみあいが続いたが、それを破ったのはグランビーだった。

　青年投資家はおもむろに立ち上がり、腕を広げて、

「まあまあ、両者の立場は分かった。ここは公正に、賭かけで決めようじゃないか。ロシアンルーレットなんかどうだい？」

「グランビーさん、なんでもかんでも賭けにするなよっ。こいつらは泥どろ棒ぼうで、そっちに非があるんだからっ」

　どこまでも自分一人だけ楽しもうとするグランビーに、ウィルは咎とがめだてた。その隙すきに、ひょいとスティーヴンが上から絵を奪うばう。

「あっ！　返せよ！」

「返せって言われて返す泥棒がどこにいるのさ。ほーら、ヘンリエッタ」

　背せ丈たけの差を使って、スティーヴンはヘンリエッタに絵を投げた。だが、その途中でマギーがジャンプして、絵を摑つかみ取る。マギーは絵をピラピラとひらめかせ、胸を反そらし、

「村いちばんのジャンパーがいることを忘れないでよね」

「でかした、マギー！」

「この、生なま意い気きなっ」

　わあわあと、ウィルとマギー、ヘンリエッタとスティーヴンの四人で、一枚の絵の争そう奪だつ戦が始まる。バズは、参戦したいがまた足を引っ張りそうだったので、遠巻きにおろおろしていた。ロザモンドも気にはなるが、割ってしまった皿さらの方も気がかりで、欠片かけらを拾ひろいながらチラチラ様よう子すを眺ながめている。

　そして、ジョリーは、

「いやあね、みんな野や蛮ばんだわ。力ずくで奪おうなんて、さもしいわ。そう思うでしょ」

　と憮ぶ然ぜんとケネスに話しかけたが、彼はジョリーを一いち瞥べつしただけだった。
















　そうこうしているうちに、絵が宙を舞い、落ちてきたところをウィルとヘンリエッタが同時に捕つかまえた。二人は睨にらみあって、

「離せよ、ちぎれるだろ！」

「あんたこそ離せばいいんだよ！」

　二人とも、絵がかなりの年代物だと分かっているので、手て加か減げんして摑んではいる。だが、相当の負ふ荷かがかかっているはずだ。それでも破れない絵に、ウィルは疑問を抱いだいた。

（裏に、なにか補ほ強きようの紙が貼はってある？）

　ウィルは裏面をちらりと覗のぞきこんだが、

「もう、いい加か減げんに諦あきらあな！」

　ヘンリエッタがもう一方の手で、ウィルの手をパンッと打った。その拍ひよう子しに、今までの争奪戦で振り回されたせいか、絵に貼られてあった「修復中」という紙がはらりと剝はがれる。二人はぎょっとした。

　紙の下から人間の顔が現あらわれる。どんな人間なのか、二人が固かた唾ずを飲んだときだった。

　ドドン！

　突き上げるような衝しよう撃げきと爆発音が響ひびきわたって、屋や敷しきが大きく揺れた。

「うわっ！」

「ひゃっ」

　居間にいた九人は悲ひ鳴めいを上げ、転てん倒とうする。立っていられない震しん動どうだ。続いて同じような衝撃と爆発音が、二回、三回と続いた。

「な、なにが……」

　ウィルはなにが起こったか分からず、辺あたりをきょろきょろした。そして、ふっと自分のいる場所が暗くなったかと思うと、ばさっと暗あん幕まくが頭から降ってきて、その中に閉じ込められてしまった。

「うひゃっ。なんだこりゃあ」

　暗くら闇やみの中で必死にもがいているうちに、爆ばく破ははやんだようで、床ゆかの揺れも収まった。ウィルはなんとか暗幕から抜け出したが、

「……あれ？」

　布はなくなったのに、辺りは真っ暗だった。一いつ寸すん先さきは闇とはよく言ったもので、何一つ周まわりのものが見えない。すぐそばにいたはずのヘンリエッタの姿も見えない暗闇だ。夜がいきなりやってきたとしても、こんなに暗くはならないだろう。まるで、窓のない地下室に閉じ込められたようだ。

（衝撃で床に穴でも空あいたかな？）

　そう思って天を仰あおいでみたが、なにも見えない。夜空さえない。穴に落ちた記憶もない。

「……マギー？　バズ！」

　声を上げてみたが、返事はない。それに、いくらシュルツ家の居間が広いとはいえ、ホールにでもいるような響ひびきになるのはなぜだ？

　ウィルはゾッと冷たいものを感じながら、そろそろと這はい始めた。指先に神経を集中させて、なにかにぶつからないよう気をつけながら、進む。だが、なにも手には当たらなかった。

　どこまでも、どこまでも闇の世界は広がっている。

（ここはどこだろう。俺はなんでこんなところにいるんだろう）

　考えながら焦しよう燥そうを覚える。自問するまでもなく本当は答えは見つかっていたが、それを認めてしまったらいけない気がした。

　そのうち、ぼわんと前方に白いものが浮かび上がり、なにやら音が聞こえてきた。ますます不安は高まりながら、それでもウィルは引かれるように音の方へと這い寄る。

　音はにぎやかな楽器の演えん奏そうになっていった。そして、白いものの正体がはっきりしたとき、ウィルは大きく息をついて、へたりこんだ。

　それは、さまざまな楽器を手にした、死しに神がみたちの行進だった。白いと思ったのは彼らの骨ほねの色だったのだ。

　死神たちは笛ふえや太たい鼓こ、ハープを奏かなで、踊りながら行進している。死神の数は何人いるかはっきりしないが、おそらく四十人近くいるだろう。

「俺、死んじゃったのかな？」

　ウィルは再びため息をついた。真っ暗になった辺りで、なにかが起きたのだろう。痛みも感じなかったので、死んだ自覚がないが。

「ってことは、俺もこの列についていかなくちゃならないのかな。なんか、元に戻もどる方法はないかな……」

　なんとか生き返る方法を捜さがして辺りを見回すが、闇の世界にはこの死の行進以外になにもない。ウィルが顔をしかめたときだった。

　ふっと、行進の先頭が列を離れ、ウィルの方に近寄ってきた。ウィルはぎくりとあとずさる。

　彼は、骨だけの死神と異ことなり、頭から爪つま先さきまで灰色の重そうなマントで身を包んでいた。手には笛を、顔がん面めんにはエドが持ってきたクチバシの仮か面めんと同じものをつけている。

（ペスト医……？）

　ウィルが訝いぶかっていると、彼はクチバシの仮面を外はずした。その下から現れたのは、こともあろうに見知った顔──ハワード・イコナの嫌いやみったらしい端たん正せいな顔だったのだ。

「あ！　コーヒー野や郎ろう!?」

「なんだ、君だったのか」

　どこか輪りん郭かくの歪ゆがんだハワード・イコナの顔を持った彼は、ぎこちない口く調ちようで言った。ウィルは直感的に、これはハワードであってハワードではないことを悟さとる。

（こいつは……）

　ハワードはニイイイイ、と耳まで口くちを裂さけさせながら笑って、

「別に、君を引っかける為ために布ふ陣じんしたわけではないのだがな。まあいい、君に恩おんを売っておくのも面おも白しろい。さあ、君は帰りたまえ、ここは君が来るところではない」

　そう言うと、ハワードは暗闇の一点を指さした。そこに光が灯ともり、一いつ瞬しゆんあと、まばゆい閃せん光こうとなって爆発する。

「わっ！」

　ウィルはあまりの眩まぶしさに、目をつむった。




「まぶしい……じゃないか……」

　掠かすれた自分の声を聞いて、ウィルは瞼まぶたを開いた。マギーの泣きそうな顔が視界に映うつる。

「ウィル！　よかった！」

　マギーに抱きつかれたまま、ウィルはぼんやりと体を起こした。その途と端たん、後頭部に鈍にぶい痛みを感じる。

「あいたたた。俺……？」

「無理しないで、シャンデリアが落ちて頭を打ったのよ。息が一回止まったから、心配したんだから！」

「小さなシャンデリアでよかったよ。中央のにぶつかったら、一瞬でお陀だ仏ぶつだ」

　そう言ったのは、マギーの隣で一緒に覗のぞきこんでいたグランビーだった。彼が指す先を見ると、部屋の中央に巨大なクリスタルのシャンデリアが、粉こな々ごなになって落ちている。

　居い間まのありさまは酷ひどいものだった。天てん井じようから吊つられていたシャンデリアはすべて落ち、とにかく高いところに置かれてあったものは床ゆかに散乱している。窓は全部破れ、凄すさまじい地じ震しんでもあったようだ。バズも隣となりで伸のびていたが、うーうー唸うなっているところからして、目を回してしまっただけだろう。

「……なにがあったんだ？」

「ダン・バーゼルが来たのよ。包ほう帯たいで全身ぐるぐる巻きだけど、あれはバーゼルね。あいつが手当たり次し第だい爆ばく破はして、絵を奪うばっていっちゃったの。泥どろ棒ぼうたちが庭で追いかけ回しているわ」

　憤ふん然ぜんとマギーが庭を指した。なるほど、外からぎゃーぎゃーと声が聞こえてくる。

「誰だれだあ、あいつにここを教えたのは。警察も役に立たないな」

　ウィルはぼやいた。大方ミューズがバーゼルを病院から逃がしたのだろう。彼女を置いてきたのは間違いだった。どうやってこの屋や敷しきを知ったのかは謎なぞだが、あの天才のやることにいちいち疑問を挟はさんでいてはやっていられない。

　グランビーは家のありさまにもかかわらず、泰たい然ぜんとして、やはり楽しそうであった。滅めつ多たにできない体験を存分に味わっているようだ。

　ウィルは彼をまっすぐ見み据すえ、

「グランビーさん。ハワード・イコナってどういうことだ？」

「え？」

　マギーが聞き返す。その名に聞き覚えがあるが、ピンとこないようだ。

　グランビーはにやにや笑って、

「なにがどうだね？」

「あの絵の裏にハワード・イコナの名前があった。それと、変な模も様ようの紙も貼はってあった。おかげで変な夢見ちゃったけど──あいつがなにか関かん与よしているのか？」

「言ったはずだよ、魔ま除よけの術を施ほどこしたと」

　からかうようにグランビーは答えると、ソファのラグを取り除のぞき、そこに悠ゆう然ぜんと座すわった。

「イコナ氏は父の死んだ直後にやってきた。その絵は呪のろわれていると言われるが、呪いなど非科学的だ。私に任まかせてくれれば呪いなど封ふうじてみせる、だから我々の事業に投とう資ししてくれ、とね。ビジネスだよ」

「なにが呪いを封じるだ」

　ウィルは呆あきれ返った。封じると考えていること自体、呪いがあると信じているようなものではないか。「奇き蹟せきハンター」の理り屈くつはいつもそうだ。

「あっ、コーヒー野郎ね」

　ようやく思いだして、マギーがポンと手を鳴らす。言ってから自分で首を傾かしげた。

「なんであいつが出てくるの？」

「出てきても不思議はないよ。これだけ人が死んでる呪いなんだから、『奇蹟ハンター』が動いた方が自然さ。それで、あいつに任せたんだ？」

　最後のセリフはグランビーに向けられたものだ。グランビーは素そっ気けなく、

「まあね。金額的にはかなり高い投資だったが、おかげで私は五体満足で暮くらしている。損そんな取り引きではなかったよ。もっとも、父がこんな下らない絵を買わなければ、無む駄だ金がねを使わずに済すんだのだが、死んだ人間に文もん句くを言ってもしかたないだろう？」

「それなら、すぐに絵を手て放ばなすなり燃やすなりすればよかったじゃない」

　なんでそんな簡単なことに気づかなかったのかと、マギーは不満そうに言った。

「まあ、美術館に譲ゆずることにしたのだ。それでいいじゃないか」

「……もしかして、自分で不幸が止まるならって、コーヒー野郎の申し出に応じた？」

　ウィルの質問にグランビーは答えず、笑っただけだった。

（意外とこの人は、いい人なのかもしれないな）

　グランビーへの評価をウィルが改あらためていると、マギーが釈しやく然ぜんとしない様よう子すで、

「でも、それじゃあなぜ絵を隠かくしたりしたの？　そのまま美術館に渡せばよかったじゃない。そのくせ金ピカのトイレにメモを書いてわざと発見しやすくしたりして、どういうつもり？」

　マギーが頰ほおを膨ふくらませて咎とがめた。グランビーの酔すい狂きようで三日もやらなくていい家や捜さがしをさせられたのだ、文句の一つも言いたくなるだろう。

　だが、グランビーはいけしゃあしゃあと、

「絵を隠したのは美術館との取り引きの為ためだよ。おかげで私は油絵を安く大量に買うことができた。ビジネスとはこういう具合にやるのだよ、捜し屋くん」

「ははあ……呪のろいの恐きよう怖ふで美術館を脅おどした手前、呪いが無む効こうになってることを知られたらまずいんで、絵は隠されているから呪いは効きかないと、でっち上げたと」

「でっち上げたとは人聞きの悪い」

「んで、絵は手に入れたから、もう見つけさせてもいいだろうと、メモを書いた」

　言いながら、ウィルは、

（前ぜん言げん撤てつ回かい。やっぱりこの人、自分勝手だーっ）

　そう大きく嘆たん息そくをついた。呆あきれてもはや怒おこる気にもなれない。

「まったくもう。そういうことならさっさと言ってくれればよかったのに。俺たち、美術館に告げ口したりしなかったのにさ」

「そうだね、君たちは美術館のスタッフではないし、私も悪いことしたと思ったよ。でも」

「でも？」

「捜し屋に家捜しされたなんて、サロンで自じ慢まんできるじゃないか。特にラズボーン公こう爵しやくにね。私は彼女とお近づきになりたいんだ」

　わはは、と笑うグランビーに、ウィルとマギーはどっと脱だつ力りよくした。どこまでも抜け目ない男だ。これ以上話していると、よけい疲つかれそうだ。

「ところで、一つ聞きたいんだが」

「なにをさ？」

「なぜ君たちはイコナ氏のことを『コーヒー野郎』と呼ぶのだね？」

「知らないよっ、俺のじいちゃんがそう呼ぶからだよ。ともかく、絵を取り返そう」

　付き合っていられないと、ずきずきと痛む頭を押さえて、ウィルはマギーに肩を借りながら立ち上がった。

　割れた窓から外に出ようとして、部屋の隅すみにぼろぼろの本が転ころがっているのに気づく。

「？」

「どうしたの？　あの本？」

　マギーがウィルの視線を追い、本を取ってくる。

「わあ、ぼろぼろ。ちょっと振り回したらバラバラになっちゃうわね」

「これ、グランビーさんの？」

「父には蔵ぞう書しよの趣しゆ味みもあったが、この部屋にそんな本は置いてなかったな」

「じゃあ、ヘンリエッタたちのかな……」

　ウィルは本をめくった。最初のページを読み、ぱらぱらと流して、最後のページを見る。

「それ、教会語？　なにが書いてあるの？」

「うーん。怪かい盗とうメレディスに関する記録……なんだかなあ」

　ウィルはしょうもなさそうに本を閉じると、とりあえず庭に出た。

　芝しばを刈かり込んだきれいな庭には、茶色い紙が散さん乱らんしていた。どうやら下絵をばらまいているらしい。それを「六月の花はな嫁よめ」団の年少の二人が拾ひろい集めていた。そして、

「見つけた！　見つけたのだ！　私の曲だ！」

　甲かん高だかい、悲ひ鳴めいのような声を上げて庭を飛び回っているのは、確かに全身を包帯で巻かれたダン・バーゼルだった。彼は絵を握にぎりしめ、狂ったようにはしゃいでいる。それをヘンリエッタたちが追いかけ回していた。

「待て！　この変へん態たい！」

「その絵を返せ！」

　ぎゃあぎゃあ、もう大おお騒さわぎである。ウィルは呆あきれて、

「なんだか、どっちの味方もしたくないって感じだな」

「どうする？」

「とりあえずバーゼルを抑おさえよう。マギー、ピッチングに自信ある？」

　ウィルの質問の意味を、マギーはすぐに了りよう解かいした。

「待って！　なにか投げるもの見つけてくる！」

　嬉き々きと叫さけんで、いったん部屋の中に戻もどって持ってきたのは、例のクチバシの仮か面めんだった。

「あっ、それは──」

　ウィルが止めかけたが、すでにマギーはクチバシを持って仮面を投げ飛ばしたところだった。仮面はくるくる回転しながら、うまい具合にバーゼルの頭に激げき突とつした。

「キエエッ！」

　バーゼルは妙みような悲鳴を上げ、ばったりとその場に倒れる。石せつ膏こうの仮面も粉こな々ごなに砕くだけ散った。その悲鳴に庭にいたみなが仰ぎよう天てんしたが、中でも投げつけたマギーがいちばんびっくりして、

「きゃっ！　ど、どうしよう、やりすぎちゃったかしら」

「あんなんで死ぬ玉じゃないさ。行こうっ」

　ウィルとマギーはバーゼルのもとに駆かけつけたが、一足先にヘンリエッタたちがたどり着き、バーゼルの手から絵を奪うばった。

　ヘンリエッタは息を切らせながら、勝ち誇ほこったようにウィルを見て、

「ざ、残念だったね、絵は、全部、あたしたちがもらったよ。こ、これで、さよならだ」

「ふうん。じゃあ、これはいらないの？」

　絵を横取りされても悔くやしがる素そ振ぶりも見せず、さりげなくウィルは拾った本を振ってみせた。

「あっ！　メレディスさまの本！」

　露ろ骨こつにヘンリエッタの顔色が変わるのを見て、ウィルはしめたとほくそ笑む。よっぽど大事なものらしい。大体、会ったこともない故こ人じんに「さま」付けで呼ぶところからして、怪あやしいものだ。

（さてはこいつ、メレディスのファンだな）

　ヘンリエッタはぱたぱたと自分の体を叩たたいて、本がないのを確かめた。それから、血けつ相そうを変えて、

「かっ、返しな！」

　そう怒ど鳴なってヘンリエッタは飛びかかってきたが、ひょいとウィルはよけた。

「じょーだん。どうしても返してほしかったら、『死の舞ぶ踏とう』と交こう換かんだ」

「汚きたない子供だね！」

「泥どう棒ぼうに言われたかねえや。さあ、どうするのさ。絵を選ぶか、日につ誌しを選ぶか」

「ぐぐぐぐ」

　選せん択たくを迫せまられ、ヘンリエッタが唸うなる。顔を赤くしたり青くしたりして、彼女がどちらも選べないでいると、後ろにいたスティーヴンが見るに見かねたようで、

「ヘンリエッタあ、別に俺たちは交換してもいいぜ」

「な、なに言ってるんだい、今さら！　せっかく盗ぬすんだんだよ、『六月の花嫁』団の名を上げるチャンスじゃないか！」

　仲間の申し出に、ヘンリエッタは青あお筋すじを立てて怒鳴った。だが、スティーヴンは、

「いいじゃん、一応名は売れたし。それに、やっぱり俺たちだけじゃ無理だよ、窃せつ盗とう団だんなんて。ジョリーもケネスもまだ小さいし、今までだって普ふ通つうに働いて、小こ金がねを稼かせいで暮くらしてこれたんだから、それでいいじゃんか。なあ、ロジャー」

「ああ……ヘンリエッタ、この薄うす気き味み悪い絵と、メレディスの記録と、どっちが本当に欲しいんだい？　俺たちは全然かまわないよ、ヘンリエッタの好きな方を選んでも」

「私も別にかまわないわよ。『六月の花嫁』窃盗団が消しよう滅めつしたって」

　絵を集め終えた少女が会話に割り込んでくる。

「ジョリー!?」

「お父さんが捕つかまった時点で、窃盗団は解散しているんだから、別に今さらどうってことないわ。ヘンリエッタもお父さんに世話になったからって、窃盗団を維い持じしようなんて考えなくていいのよ。私は、ヘンリエッタがそばにいてくれればいいんだから。警察になんか捕まらずに」

　そう言うと、ジョリーはヘンリエッタにしがみついた。ヘンリエッタが困こん惑わくした面おももちで少女を見ていると、最後にやってきた少年が彼女の手から絵を抜いて、集めた絵と一いつ緒しよにウィルに差しだした。

「ケネス！」

「…………」

　鼻までセーターに埋うもれたケネスが、じっと無言でヘンリエッタを見つめる。ヘンリエッタはがっくりとうなだれた。そして、力なく、

「な、なんだい、みんなして……これじゃ、あたし一人がバカみたいじゃないか。勝手に騒さわいで、みんなに盗みをさせて、それでなにも得るものがなかったなんて」

「だって、今回はヘンリエッタの好きにさせようって決めたじゃないか。いつも世話になってるお礼に、って。なっ」

　スティーヴンが仲間に同意を求めると、ほかの三人は頷うなずいた。目を真っ赤にして仲間を見るヘンリエッタの背を、ロザモンドがぽんぽんと叩たたく。

　それを見ていたウィルは、

（仲間か──たしかに、信じあってんだな）

　感心するとともに、少々罪ざい悪あく感かんを抱いだいた。なんだか自分が彼らに悪いことをしている気がしたのだが、非があるのは向こうだと自分に言い聞かせる。

「じゃあ、交換な」

　ケネスの手から絵の束たばを受け取り、代わりに本を渡す。

　絵の束のいちばん上には、バーゼルに握にぎりしめられてくしゃくしゃになった絵が乗せられていた。

「酷ひどいものね、こんなに握りつぶしちゃって」

　片づけマニアのマギーにはそれが気になるらしく、手を出してしわを伸ばそうとした。絵を広げたところで、その手が止まる。

　二人は息を吞のんだ。そこには、羽は根ねペンと楽がく譜ふを持った男の絵が描かれていたのだ。タイトルには「作曲家」と書いてある。

　絵は広げられた途と端たん、空気に溶とけるように消え、その下から別の絵が浮かんできた。新たに生まれた絵には、空を舞まう天てん使しの姿が描かれていた。

　その、数百年経へた古びた色合いに。

（……目の錯さつ覚かく？）

　こんな古い絵が、変化などするものだろうか。最初から絵は天使で、作曲家と思ったのは気の迷まよいではないか。

「…………」

　ウィルは硬こう直ちよくしているマギーの手を絵から外はずし、束を二つに折った。

「ウ、ウィル」

　動どう揺ようしているマギーにウィルは頭を振った。見なかったことにしよう。その気持ちはマギーにも伝わったらしく、彼女も腑ふに落ちない様よう子すながら、頷うなずく。

　ウィルはヘンリエッタたちに向きなおると、

「爆ばく破はの騒さわぎですぐに警察が来る、さっさと行きなよ」

「ウィル、あんた」

「俺は正義の味方じゃないから、警察に喋しやべったりしないよ。早く、それでなくても警察はバーゼルを追ってくるはずだから！」

　ウィルに急せき立てられて、窃せつ盗とう団の五人は川に通じる石階段へと向かった。階段を下りる手前で、ヘンリエッタが振り向き、

「こ──今度会うときは、捜さがし屋なんかに負けないからねっ。今回はたまたま、運が悪かっただけなんだから！」

　強がってみせるヘンリエッタに、ウィルは吹きだすと、

「いいさ、挑ちよう戦せんならいつでも受けてたつぜ」

「ガキが生なま意い気きな口きくんじゃないよ！」

　照てれ笑いを少々、彼女は怒ど鳴なると、仲間を追って崖がけの下へと消えていった。それをウィルはすっきりした気持ちで見送っていたが、

「ねえ、ウィル。この人どうするの？」

　マギーの憮ぶ然ぜんとした声で振り返ると、彼女は倒たおれたままのバーゼルを、恐ろしいものを見るようなまなざしで見ていた。

　天才作曲家は白しろ目めを剝むいて、手足をぴくぴくさせていたが、時とき折おり、

「キエッ！　キエッ！」

　と、鳥が絞しめられているような奇き声せいを上げる。近寄るのが怖こわいくらいだ。

「うわあ、すっげえ。意識ないのに手がピアノ弾ひいてるよ」

「やっと念願かなったり、ってところね。で、どうするの？」

「いいよ、放っておこう。そのうち警察が引き取りにくるだろ。下絵は取り返したし、これ以上この人と関かかわり合いになると、ろくな目に会わない気がする」

「それもそうね。じゃあ今回の仕事は、これにて終しゆう了りよう！」

　わーい、とマギーが手を叩たたいてはしゃぐ。ウィルもほっとしたが、壊こわれた石せつ膏こうの仮か面めんの残ざん骸がいに気づき、

「あっ、やっべえ……」

　と頭を抱かかえた。







　ことの終わり







「ほら、見て」

　マギーに差しだされた新しん聞ぶんを見て、ウィルは眉み間けんにしわを寄せた。新聞がすらすら読めるほど、まだ上達してないのだ。

「ダン・バーゼル氏の……新しい、曲が……先日、発表された……タイトルは、『死の舞ぶ踏とう』……氏の起こした、美術館、爆ばく破は、事件は……記憶に新しい……彼は、獄ごく中ちゆうで、この曲を書き上げ……先日……先日……」

「あたしが読んであげる。『先日、多くの紳しん士し淑しゆく女じよの嘆たん願がん書しよにより釈しやく放ほうされるや否いなや、この曲を発表する為ために演えん奏そう会かいを開いた。三部構成の楽がつ曲きよくは最初から最後まで聴ちよう衆しゆうを虜とりこにした。その迫はく力りよくと優ゆう美びさは言うまでもなく、鳥とり肌はだを立たせるほどの恐きよう怖ふをも筆ひつ者しやは感じた。天才の名をほしいままにした氏の代表作となることは間違いない。ちなみにこの曲の公演権は、氏の創作活動を後こう援えんしたグランビー・シュルツ氏に贈おくられたが、現在、シュルツ氏のもとには公演の申し込みが殺さつ到とうしているという』。ですって」
















　マギーがおかしそうに朗ろう読どくした。「後援してくれた礼」とはていのいい名目、実際は屋や敷しきを爆破までされた迷めい惑わく料である。

「でも、そうなったら美術館にはどうお礼をするんだろう」

　流しに買い物の中身を並べていたバズが、憮ぶ然ぜんと言った。

「あら、美術館は団体なんだからいいんじゃない？　あんなに美術品を持ってるお金持ちなんだもの」

「ぼくにはグランビーさんの方がよっぽどお金持ちに思えるよ」

　屋敷の一部を損そん壊かいされても、爆破の衝しよう撃げさで家の中がしっちゃかめっちゃかになっても、豪ごう快かいに笑っていたグランビーのことをバズは思いだし、

（金持ちってやっぱり変な人たちばかりだ）

　と改あらためて思うのだった。

　そこへウィルが、新聞を置くと、

「美術館は嘆願書を出した奴やつらに補ほ償しよう金きんを支払ってもらうからいいんだよ」

「そういうものなの？」

「そりゃそうさ。『保釈してちょうだい』って言うだけで、犯罪者が釈放されるわけないじゃないか。嘆願書には相応の保釈金がくっつくんだ、だから金持ち連中がパトロンにいると、バーゼルみたいに無茶苦茶してもやってけるんだよ」

「ふうん。なんか、都会ってお金があるとなんでもできちゃうのね。ちょっと怖こわいわ」

　嫌けん悪お感かんもあらわに、マギーは呟つぶやいた。

「だからレディ・シンシアは恐れられるのね。あんなにお金持ちなんだもの」

「そうともかぎらないさ」

　ウィルは笑って言うと、再び自分の作業に戻もどった。バズも片づけを終えると、テーブルについて作業を手伝う。

　二人の作業──それは、壊こわしてしまったクチバシの仮か面めんの修しゆう復ふくだ。

　マギーは二人の作業を眺ながめながら、

「ところでウィル、メレディスの本にはなにが書いてあったの？」

「ああ、あれ？　メレディスが『死の舞踏』を盗ぬすんだときの顚てん末まつが書いてあった」

「ええ!?　じゃあ、ピアトロの幻まぼろしの最終巻じゃない！　あんな汚きたない絵より価値があるんでしょ？　もったいなあい！」

　マギーが心底悔くやしそうに声を上げた。バズはなんの話か分からず、幾いく度ども瞬まばたく。

　ウィルは手元を覗のぞきこんだまま、

「いいじゃん、別に。ヘンリエッタはメレディスのファンだったんだし」

「でもお！」

「そこまでは俺おれたちの仕事じゃないよ。でも、ヘンリエッタの奴、あの本全部読んでなかったんだな」

　けらけらと笑って言うウィル。

「どういうこと？」

「あの本の最後に、メレディスが死んだときの話が書いてあったんだ。彼はカディスバーク美術館に忍び込んだあとすぐに、強ごう盗とうにやられたんだってさ」

「強盗!?　泥どろ棒ぼうが強盗!?」

　マギーは素すっ頓とん狂きような声を上げた。誰だれが聞いても同じ反応をするだろう。

「相手はメレディスだって知らなかったみたいだけど──メレディスは命からがら逃げたけど、そのときに負おった傷がもとで死んじまったんだ。『死の舞踏』も奪うばわれて、彼はそのことを悔しがりながら死んでいったそうだよ。『絵を返せ』って呪のろいながらね」

「じゃあ……つまり、そのメレディスって人が、呪いの源みなもとってこと？」

　バズが困こん惑わく顔がおで聞き返す。ウィルは肩をすくめると、

「さあ？　彼が呪いの源なのか、それとも彼もまた呪いの被害者なのか、そんなこと分からないよ。まあ、ようやく絵は一つになれたし、ヘンリエッタたちもバーゼルさんも無事なんだから、それでよしとしようじゃん」

　楽らつ観かん的てきなまでにあっさりとウィルは話を片づける。彼の心は違うところに引っかかっていた。

（今回は、コーヒー野や郎ろうに一つ借かりができたな）

　ろくでもない相手に借りができたものだと、ウィルは憂ゆう鬱うつになるのだった。

　マギーは納なつ得とくせず、さらに追つい及きゆうしようと口を開いたところへ、ドアベルが鳴った。

「はあい？」

　マギーがドアを開けると、そこにはバーゼル事件の依い頼らい主ぬし、ミューズ・ルーシィがハンカチを握にぎりしめて立っていた。彼女の潤うるんだ目を見た途と端たん、とっさにマギーはドアを閉めてしまう。

「誰？」

「なに？」

　マギーの不ふ可か解かいな行動を訝いぶかって、ウィルとバズが立ち上がる。彼女が答える前に、ドアが激しく叩たたかれて、

「ちょっと、開けてください！　大事な用なんです！　あの人の為ために、虹にじの石いしを捜さがしてきてください！　お願いします！」

　と、ミューズの声が。

　三人は顔を見合わせた。全員で眉まゆをハの字にして、

「虹にじの石だってよ。どうする？」

「あ、あの人って、バーゼルさんのことだろ」

「依い頼らいはともかく、あの人とまた関かかわるのはいやあよ」

「なんだ、マギー。二人の恋の手伝いしないのか？　ほら、なんとかハート・クラブとかっていう奴やつ」

　何なに気げなくウィルは尋たずねたが、マギーは顔が真っ赤になるほど狼ろう狽ばいして、

「な、なんでそのこと知ってるの!?　バズ、あんた喋しやべったわね!?」

「ひゃっ。ぼ、ぼく喋ってないよう」

「ヨルカ村じゃ結けつ構こう有名になってたぜ。村長の孫まご娘むすめが、けったいなことをやりだしたって」

　あっさりウィルは答える。確かにあれだけ触ふれ回っていれば、いくら隠かくしていたって自おのずとウィルの耳にも届とどくだろう。

「やだ、恥はずかしい！」

　頰ほおから火が出るほどマギーは紅こう潮ちようして、バタバタと隣となりの部屋に逃げてしまった。ウィルとバズはもう一度顔を見合わせ、

「……さて、どうミューズを追い返す？」

「さあ……」

　うーん、と二人して腕を組んで唸うなるのだった。







　あとがき







　今回は幸しあわせなことに参考文献録が多いので、あとがきが少なくて嬉うれしい。しかも、書くことと言えば、

「注意。ペストはネズミが媒ばい介かいするのではなく、ネズミなどに寄き生せいするノミが媒介すると言われています」

　という事務事項だけなのだった。わっはっは。




「必殺お捜し人５　名画の受難」は平成九年九月半ばから十月にかけて書いた話です。

「よっしゃーっ、今回は知らない人間をいっぱい出すぞーっ。三人組だけじゃ飽あきたーっ」

　という発想から、わしゃわしゃと登場人物を大量に出しました。自分の首を絞しめたも同然です。でも、楽しかったからいいや。

「死の舞踏」という主題の絵は、実際にルネッサンス期にいろんな人が描えがいています。いちばん有名なのはホルバインのものでしょう。でも、私のイメージはホルバインじゃなくて別の人の奴なんですけど、本屋で一度見かけただけなので誰だれだったか忘れてしまったのさ。いい加か減げんですみません。ちなみに、「ダンス・マカーブル」はフランス語です。

　とゆーわけで、次回は「人間がほとんど出ない」話を考えることにします（本気にしないでくれ）。

　それでは。




　平成九年十二月十一日


小林めぐみ
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